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序

国土交通省斐伊川・神戸川総合開発工事事務所においては、『現代のおろち退

治』といわれる斐伊川・神戸川両水系を一体とした治水計画の一環として、斐伊

川の上流に尾原ダム、神戸川の上流に志津見ダムを建設し、下流域の洪水の調整

及び水道用水の確保等を目的とした多目的ダム建設事業を進めています。

ダムの事業用地内の埋蔵文化財については、文化財保護の趣旨に則り関係機関

と協議しながら必要な調査を行い、記録の銀存につとめています。

尾原ダム建設事業においても、島根県荻育委員会と協議をし、同教育委員会や

木次町荻育委員会、仁多町荻育委員会の協力のもとに平成11年度より発掘調査を

実施しているところです。

本報告書は、平成12～ 13年度に実施した「川平 I遺跡」「尾白 I遺跡」「尾白Ⅱ

遺跡」「家の脇Ⅱ遺跡 3区」の調査結果をまとめたものです。本書が郷上の埋蔵

文化財に関する貴重な資料として、学術及び荻育のために広 く利用されることを

期待します。

最後に、今回の発掘調査及び本書の編集にあたり、ご指導ご協力頂きました島

根県教育委員会並び関係者各位に謝意を表します。

平成 15年 3月

国土交通省中国地方整備局

斐伊川・神戸川総合開発工事事務所

所 長 田 中 靖



序

島根県荻育委員会では、国土交通省中国地方整備局の委託を受けて平成H年度

から、尾原ダム建設に伴う埋蔵文化財発掘調査を実施しております。

本報告書は、平成12年度と13年度に実施した、大原郡木次町の川平 I遺跡、尾

白 I遺跡、尾白Ⅲ遺跡、仁多郡仁多町の家の脇工遺跡 3区での発掘調査の記録で

す。

このうち尾白工遺跡では、これまであまり研究対象とならなかった近世以降の

木炭生産の遺構を確認することができました。また、川平 I遺跡では押型文土器

をはじめとする大量の縄文土器を発見ことができました。本報告書が地域の歴史

を解明する資料となり、郷上の文化財に対する理解や関心を高める一助となれば

幸いに思います。

最後になりましたが、本書を刊行するにあたり木次町・仁多町住民の方々をは

じめ、国土交通省中国地方整備局、木次町荻育委員会、仁多町教育委員会をはじ

め、関係の皆様から御協力を賜りました。厚 く御礼申し上げます。

平 成 15年 3月

島根県荻育委員会

叛育長 広 沢 卓 嗣



例  言
1。 本書は国土交通省中国地方整備局斐伊川・神戸川総合開発工事事務所の委託を受けて、島根県

教育委員会が平成12年度と平成13年度に実施した尾原ダム建設に伴う埋蔵文化財発掘調査の記

録である。

2.本書で扱う遺跡は次の通りである。

島根県大原郡木次町長宇根字尾白495外     尾白 I遺跡

島根県大原郡木次町長宇根字尾白1447-2外   尾白I遺跡

島根県仁多郡仁多町家ノ脇字家ノ脇H32-7外   家ノ脇 I遺跡 3区

島根県大原郡木次町平田字法印305外      川平 I遺跡

3.調査組織は次の通りである。

調査主体 島根県教育委員会

(平成12年度)川 1平 I遺跡現地調査

事務局 宍道正年 (島根県荻育庁埋蔵文化財調査センター所長 )

内田 融 (同総務課長)松本岩雄 (同調査課長 )

今岡 宏 (同総務係長)

調査員 西尾克己 (同主幹)宮本正保 (同文化財保護主事)是田 敦 (同主事 )

名越顕秀 (同教諭兼主事)福場康芳 (同叛諭兼主事)曽 田 徹 (同調査補助員)

上山直志 (同調査補助員)

調査指導 (50音順、敬称略)

竹広文明 (島根大学汽水域研究センター助手)

田中義昭 (島根県文化財保護審議会委員)

中村唯史 (島根県環境生活部景観自然課主事)

蓮岡法噂 (島根県文化財保護審議会委員)

林 正久 (島根大学叛育学部教授)

藁科哲男 (京都大学原子炉実験所助手)

(平成13年度)尾白 I遺跡、尾白I遺跡、家ノ脇工遺跡 3区現地調査

事務局 宍道正年 (島根県教育庁埋蔵文化財調査センター所長)

内田 融 (同総務課長))|1原和人 (同調査第 2課長)今岡 宏 (同総務課総務係長)

調査員 西尾克己 (同主幹)是田 敦 (同主事)池田道子 (同教諭兼主事)

古川和明 (同調査補助員)

調査指導 (50音順、敬称略)

杉原清― (島根県文化財保護指導員)

時枝克安 (島根大学総合理工学部教授)

(平成14年度)尾白 I遺跡・尾白I遺跡・家ノ脇工遺跡 3区 ・川平 I遺跡報告書作成

事務局 宍道正年 (島根県教育庁埋蔵文化財調査センター所長)卜部吉博 (同副所長)

内田 融 (同総務課長)川 1原和人 (同調査第 2課長)坂本淑子 (同総務課総務係長 )

調査員 是田 敦 (同主事)古川和明 (同調査補助員)



調査指導 (50音順、敬称略)

杉原清― (島根県文化財保護指導員)

時枝克安 (島根大学総合理工学部教授 )

4.発掘作業 (発掘作業員雇用・重機借り上げ、発掘用具調達等)については、国土交通省中国地

方整備局、社団法人中国建設弘済会、島根県教育委員会の三者協定に基づき、島根県教育委員

会から社団法人中国建設弘済会へ委託して実施した。

社団法人中国建設弘済会

平成12年度

〔現場担当〕持田明典 (技術員)

〔事務担当〕藤井利恵 (事務員)

平成13年度

〔現場担当〕持田明典 (技術員)

〔事務担当〕藤井利恵 (事務員)

5.調査に関連して自然科学分野の分析などを次の方々・機関に依頼した

地磁気年代測定 :時枝克安 (島根大学総合理工学部教授 )

石材の現在産地分析 :藁科哲男 (京都大学原子炉実験所助手)

木炭の樹種同定 :杉原清― (島根県文化財保護指導員)

14c年代測定 :財団法人九州環境管理協会

6.調査及び資料整理に際し、以下の方々から有益な御指導・御協力をいただいた。(50音順、敬称略)

穴澤義功 (タ タラ研究会委員)、 甲元員之 (熊本大学教授)、 坂本諭司 (木次町教育委員会)、

高木広― (大灰焼職人)、 高木千秋 (大灰焼職人)、 鄭昌熙 (慶尚北道文化財研究院)、

山田康弘 (島根大学法文学部助教授 )

7.挿図中北は、測量法による第 3座標系X軸方向を指す。また、平面直角座標系XY座標は、日

本測地系による。レベル高は海抜高を示す。

8.第 1図、第 2図は、建設省国土地理院発行のものを使用した。また第 5図、第 7図は国際航業

株式会社が作成し、第37図、第38図は有限会社創互技研が作成した。

9.本書に掲載した写真の内、図版 1、 図版 2左上、図版 3上・左下は国際航業株式会社が撮影し、

図版15は株式会社ワールドが撮影し、図版22、 図版23は有限会社創互技研が撮影した。図版53

～58は杉原清―に撮影していただいた。その他の写真は是田敦、名越顕秀、福場康芳、古川和

明が撮影した。

10.本書に掲載した実測図は名越顕秀、福場康芳、池田道子、曽田 徹、上山直志、古川和明が作

成し、浄書は錦織美千恵、藤原須美子、内海紀子、佐々木孝子、岸美佐子、門脇卓子、広田和

子 (以上内業作業員)が行った。

H.本書の執筆は第 8章、第 9章を除き各調査員が分担して行い、文責を目次に記した。第 8章に

ついては時枝克安氏に、第 9章については藁科哲男氏に御執筆いただいた。

12.本書の第 1表～第15表は古川和明が作成した。

13.本書の編集は各調査員の協力を得て、是田 敦が行った。
14.本書掲載の遺跡出土遺物、実測図、写真などの資料は、島根県教育庁埋蔵文化財調査センター

(松江市打出町33番地)で保管している。
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第 1章 調査に至る経緯

出雲地域の永年に渡る課題に斐伊川の治水がある。様々な治水対策が講じられてきたが、昭和47

年の大洪水を契機に、昭和51年に「斐伊川水系工事実施基本計画」の改訂が行われ、①両河川の上

流におけるダムの建設、②中部の斐伊川放水路事業と斐伊川の改修、③下流の大橋川改修と中海・

宍道湖の湖岸整備のいわゆる「治水 3点セット」を基本とした治水対策が計画された。尾原ダムは、

上流域での対策の一環として、斐伊川上流の大原郡木次町・仁多郡仁多町に定設を計画された多目

的ダムである (神戸川上流では頓原町に志津見ダムの建設が計画された)。

尾原ダムは平成 3年度から建設事業に着手され、平成 5年12月 に水源地域対策特別措置法のダム

指定を受け、平成 6年 2月 にダム建設の基本計画が公示され、平成 7年H月 には地元 3団体と損失

補填基準協定書の調印を取り交わして用地買収が着手された。

この計画に伴う埋蔵文化財の発掘調査は、平成 3年 6月 に建設省中国地方建設局斐伊川・神戸川

総合開発工事事務所 (現国土交通省中国地方整備局斐伊川・神戸川総合開発工事事務所、以下同じ)

から島根県教育委員会に依頼された埋蔵文化財の分布調査に始まる。島根県教育委員会ではこの依

頼を受けて、平成 5年 3月 と平成 6年 3月 の 2回にわたり分布調査を実施し、合計81か所の遺跡及

び要範囲確認調査地を確認した。

この調査結果をもとに、平成10年 12月 に建設省斐伊川・神戸川総合開発工事事務所と島根県教育

委員会は協議を行い、平成H年度からの範囲確認調査の実施を決定した。また、平成10年 12月 には

島根県教育委員会、木次町教育委員会、仁多町教育委員会の三者で協議を行い、①再度の分布調査

の実施、②現段階ではダム本体部分は県が調査し、残土捨て場部分は町対応すること、③調査状況

や調査体制に応じて調整を行いながら調査をすることを確認した。これを受けて平成H年 3月 に島

根県叛育委員会・木次町教育委員会 '仁多町荻育委員会は共同で分布調査を行い、更に32か所の遺

跡及び要範囲確認調査地を確認した。これにより、遺跡と要範囲確認調査地は合計H3か所となっ

た。

また、平成11年度に範囲確認調査の実施が決定した際、平成 4年に交わされた建設省中国地方建

設局、島根県教育委員会、社団法人中国建設弘済会の三者による埋蔵文化財発掘調査覚え書きに基

づき、発掘調査を円滑に進めるため、作業員の確保、発掘現場における物件の確保、測量、掘削工

事などの調査補助業務を社団法人中国建設弘済会島根支部に委託することとした。

平成11年度に、島根県荻育委員会は29か所の遺跡及び要範囲確認調査地の範囲確認調査を実施し

た。そのうち11か所の遺跡及び要範囲確認調査地については全面発掘調査が必要であると確認され

た。このHか所の要全面発掘調査地の中には、本書収録の尾白 I遺跡、尾白I遺跡、家の協 I遺跡

が含まれている。

平成12年度には、 2か所の全面発掘調査と20か所の遺跡及び要範囲確認調査地の範囲確認調査が

実施された。範囲確認調査では13か所について全面発掘調査が必要であると確認された。この13か

所の要全面発掘調査地の中には、本書収録の川平 I遺跡が含まれていた。工事の関係から、川平 I

遺跡については範囲確認調査に引き続いて全面発掘調査が同年 5月 から実施された。また、平成12

年 9月 には工事中に遺跡 (寺仏山横穴)力 発ゝ見され、国土交通省中国地方整備局斐伊川 。神戸川総
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第 1章 調査に至る経緯

鞘
lh

第 1図 本報告書掲載遺跡の位置 (S=1/25,000)
1.尾白遺跡、2.尾白I遺跡、3.家ノ脇I遺跡、4.川平 I遺跡
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合開発工事事務所から島根県教育委員会に再度の分布調査の依頼があった。これを受けて島根県毅

育委員会は、平成13年 3月 に再 度々の分布調査を実施し、新たに 2か所の要範囲確認調査地を確認

した。

,平成13年度には、尾白I遺跡(尾白I遺跡、家ノ脇I遺跡他 3遺跡の全面発掘調査と3か所の範

囲確認調査が実施された。範囲確認調査では 1か所について全面発掘調査が必要であると確認され

た。
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第 2章 遺跡の位置と歴史的環境

第 2章 遺跡の位置と歴史的環境

尾原ダムは、大原郡木次町平田にダムサイトを築いて斐伊川の本流をせき止めるものであり、貯

水池の範囲は町境を越えて仁多郡仁多町三成に及が。尾原ダムの建設事業はしばしば、「現代のオ

ロチ退治」と称せられるが、付近は、『古事記』や『 日本書紀』に記述のある、スサノオ (須佐之

男命・素表鳴尊)に よる八岐大蛇退治伝説の故地である。

出雲地方南部を雲南と称するが、大原・仁多両郡は、その雲南地方に属する。『出雲国風上記』(以

下『風上記』と略す)に よれば、大原郡は神原・屋代・屋裏・佐世・阿用・海潮・来次・斐伊の 8

郷で構成され、『和名抄』はその 8郷に大原郷を加える。一方仁多郡は、『風土記』は三処・布勢・

三沢 (三津とする説も有力)・ 横田の 4郷を載せ、『和名抄』はその 4郷に漆仁・阿位の 2郷を加

える。漆仁・阿位の 2郷は、三沢郷から分立したものと推定されている。なお、ダムサイトの建設

予定地である木次町平田は、昭和30年に木次町 '日 登村と合併する以前は仁多郡温泉村に属してお

り、旧温泉村の村域は『和名抄』の漆仁郷とはぼ等しい。従って、ダム湖に水没したり、道路など

ダム関連工事が行われる範囲は、『風上記』でいう仁多郡の 4郷のうち、横田郷を除いた各郷に及

がことになる。 仁多郡の郡名は、大穴持命が「此の国は大きくも非ず小くも非ず。…是は容多志

裸小国在り」と述べたことに由来すると、『風上記』は伝えている。小ぢんまりとして水田耕作に

適した肥沃な土地、といった意味である。以下では、周辺の遺跡の紹介等をしつつ、この地域の歴

史的環境を概観してみたい。

旧石器時代

この時期の遺跡は、木次・仁多両町内およびその周辺地域では、凱在のところ、確認されていな

い。島根県全体をみても旧石器時代の資料は多くはないが、宍道湖 。中海の周辺地域では、玉湯町

の正源寺遺跡や杉谷遺跡、松江市の下黒田遺跡など、この時代の遺跡が見つかりはじめている。雲

南地域においても、今後の開発の進行等で、旧石器時代の遺跡が発見される可能性がある。

縄文時代

斐伊川中 ,上流域は、神戸川中・上流域と同様、縄文時代の遺跡の分布が密な地域である。近年

この地域で、縄文時代の遺跡として注目されたのは、木次町の平田遺跡である。平田遺跡は、斐伊

川とその支流の阿井川の合流地点に位置する。この遺跡では、縄文後期から晩期初頭の上器が大量

に出上したが、岡山県の福田貝塚出土品と酷似した浅鉢や、鐘崎式上器など、山陽地方や北部九州

の影響を強く感じさせるものが見られる。また大量の石鏃や石斧が剥片を伴って出土しており、こ

の遺跡が石器の製作工房跡であったと考えられている。さらに、土器の出土状況等から、埋甕が行

われた可能性が指摘され、土羨も8基検出されるなど、縄文時代の墓制の一端を知る上で貴重な遺

跡である。埋奏が行われた遺跡として、周辺には、三刀屋町の宮田遺跡、仁多町の暮地遺跡、木次

町の家の後工遺跡が知られている。

また、暮地遺跡からは 3体もの上偶が出上した。 1遺跡から3体の上偶が出土するのは中・四国

で岡山県津雲貝塚、同じく福田貝塚に次いで 3例 日である。さらに、仁多町の林原遺跡からは、範

囲確認調査で、縄文後期を中心とする土器や磨製石器などの石器が出上したはか、縄文後期前葉か

ら中葉のものと思われる土偶が 1点確認されており、本調査の成果が期待されている。
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平田遺跡から阿井川を遡り、町境を越えて仁多町に入ると、やがて下鴨倉遺跡にいたる。阿井川

の河岸段丘上に存在するこの遺跡は、かつて「縄文のデパート」と評されたように、出上した土器

は、縄文前期から晩期にいたる山陰・山陽の諸様式をほぼ網羅するばかりか、】ヒ部九州の影響も色

濃い、貴重な資料となるものである。

この地域で最も古い遺跡は、斐伊川上流の横田町に所在する、押型文土器が出土した国竹遺跡や

下大仙子遺跡で、これらは縄文時代早期に遡る遺跡である。尾原ダム建設に伴う発掘調査では、本

報告書掲載の川平 I遺跡からも縄文早期の押型文土器が出上している。川平 I遺跡からはその他、

大量の石錘が出上しており、この遺跡の大きな特徴となっている。

この他にも、木次町の家の後 I遺跡では縄文時代後期、垣ノ内遺跡では縄文時代中期と後期、槙

ヶ■遺跡からは縄文時代後・晩期の上器がそれぞれ出上している。特に、槙ヶ未遺跡からは朱 (第

二水銀)塗 りの耳栓が出上し注目されている。この他に木次町の家の後 I遺跡では石囲み炉を伴う

縄文時代後期の竪穴住居が確認されている。

弥生時代

以前から、木次町では早稲田遺跡、本郷谷遺跡、仁多町では鹿谷遺跡、横田町では国竹遺跡、代

山遺跡、横田高校グランド遺跡などが弥生時代の遺跡として知られてきた。しかし、縄文時代の遺

跡に比べると数そのものが少なく、遺構が確認されたのも国竹遺跡のみであり、この地域では、わ

ずかに、横田町の横田八幡官に伝えられた銅剣 (中細形銅剣 C)、 木次町日登から出上したといわ

れる銅鐸 (外縁付鉦 I式 )力 注ゝ 目される程度であった。

しかし近年になって、この地域の弥生時代の様相を知る上で、貴重な資料を提供する遺跡が出現

した。それは、縄文時代の頂でも触れた、木次町の平田遺跡である。ここからは、円形に近い多角

形を呈した径8.8m～9,Omの竪穴建物跡 1棟が見つかった。建物内からは鍛冶炉が 4基検出され、

鉄鏃やその未製品、板状や棒状の鉄片、藝、砥石などが出上した。このことから、この建物は、鉄

素材を鍛錬し、類を用いて鉄器を製作した工房として使われたものと考えられる。これとはぼ同様

の性格をもった建物群が、八束郡宍道町の上野工遺跡で見つかったが、平田遺跡の鉄器工房跡は、

上野 I遺跡のものに比べてやや新しく、弥生時代の末から古墳時代初頭のものと考えられている。

さらに、尾原ダム建設に伴う発掘調査では、木次町の垣ノ内遺跡から、弥生時代中期後半から後

期末にかけての竪穴住居が16棟、掘立柱建物が数棟発見された。他に、仁多町の暮地遺跡でも竪穴

住居が 2棟、木次町の北原本郷遺跡では弥生時代中期から後期の竪穴住居が12棟確認されている。

古墳時代

斐伊川中流域には、副葬品に景初二年銘の三角縁神獣鏡を持っていたことで著名な大原郡加茂町

神原の神原神社古墳をはじめ、木次町里方の斐伊中山古墳群、飯石郡三刀屋町給下の松本古墳群 1

号墳・3号墳など、名高い前期古墳が点在する。これらの古墳は、斐伊川の本流に、赤川、あるい

は三刀屋川といった大きな支流が合流し、平地が遠望できる微高地や山丘上に立地するという特徴

がある。

一方、中流から上流域では、従来、前期や中期の古墳はほとんど見当たらないとされてきたが、

近年、この定説にも変化が生じた。まず、仁多町三成の須坂古墳群は15基から構成される古墳群で、

前方後方墳 1基を合み、一部に弥生時代の台状墓と思われるものも含む前期古墳群に類似するもの

である。近い例として、斐伊中山古墳群を挙げることができる。また同じく仁多町三成の丸子山古
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第 2章 遺跡の位置と歴史的環境

墳群は、円墳 2基からなるが、副葬品等の状況は中期末頃の様相を呈しており、この地域の首長ク

ラスの墳墓と推定されるものである。

後期になると斐伊川中・上流域の主要古墳は、多く、仁多町高田・郡村の付近に築かれるように

なる。この付近は、後述のように『風上記』の時代に仁多郡の郡家が置かれていたところで、岩屋

古墳、常楽寺古墳など、それに相応しい古墳が存在する。岩屋古墳は 7世紀前半頃の円墳で、墳丘

の規模は直径約15mと 大きくはないが、全長約 7mの仁多郡では群を抜いて大きい横穴式石室を持

つ。常楽寺古墳は墳丘を欠き、また羨道部も欠いているものの、整った横穴式石室を持つ円墳であ

る。この古墳の特徴は、何と言っても、円筒埴輸14以上、馬形埴輪 1、 男子人物埴輪 3、 女子人物

埴輪 2と、豊富な埴輪を持つことである。石室内部の調査がなされていないこともあって、被葬者

の人物像は詳らかにはできないが、相当な勢力がここに存在していたことは確実であり、それなら

ばその勢力は何に依拠したものなのかを分析していくことが今後の課題となるであろう。尾原ダム

建設に伴う調査では仁多町の原田古墳から金銅装双龍環頭大刀他、多くの金銅製品や玉類が出土し

注目されている。

横穴墓は、木次町で10群、仁多町では16群を数えることができる。その形態は、ほとんどが玄室

の平面プランが縦長長方形、断面が三角形のテント形で妻入りであり、この形態は斐伊川中・上流

域の奥出雲地方に広く分布するものである。副葬品もおおむね等質的であるが、木次町寺領の平ヶ

廻横穴墓には金銅装刀子が副葬されていたのが注目される。また、尾原ダム建設に伴い調査が行わ

れた木次町の下布施横穴墓群では、 1号横穴墓から遺存状態の極めて良好な装飾大刀が出上した。

その装飾は、柄に葛を密に巻き、柄頭には黒漆を塗った上に金箔・銀箔を貼ったもので、畿内で一

括生産される一般の装飾大刀とは技術的系譜が異なるものとして注目される。

なお最後に、木次町日登に所在する原口古墳群は、 6基のうち調査されたのは 1号墳のみである

が、松江市友田遺跡の上羨墓や墳丘墓との共通点が指摘され、古墳群と呼ばれてはいるものの、弥

生後期の墳丘墓の可能性が高いと指摘されていることを記しておきたい。

奈良・平安時代

『風上記』によれば、大原郡の郡家は斐伊郷、飯石郡の郡家は多閥郷、仁多郡の郡家は三処にそ

れぞれ置かれた。出雲国庁からは、現在の国道 9号にあたる「正西の道」で「玉作の街」、そこか

らは「正南の道」をたどって現在の宍道町和名佐と大東町畑鴨の間で意宇郡との郡境を越え、やが

て斐伊川のほとりに程近い大原郡家に至る。ここで道は「南西の道」と「東南の道」に分かれる。

「南西の道」は、斐伊川を渡ると現在の国道54号 とはぼ同じルートをたどって飯石郡家に至り、さ

らに備後国二次郡に通じていた。一方「東南の道」は、大原郡家から凱在の JR木次線に沿うよう

にして山間に分け入って、大東町下久野樋の谷で、仁多郡との郡境を越えて郡家に至る。仁多郡家

からは道は三方向に分かれ、一つは伯者国に、残る二つはそれぞれ備後国に通じていた。また、仁

多郡家と飯石郡家とを結が「通道」も存在した。その道は、仁多町郡村から佐白を経由して木次町

に入り、北原から槻屋を経て斐伊川を渡り、飯石郡に至っていたものと推定される。すなわちこの

道は、まさに尾原ダムの予定地内を通過していたのである。なお、『風上記』には、「通道。飯石の

郡の堺なる漆仁の川の辺に通ふ、二十八里。即ち川の辺に薬湯有り…」とあり、この道の半ばに温

泉があることを紹介している。老若男女が昼夜を分かたず薬効を求め訪れたとされるこの温泉は、

飯石郡吉田村と木次町の境にある湯村温泉である。
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飯石郡家の所在地は現在の飯石郡掛合町郡のあたり、大原郡家は、現在の」R木次駅の北方約

500mの地点と推定され、また以前には大東町仁和寺の JR幡屋駅付近にあったらしいが(1)、 いず

れも『風上記』の距離里程や地名からの推測であり、物的証拠はない。それに対して、仁多郡家に

は有力な推定地があり、それは仁多町郡村のカネツキ免遺跡付近である。カネツキ免遺跡からは須

恵器や土師器をはじめ、多 くの遺物が出上しているが、土器には墨書土器も含まれ、また円面硯
・

転用硯も見られる。付近には大領原や内裏原という字名があり、近隣の芝原遺跡からは「厨」と墨

書する須恵器が出上している。これらのことから、カネツキ免遺跡は遺構こそ確認できていないも

のの、仁多郡家と関わりの深い遺跡と言える。また、木次町の家の上遺跡は、配石遺構から土馬、

手づくね土器土玉などが出上しており、7～ 8世紀の水辺の祭祀に関係する遺跡と考えられている。

尾原ダム建設に伴う調査では木次町の槙ヶ未遺跡で平安時代半ばと推定される製鉄関連の遺構
・

遺物が確認された。これらは類例の少ない平安時代の鉄製産に関する資料として注目される。

『風上記』から寺廃関係の記述を見ると、出雲国には「教畏寺」と10か所の「新造院」があるが、

そのうち大原郡には新造院が三つ存在しており、寺院数では国庁のある意宇郡に次いでいた。木次

町に関わるものは二つあり、一つは「郡家の正南一里なり。巌堂を建立つ。僧五躯あり。大領勝部

臣贔麻呂が造りし所なり」と記載されるもので、『風上記』で複数の僧の存在を記載するのは当寺

だけである。現在の JR木次駅付近に推定され、「塔の石」と呼ばれる礎石と考えられる石がある。

もう一つの新造院は「郡家の東北一里なり。巌堂を建立つ。尼二躯あり。斐伊郷の人、樋印支知麻

呂が造る所なり」と記載されるものであり、『風上記』で尼寺とされるのは当寺だけである。その

推定地からは、やはり礎石と思われる石が出土している。一方で仁多郡には、寺廃に関する記述が

ない。しかし、遺跡としては仁多町高田に高田廃寺が存在している。高田寺は『風上記』にみえる

仁多郡司大領崚郡臣の祖父が建立したと伝えられる奈良時代の寺院で、軒丸瓦等が出土している。

中世に至るまで栄えたが、横田町の岩屋寺との対立や南北朝の騒乱の中で次第に衰えた。神社は、

大原郡に官社が13社でその他の神社が16社、仁多郡には官社が 2社でその他の神社が 8社の記載が

ある。このうち、仁多郡三津郷 (三沢郷)の三津社は、現在の仁多町三沢にある三沢神社で、阿遅

須伎高日子命を祀るものである。三津郷の地名の謂れとして、『風上記』ではこのような由来を紹

介する。すなわち、阿遅須伎高日子命は大神大穴持命の御子であるが、大人になっても泣いてばか

りで言葉をしゃべることができなかった。そこで大神が夢見を祈願し、その結果御子が初めて発し

た言葉が「御津」であり、大神の「それはどこか」という間に、御子は答えてその地を案内した。

そして、その時に御子が津の湧き水で沐浴したことに因んで、出雲国造が神吉詞を奏上するために

朝廷に参向する際にはその水を浄めに用いるようになったという。この「御津」の位置は、完全に

特定されるには至っていない。なお、木次町平田の家の上遺跡は、配石遺構から土馬・手づくね土

器・土玉などが出上した 7～ 8世紀の水辺の祭祀に関係する遺跡と考えられている。この遺跡は、

三津郷 (三沢郷)の範囲に含まれており、あるいは阿遅須伎高日子命の故事に何らかの関わりがあ

るのかも知れない。

鎌倉・室町時代

承久 3年 (1221年 )、 承久の乱の後は、大原郡内にも東国の御家人が進出してきた。中でも日伊

郷の伊北氏、大東庄の上屋氏、大西庄の飯沼氏、淀本庄の中沢 (牛尾)氏、佐世郷の佐世氏らであ

る。また、尼子・毛利両氏の合戦期においては、この地が、尼子氏の本拠富田城の西方前哨にあた
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第 2章 遺跡の位置と歴史的環境

ることもあって、激戦が展開された。従ってこの地域には、牛尾氏の三笠城・高平城 (大東町)、

佐世氏の佐世城 (同町)、 立原氏の近松城 (加茂町)な ど、重要な城が集中していた。しかしなが

ら、木次町内においては、有力な勢力が切れず、宇山氏の宇山城 (日 登城 )、 広田氏の霞龍山城な

どが見られ、尾原ダム建設予定地内では俗に御楯山と呼ばれている下布施山城跡が見られる程度で

ある。むしろ、この時期の木次町内において特筆すべきは、来次市庭 (木次市場)における商業活

動である。戦国期に発展したこの市は、奥出雲で生産された鉄や、馬・牛などを、斐伊川の舟運に

よって杵築市場 (夫社町)まで輸送した。江戸時代初期には紙市が起こり、慶安 2年 (1649年 )に

は松江藩唯―の紙座が設けられるなど、活況を呈したと伝えられる。

仁多郡では、信濃国の御家人の飯島氏が、承久の乱の戦功を賞されて、三沢郷に所領を獲得した。

飯島氏が実際に三沢郷に移り住み、三沢氏を称して本格的な所領経営に乗り出したのは、鎌倉時代

末期のことである。三沢氏は要害山に居城である三沢城を構えると、隣接する阿井郷 。布勢郷・三

所郷に支配領域を広げ、室町期には横田庄にも進出した。三沢叛は14世紀初頭の築城とされ、主郭

を中心に主として北側と東側の尾根筋に大小14段以上の郭をもつ山城で、西と南は絶壁状をなし、

南の麓には阿井川が流れる。要害山の標高は418.5mと 周囲の山々に比べて低いにも関わらず、四

方の要衝をはとんど望める位置にある。三沢氏は、奥出雲の鉄の生産と流通を掌握し、出雲国内で

最大の勢力を誇る国人へと成長を遂げた。天文12年 (1543年 )には尼子氏に征服されるが、それで

もなお出雲国最大の国人領主として影響力を保持し続けた。三沢城は、永正 6年 (1509年 )、 横田

庄内に藤ヶ瀬城が築かれるまで、三沢氏の本拠地であった。

江戸時代

『風上記』の仁多郡の条に「諸の郷より所出る鐵、堅 くして、尤も雑の具を造るに堪与」、飯石

郡の条に「飯石小川。源は郡家の正東一十二里なる佐久潜山より出で北に流れて三屋川に入る。鐵

あり」と記されるなど、古来より、雲南地域では盛んに製鉄が行われてきた。大原郡の記事にはこ

のような記述はないが、事情は同様と思われる。しかし、雲南地域では現在のところ、古代にまで

遡る可能性がある製鉄遺跡は発見されていない。12世紀後半と推定される木次町平田の上垣内たた

ら跡、13世紀後半の可能性が高い木次町北原の結木ヶ谷餌遺跡などが、この地域で確認されている

もっとも古い製鉄遺跡で、野だたら様式のものである。近世になると横田町の絲原氏・卜蔵氏、仁

多町の櫻井氏、吉田村の田部氏など著名な鉄師が現れ、彼らによって半永久的な構造の高殿たたら

が営まれると産鉄量は飛躍的に増大する。これら鉄の生産は、砂鉄をとるため河川に砂を流出させ

る鉄穴流しによる川床の上昇を招き、斐伊川流域は度々大洪水に見昇われることになった。しかし

同時に、鉄の生産はこの地域に富をもたらすものでもあった。先述の来次市庭は、奥出雲の「たた

ら」で生産された鉄の集散地であった。江戸時代の末期、奥出雲産の鉄を材料として生産された木

次千歯は、脱穀能力も高く、木次商人の行商によって全国市場に確固たる地位を占めていた。

【参考文献】

加藤義成『修訂出雲国風上記参究』 1992 今井書店

加藤義成校注『校注出雲国風上記』 1965 千鳥善房

加藤義成『出雲国風上記』 1965 今井書店

仁多町教育委員会『道路改良計画に伴う 下鴨倉遺跡緊急発掘調査報告』 1981
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仁多町教育委員会『発掘調査報告書 常楽寺古墳』 1985

仁多町教育委員会『比丘尼原横穴群緊急発掘調査報告』 1986

仁多町教育委員会『郡屋敷古墳 一調査と石室の移築―』 1986

仁多町教育委員会『緊急発掘調査報告 上分・原たたら跡』 1989

仁多町教育委員会『道路改良工事に伴う第 2次発掘調査報告 下鴨倉遺跡』 1990

出雲考古学研究会『古代の出雲を考える7 松本古墳群 一斐伊川流域の前期古墳をめぐって一』 1991

仁多町教育委員会『発掘調査報告書 野土たたら跡』 1992

木次町教育委員会『発掘調査報告善 斐伊中山古墳群―西支群― 木次町文化財調査報告書第 2集』 1993

仁多町教育委員会『高田小学校建設予定地内発掘調査報告書 日ヤケたたら跡 芝原遺跡』 1994

仁多町教育委員会『尾原ダム建設に関わる発掘調査報告書 武者山遺跡 丸子山古墳群』 1995

木次町教育委員会『妙見山遺跡発掘調査報告書 木次町文化財調査報告書第 3集』 1995

仁多町教育委員会『主要地方道玉湯吾妻山線改良工事に関わる発掘調査報告書 宇根たたら跡』 1996

仁多町教育委員会『中国第二中幹線ルート送電鉄塔建設予定地内遺跡調査報告書 須坂遺跡 他』 1997

木次町教育委員会『平田遺跡 木次町文化財調査報告書第 4集』 1997

木次町荻育委員会『家の上遺跡・石重遺跡 尾原ダム建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書 1』  1998

島根県教育委員会『島根県中近世城館跡分布調査報告書 く第 2集〉出雲・隠岐の城館跡』 1998

木次町教育委員会『上垣内たたら跡 北原 I遺跡 茶屋の廻遺跡 尾原ダム建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書 2』

1999

荻原千鶴『出雲国風上記』 1999 講談社学術文庫

木次町教育委員会『枯木ヶ谷餌遺跡 尾原ダム建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書 3』  2000

木次町教育委員会『平田遺跡第Ⅲ調査区 斐伊川広域一般河川改修工事予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書』 2000

内田 稔『悠久のふる里尾原北原の年輪』 1994

註

(1)加藤義成 (1992)に よる。
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第 2章 遺跡の位置と歴史的環境
γ
爺

第2図 本報告書掲載遺跡の位置と周辺の遺跡 (S=1/50,000)



第 1表 尾原ダム周辺遺跡一覧表
地図番号 遺跡名 種 別 地図番号 遺跡名 種別

l 尾白 I遺跡 散布地 比久尼原横穴群 横穴

尾白Ⅱ遺跡 炭窯跡 どけや古墳 古墳

3 家ノ脇Ⅱ遺跡 散布地 布広城跡 城跡

川平 I遺跡 住居跡・散布地 八頭琢横穴群 横穴

5 垣ノ内遺跡 集落跡 佐白・原炉跡 製鉄遺跡
6 槙ヶ峠遺跡 製鉄遺跡 金子松炉跡 製鉄遺跡
7 家の後 I遺跡 散布地 中山遺跡 散布地

殿ヶ迫横穴墓群 横穴 円満寺 寺院跡

時仏山横穴墓群 横穴 佐白城跡 城跡

下布施横穴墓群 横穴 上布施横穴群 横穴

宮ノ脇遺跡 散布地 上布施遺跡 散布地

家の後工遺跡 散布地 すげた横穴群 横穴

北原本郷遺跡 散布地 水の手城跡 城跡

原田遺跡 集落跡・古墳 林原古墳 古墳

前田遺跡 散布地 三出平古墳 古墳

林原遺跡 散布地 穴観音古墳 古墳

暮地遺跡 散市地・住居跡 門屋遺跡 散布地

枯木ヶ谷炉遺跡 製鉄遺跡 庄田炉跡 製鉄遺跡
上垣内たたら跡 製鉄遺跡 堂の前古墳 古墳

家の上遺跡 祭祀遺跡・製鉄遺跡 長福寺遺跡 散布地

平田遺跡 散布地・製鉄遺跡 金原炉跡 製鉄遺跡
早稲田遺跡 散布地 下鴨倉大峠炉跡 製鉄遺跡
本郷谷遺跡 散布地 須我非山城跡 城跡

下鴨倉遺跡 散布地 71 石原遺跡 住居跡
三沢城跡 仰尋倉城跡) 城跡 善勝寺跡 寺院跡
丸子山古墳群 古墳 聞善寺跡 寺院跡
カネツキ免遺跡 散布地 善勝寺跡 寺院跡

常楽寺古墳 古墳 村尾政吉宅向横穴 横穴

高田廃寺 寺院跡 石原城跡 城跡

岩屋古墳 古墳 里田遺跡 散布地

下布施滝の上振跡 製鉄遺跡 郡屋敷古墳 古墳

官原遺跡 散布地 三成鍛冶屋小路遺跡 製鉄遺跡
本屋敷遺跡 散布地 奥山田遺跡 散布地

鳥屋ヶ丸砦跡 城跡 琴枕岩屋古墳 古墳

金廻遺跡 散布地 鍋坂山城跡 城跡

平田振原領跡 製鉄遺跡 官の前遺跡 散布地
石壺遺跡 散布地 鴨木遺跡 散布地
下布施山城跡 城跡 カネツキ免炉跡 製鉄遺跡
尾白横穴群 横穴 仁多郡衝跡 郡衝跡
田井中学校付近古墳 古墳 コフケ横穴 横穴

薬師さん五輪塔群 古墓 金床横穴 横穴

上山城跡 城跡 伝和泉式部墓 古墓

支の原遺跡 散布地 大内原土居館跡 館跡

松木山城跡 城跡 須坂遺跡 古墳・横穴・建物跡
光善寺古墳 古墳 ゴマボリ炉跡 製鉄遺跡
芝原遺跡 製鉄遺跡 寺田 I遺跡 製鉄遺跡
穴観古墳群 古墳 小廻上遺跡 城跡
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第 3章 尾白 I遺跡

第 3章 尾 白 I遺 跡

第 1節 遺跡の概要 (第 3図 )

尾白I遺跡は木次町の飛地に位置する。斐伊川支流の尾白川が流れる谷間に立地し、仁多町佐伯、

同町上布施、木次町北原への分岐点に所在する。標高は270～280mを測る。発掘調査以前は水田跡

地であった。調査範囲は900rでぁる。旧地形は東西に伸びる谷部であるが、水田造成時に両側が

大きく削られ、破壊を免れたのは中央を東西に伸びる谷の最深部のみであった。基本層序は、表土

(耕作土)→黒色土→地山である。遺物は黒色土層から出上しており、縄文土器、斎生土器、土師

器、須恵器、黒躍石、鉄滓が混在している。これらの遺物は黒色土と一緒に、両側の山から流れ込

んだものと思われる。遺構は35基のビットを確認した。ビットの時期・性格は不明である。

第 2節 調査の経過

尾白I遺跡は平成 5年 3月 の分布調査で土師器が採集され、34,000rが 要範囲確認調査地となっ

た。平成11年 8月 から同年 9月 まで範囲確認調査が行われた。この調査ではトレンチが18か所設定

された。このうち第 5ト レンチから縄文土器と陶磁器などを含む黒色土層とピットが確認され、谷

の最上段500Υ が全面発掘調査地となり、平成13年 4月 から全面発掘調査が実施された。途中、黒

色土層が西側に広がることが判切し調査区を400留拡張した。発掘調査は同年 5月 まで実施された。

以下に全面発掘調査の経過を記述する。

平成13年 4月 13日 重機で黒色土層上面までを掘削する。

西側に黒色土層が広がるためトレンチで範囲の確認をする。同時に当初の範囲

50042を A区 とし、新たに調査範囲とする部分をB区 とした。

B区で鉄滓と炉壁片が出土する。出土状況から両側の山からの流れ込みあると

判断した。

B区で掘削中のトレツチの壁が崩れ、これ以上の堀削は勿論、公道まで破壊す

る可能性が有るため、掘削は断念し崩壊部分を修復・整備した。

ピットの掘削が完了した (ビ ットの総数は36基 )。

空撮を実施した。

ピットの実測が完了し、発掘調査が終了した。

第 3節 検出遺構 (第 5図、図版 2、 第 2表 )

尾白I遺跡では32基のビットを確認した。ビットの大半は削平を免れた遺跡中央部分に集中して

いる。ピット1、 ビット9、 ビット29か らは弥生土器もしくは土師器と思われる小片が 1点ずつ出

上した。これらの遺物は上層から出上しており流れ込みと思われる。

ビットの平面形は円形と長方形の 2種類があり、円形18基、長方形18基を数える。また、ビット

の底面に小ビットを伴うものが17基ある。平面形と小ビットの関係を見ると、円形で小ビットを伴

うものは 2基、長方形で小ビットを伴うものは15基で、長方形のビットの方が小ビットを伴い易い

4月 16日

4月 17日

4月 23日

5月 9日

5月 10日

5月 14日
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第3図 尾白王遺跡・尾白I遺跡と周辺の地形 (S=1/2′ 000)
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第 3章 尾白I遺跡

と言える。これらのビットは配列から近現代の田圃補強の畦杭の可能性が考えられる。

第 4節 出土遺物 (第 4図、図版 2、 第 3表～第 4表 )
尾白I遺跡からは縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器、石器、鉄滓、炉壁が出土した。これら

の大半は前述したように黒色土層から混在して出上したものである。

|1    1

8                0Cm            cm

尾白I遺跡出土遺物実測図 (1～ 9は S=1/3、 10は S=2/3)

第 5節 小結

尾白I遺跡では縄文時代から古墳時代までという幅広い時期の遺物や製鉄に関連する遺物が流れ

込みではあるが確認された。このことは周辺に縄文時代、弥生時代、古墳時代の遺跡や、鉄製産遺

跡が存在すことを示している。

夢ゆ墓
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第5図 尾白I遺跡遺構配置図 (S=1/100)



第 2表 尾白 I遺跡 遺構一覧表
上 場 下 場 中 段 上 場 中 段 下 場

ビット番号 長径 (clll) 短径 (cIIl) 長径 (∽ ) 短径 (clll) 長径 (cm) 短径 (cIIl) 長径 (clll) 短径 (clll)

P01 99.0 46.5 76.0 36.0 215 125

P02 153.5 75.5 A   94.5 57.0 33.0 21.5 20,0 12.0

B  69.0 56.0

P03 106.0 58 0 47.0 30.0

P04 107.5 60.0 91.0 51.5 33.0 20.0 24.0 14.5

P05 94.0 39,0 76.0 21.5 19.5 120

P06 71,0 60.5 65.0 43.0

P07 97 0 48.0 70.0 34 0 15.0

P08 86 5 66.0 51.5 37.0

P09 98.0 50.0 80.0 37.0 23.0 13.0 13.0

P10 137.0 99.0 128.0 82.0 A 14.0
B  15.0

Pll 115.0 71.0 98.0 53.0 32.0 24.5 23.0 14.0

P12 113.5 97.5 64.5 49 0

P13 113 0 88.5 60.0 37.0

P14 129,5 77.0 103.0 62.0 38.0 24.5 A   20.0

P15 88.0 60.0 67.0 49.5 23.5 15.5 18.5 12.0

P16 116.0 79.0 72.0 43.5 21.5 12.0

P17 115.0 64.5 75 0 38.0

P18 125.0 72.0 99.0 51.0

P19 124.0 80 0 104.0 67.0 23.5 130 13 5

P20 103.0 77 5 48.0 38.5

P21 109,0 78.0 86.0 57.0

P22 89,0 56.0 47.5 24 0

P23 95,0 68.0 84.0 60 0

P24 105 0 49,0 82.0 44 0 25 2 16.0 21.0 115

P25 H7.0 44.0 1120 35.0 A  17.0 11.0

B 13.5

C  18.0 11.0 10.0

D   20.0 14.0 12.5

E 15.0 100

P26 76.0 65,0 55.0 39.5

P27 76.0 65,0 58.0 47.0

P28 91.0 73.5 72.5 57.0

P29 156.5 134.5 98.0 72 0 29.0 160

P30 77.5 65.0 61.0 45.0

P31 910 71.5 58.5 45.5

P32 78 0 69.0 27.0 22.5

P33 107.0 87.0 56.5 41.0

P34 116.0 57.0 96.0 40.0 180 11.0

P35 86.0 42.0 75 0 33.0 24.0 13.0
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第 3章 尾白 I遺跡

第 3表 尾白 I遺跡出土土器類観察表
挿図番号

番号
出土地点 出土層位 種 類 器 種 や

ｊ
仕
％
顔
で 法量 (cm) 調整 技法 色調 焼成 形式 備  考

4-1 2下 B区 黒色土層 縄文土器 粗製深鉢 器高
外面 :条痕
内面 :不明

色
色
褐
褐
好

乳
乳
良

面
面
成

外
内
焼

4-2 2下 B区 黒色土層 縄文土器 粗製深鉢 器高  43 外面 :条痕
内面 :条痕

外面 !暗褐色
内面 :暗褐色
暁成 :良好

表面に煤付着 (外面、
内面 とも)

4-3 2下 A区 黒色土層 縄文土器 粗製深鉢 器高  29 外面
:条痕

内面 :不明

外面 :乳褐色
内面 :黄褐色
焼成 :良好

4-4 2下 A区 黒色土層 縄文土器 深鉢 器高  34
外面 :乳褐色
内面 :乳褐色
焼成 :良好

突帯文系

4-5 2下 A区 黒色土層 弥生土器 壷or甕 底径  64
器高  35 摩減が著しく不明

外面 :乳褐色
内面 :乳褐色
焼成 :良好

4-6 2下 A区 黒色土層 須恵器 杯蓋
径
高
口
器

外面 :ヨ コナデ
内面 :ナデ

外面 :灰白色
内面 :灰白色
焼成 :竪緻

4-7 2下 A区 黒色土層 須恵器 甕 10
日径
器高

外面 :灰白色
内面 :灰自色
焼成 :竪緻

4-8 2下 A区 黒色土層 土師器 Ill?
底径  48
器高  10

外面 :暗褐色
内面 :淡褐色
焼成 :良好

回転糸切 り

第 4表 尾白 I遺跡出土石器類観察表
挿図番号 醜需

出土地点 器 種 石 材 長 さ (cm) 幅   (cm) 厚さ (cII) 重量 (g) 備  考

4-9 2下 B区 磨石 敲τ 安山岩 91 72 376 99

4-10 2下 A区 石鏃 黒躍石 24 217 欠損。製作時に基部からの打撃で先端部が壊れたものと思われる。
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第 4章 尾 白 I遺 跡

第 1節 遺跡の概要 (第 7図 )

尾白工遺跡は木次町の飛地に位置する。斐伊川支流の尾白川が流れる谷間から南西へ入り込む小

さな谷の、緩斜面から尾根上にかけて立地する。標高は280～300mである。調査前は畑跡地及び山

林となっており、一部削平や撹乱を受けている部分があった。調査面積は3,800ぽ である。

遺跡の旧地形は東西に伸びる谷であるが、畑地造成時に谷の両側が大きく削られている。破壊を

免れていたのは谷の中央部のみあった。遺跡の基本的な層序は上から、表土 (耕作土)→黒色土→

地山となっており、遺物は黒色土層のなかからは縄文土器、斎生土器、土師器、須恵器が混在して

出土している。これらの遺物は谷に流れ込んだものと思われる。遺構は近世の灰窯を 6基と土坑を

2基確認した。

第 2節 調査の経過 (第 6図 )

尾白I遺跡は平成11年 3月 の分布調査で、土師器や鉄滓が採集され、横穴墓の可能性が考えられ

る横穴も確認されたことから、谷地形の斜面4,800rが要範囲確認調査地となった。これを受けて

平成11年 12月 に範囲

第 2ト レンチ、第 4

また10ト レンチから

全面発掘調査は平

以下に全面発掘調

平成13年 5月 10日

5月 15日

5月 16日

確認調査が行われた。この調査では 4m× 2mの トレンチが10本設定された。

トレンチ、第 7ト レンチからは土師器、弥生土器、縄文土器、鉄滓が確認され、

は庚窯が 1基検出され、3,800m2が要全面発掘調査地となった。

成13年 5月 から9月 まで実施された。

査の経過を記述する。

範囲確認調査では人力で掘削するために深さ 2m以上の調査が実施できなかっ

たため、遺跡全体の堆積状況を確認するために遺跡中央に東西に延びるトレン

チを設定し重機で掘削する。その結果、遺物包含層である黒色土層までは遺物

・遺構が認められないことから、黒色土層を上面までは重機で掘削することに

する。

SG01の 地表面に灰窯を 1基確認する。この灰案は約 3m× 約 3mのはぼ円

形の平面プランで、焚口には石を積んで形成していた。地表面からも確認でき、

炭窯内部には空き缶、電化製品、ビール瓶、一升瓶等の現代の遺物が多量に廃

棄されていた。調査担当者間で協議を行い、写真撮影を実施し、除去した。

SG01を 検出する。

分布調査時に確認された横穴の調査を実施し、自然の水穴であることを確認す

る。

人力による掘削を開始する。

範囲確認調査時に検出された灰窯を再確認し、 SG02と する。

SG03を 検出する。

SK01を 確認する。6月 8日



第 4章 尾白工遺跡

7月 31日

8月 2日

8月 31日

9月 5日

9月 6日

9月 13日

9月 15日

9月 18日

遺跡北西部分の土層断面に掘り込みを確認する。この掘り込みをSK01と し、

全面発掘調査範囲を拡張する。

SG05を 検出する。

SG03の 奥壁を確認する。

SG01bを 完掘する。

SG01aを 完掘する。

調査範囲外であった遺跡南東部分に排水用のトレンチを重機にて掘削中、戊窯

を 1基確認する。この炭案をSG05と して全面発掘調査範囲を拡張する。
SG04と SG05を 完掘する。

空撮を実施する。

発掘調査が終了する。

さシ

余

第 6図 尾白工遺跡 トレンチ配置図
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第 7図 尾白Ⅱ遺跡遺構配置図 (S=1//400)



第 4章 尾白I遺跡

300.Om

290.Om

285,Om

2850m

b

17  1'8

1.明褐色土 (耕作土。)
2 黒掲色± 9日表土か ?。 炭化物を含む。)
3 明掲色土 (砂礫を含む。)
4.黒色土 (黒ボク。砂媒を含む。)
5.賠褐色土
6 黄褐色上 (火山灰風化土。地山。)
7 橙褐色土 (焼上を多く含む。)
8 濁黄掲色土 (客土。)
9.黄褐色土 (花高岩風化土。客上。)
,0.黒褐色土 (し まりがない。客土。)

11.黄灰色土 (やや粘質。客上。)
12.オ リーブ色土 (やや粘質。客土。)
13 淡褐色土 (害上。)
14.暗褐色土 (害土の旧表土か ?。 滅褐色土ブロックを含む。)
15。 淡褐色土 (黄掲色土ブロックを含む。害土。)
16 黒褐色土 (暗褐色土ブロックを含む。客土。)
,7 淡掲色土 (黄褐色土ブロックを多く含む。客土。)
18.黄褐色土 (淡褐色土ブロックを含む。客上。)
19.淡褐色土 (やや粘質。客土。)
20 暗掲色土 (淡褐色土プロックを含む。客土。)
21.暗滅褐色土 (客土。)

第 8図 尾白工遺跡中央セクショ

0                                      10m

ン土層図 (S=1/150)

―-22-―



第 3節 検 出遺構

SG01(図 版 3～ 5):SG01は 遺跡の西側、標高約296mに位置し、谷奥斜面に直交する形

で掘り込まれている。発掘調査前には同じ場所に現代の灰窯が築造されていた。奥壁側の残存状況

は良好であったが、焚口側は流失していた。当初は 1基の炭窯と思われたがく最初に大きな灰窯が

築造され、その後に小さな炭窯が内側に再度築造され、実際には 2基の灰窯が存在していたことが

判った。最初に築造された大きな戊窯をSG01a、 その後に築造された小さい灰窯をSG01b

とした。また、灰窯の上に作業場と思われる平坦な加工段があり、さらに上には灰窯の上に設置さ

れる小屋の棟木を差し込んだと思われる小ビットがある。

SG01a(第 9図・第 10図 ):SG01aは 平面がはぼ円形を呈し、幅3.3m、 奥行き3.lm、 残

存高1.5mを測る。床面は焚口部分しか赤化しておらず、壁面は窯内側にはタールが付着しており、

タール付着面の外側は赤化している。焚日から奥に向かって1.4mま では、床面に細かい炭が散乱

していた。煙道は 3つあり、中央の煙道は規模が幅36clll、 奥行き48cm、 高さ2.3mで床面から垂直

に延びており、主煙道と考えられる。主煙道の排煙回は 6個の積石で形成されており、排煙回は高

さ 9 clll、 幅24clll、 奥行き40clllと なっている。ただし、この主煙道は後述するSG01bの 主煙道で

もあり、 SG01bの 築造時に修繕された可能性が高い。主煙道の両横の煙道は床面から45clllと

1 15crll浮いた位置から垂直に延びている。これは「腰仲ショウジ」と呼ばれる副煙道と考えられる。

SG01に 限らず、尾白I遺跡の灰窯の時期は、遺物が木炭しか出上していないため、14cに よる

放射性同位体年代測定、熱残留磁気年代測定、遺構の形態から求めた。14cに よる年代測定では

460± 60(470± 60)B.P(1)い う年代が提示された。遺構の平面プランは出雲地域では明治時代後

半から大正時代の初期に見られる「池田式」(2)に近いが、壁面に石積みを持たない点が「池田式」

とは異なる。また、煙道を 3か所配置する構造は江戸時代中期以降に大炭窯に見られる特殊な構造

であり、この点も池田式とは異なる。更に後述するがSG01aを 改修して使用したSG01bの

年代が20C代 と考えられることから、14cに よる年代測定の結果を否定することにはなるが、確実

なところでは1900年前後と考えられる。

遺構の性格は、生焼けの炭が出上していたが規模が大炭窯の半分程度なので大炭窯とは思えない。

また、周辺から灰が出上していないので白灰窯とも考えられない。従って、黒灰の生産を行ってい

た炭窯と考えられる。出上した生焼けの木灰は失敗品のため放置されたものであろうと考えられる。

SG01b(第 11図):SG01bは 平面がほぼ円形を呈し、幅3.2m、 奥行き3.3m、 残存高1.52

mを測る。灰窯内側の壁面には約80cmの高さまでタールが付着している。煙道は 3つあり、主煙道

はSG01aと 同じものを使用している。前述のように、SG01aの 主煙道を修繕し、再利用し

たものと考えられる。主煙道両横の煙道は床面から40clllと 50clllの高さから垂直に延びており、 SG

01aと 同様に「腰仲ショウジ」の副煙道である。この副煙道はSG01aの 副煙道を再利用した

ものではなく、新しく設置されたものである。14cに よる年代測定では240± 60(250± 60)B,Pと

いう年代が提示され、地磁気年代測定では1900～ 2000と いう年代が測定された。遺構の形状はSG

01aと 同様に「池田式」に近いが、壁面に石積みを持たない。また地元住民によると戦後にはこ

の灰窯はなかったという。以上のことから、14cに よる年代測定の結果を否定することになるが、

1900年～1945年 と考えられる。

遺構の性格は、 SG01aと 同理由から、黒灰の生産を行っていた灰窯と考えられる。

―-23-―
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d

。
|

。
|

第 9図 尾白I遺跡 S G01a実測図 (S=1/40)

黄褐色上 (砂礫を多く含む。マサ土。)

濁暗褐色土

黒褐色土 (砂礫を多く含む。)

激黄褐色土 (砂礫を多く含む。マサ土。)

淡黄褐色土 (砂礫を多く含む。マサ上。)

濁褐色土 (砂礫と炭と焼土ブロックを多く含む。)

暗褐色土 (砂謀と炭と嬢土ブロックを含む。)

皓褐色土 (砂礫を少し含む。炭を少し含む。)

皓赤褐色土 (砂蝶と炭と焼土ブロックを多く含む。)

濁黄褐色土 (砂篠と炭と焼土ブロックを多く含む。)

赤褐色土 (炉盤片を多く含む。)

暗赤褐色土 (砂礫と炭を多く含む。)

濁黄褐色土 (砂礫と炭を多く含む。)

赤褐色土 (炉藍片を多く含む。)

黒褐色上 (炭 と焼土を含む。)

赤褐色土 (炉壁片を多く含む。)

濁黄褐色土 (炉牲片と砂蝶を多く含む。)

赤褐色土 (炉墜片を多く含む。)

濁黄褐色土 (炉整片と焼上を含む。)

黒色土 (陵 を非常に多く含む。)

濃皓褐色土 (炉壁片を多く含む。)

黒色土 (炭 を非常に多く含む。)

黒褐色土 (砂蝶・ガ韓 (lcmく らい)を 多く含む。)

皓黒褐色土 (砂礫・小礫(lcmく らい)を 多く含む。)

7.

9.

,0

11.

12.

19.

14.
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ト

1.淡黄褐色土
2.濁晴褐色土
6 濁褐色土 (砂蝶と炭と焼土プロックを多く含む。)
12.暗赤褐色土 (砂練と炭を多く含む。)
13 濁黄褐色土 (砂要と炭を多く含む。)
20.黒褐色土 (炭 を非常に多く含む。)
21.渡暗褐色土 (炉整を多く含む。炭を多く含む。)
22.黒色土 (炭 を非常に多く含む。)
23,黒褐色土 (砂蝶、lomく らいのイ球 を多く含む。)
24.暗黒褐色土 (砂媒、lcmく らいのイ壌 を多く含む。)

厖 吻
石

|||1 炉壁ブロック

‐  炉壁タール付着面

第10図 尾白I遺跡S G01a煙道実測図 (S=1/20)
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尾白I遺跡S G01b実測図 (S=1/40)

1.淡黄褐色土 (砂礫を多く含む。マサ土。)
ρ 濁皓褐色土
3 濁掲色土 (砂礫と炭と焼土ブロックを多く含む。)
4.暗赤掲色土 (砂礫と炭を多く含む。)
5.濁黄褐色上 (砂礫と炭を多く含む。)
6.赤褐色土 (炉璧片を多く含む。)
7 黒編泡土 (炭 と焼上を含む。)
8 赤禍色土 (炉壁片を多く含む。)
9 濁黄褐色土 (炉盤片と砂礫を多く含む。)
10 赤褐色土 (炉壁片を多く含む。)
11 濁黄褐色土 (砂礫と焼土を含む。)
12.黒色土 (炭 を非常に多く含む。)
13 濃暗褐色土 (炉壁片を多く含む。)
14 黒色土 (炭 を非常に多く含む。)
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炉壁タール付着面

第11図
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第 4章 尾白I遺跡

SG02(第 12図・第 13図、図版 6)iSG02は 範囲確認調査時に発見された灰窯である。遺跡

の南側、標高約295mに位置し、斜面に直交する形で掘 り込まれている。平面プランは、奥壁側が

広がった三角形を呈している。規模は床面で奥行き3.lm、 奥壁側の幅2.6m、 焚日の幅0。 4m、 残存

高0.6mを測る。木面は焚口部分しか赤化しておらず、壁面は窯内側にはタールが付着しており、

タール付着面の外側は赤化している。焚口から奥に向かって80cmま では、床面に細かい炭が散乱し

ていた。また、焚日の手前側は削平されている。

煙道は 1つで、ジF煙 口は 3個の石を積んで形成している。排煙日の規模は、高さ 8 clll、 幅36clll、

奥行き26clllを測る。煙道は積み石で形成しており、 2個の石が原状を保ち、 2個の石が煙道内に落

ち込んでいた。煙道の石の窯内側全面にはタールが付着していた。

HCに よる年代測定では370± 60(380± 60)B.Pと いう年代が提示され、地磁気年代測定では

1750± 30と いう年代が測定された。遺構の平面プランは「池田式」が導入される以前の明治時代前

半に見られた「旧窯」に近い。ただし、壁面に石積みを持たない点は、「旧案」とは異なる。以上

のことから、14cに よる年代測定の結果を否定することになるが、1750± 30に使用された窯である

と考えられる。

遺構の性格は、生焼けの灰が出土せず、規模も小さいので大灰窯とは思えない。また付近から灰

も出上していないので白炭窯でもない。従って、黒灰を生産していた療窯と考えられる。
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第12図 尾白Ⅱ遺跡 S G02実測図
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第 13図 尾白I遺跡 S G02煙道実測図 (S=1/20)

SG03(第 14図・第15図、図版 7～ 9)iSG03は 標高約291mに位置し、斜面にやや平行す

る形で掘り込まれている。遺構の上面は削平されていた。平面プランは、奥側が広がった長細い三

角形を呈している。規模は奥行き4.8m、 奥壁の幅1,7m、 焚口の幅0。 3m、 残存高1.Omを測る。

窯内は壁面、煙道ともにタールが付着しており、タール付着面の外側は赤化している。また、床

面のほぼ全面に細かい灰が散乱し、床面自体は赤化していた。

煙道は 1つで、排煙日は 6個の石を積んで形成されており、フF煙 日の規模は高さ7clll、 幅24clll、

奥行き50clllを測る。煙道は奥壁と一体化しており、直径 5 clll程の木を横に渡して骨組みとし、粘土

で肉付けをして形成している。この奥壁と一体化した煙道は尾白I遺跡の他の炭窯には見られない

特徴である。この奥壁の形成に使用された木材は炭化した状態で 3本確認できた。また、土層中に

は奥壁が前方にそのまま倒れた状況と思われる焼土ブロックが出土しており、その部分を現存する

奥壁に足すと奥壁の高さは少なくとも1.6m以上はあったと考えられる。

SG03の年代は14cに よる年代測定では280± 60(280± 60)B,Pと いう年代が提示され、地磁

気年代測定では1700± 10と いう年代が測定された。SG03に見られる横穴タイプの炭窯の類例は、

発掘調査が行われた遺跡では、江戸時代後期と考えられる頓原町琴引奥灰窯跡 (3)ゃ旭町十文セド

遺跡の灰窯跡 (4)、 時期不粥の瑞穂町大原炭窯跡 (5)が知られている。また、未発掘調査の遺跡で

は大東町の才ヶ市灰窯跡 (6)と畑ヶ平遺跡 (7)が知られているが、時期は不明である。ここでは

半
、

Ｖ
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第 4章 尾白I遺跡

14c年代測定と地磁気年代測定の結果の一致を支持し、遺構の類例よりも古くなるが、1700年前後

に使用された窯であると考えたい。遺構の性格については、生焼けの炭が出上していないので大灰

窯ではなく、周辺から灰が出上していないので白炭窯でもなく、従って黒炭窯である可能性が高い。

一方で構造が他の炭案よりも手間が掛かるものであり専門的な知識を必要とする,点や、類例の琴引

奥炭窯跡、十文セド遺跡戊窯跡、才ヶ市炭窯跡、畑ヶ平灰窯跡、大原灰窯跡がいずれも夕タラ用の

戊窯である可能性が指摘されており、SG03も タタラ用の戊窯であった可能性が考えられる。以

上のことから、SG03は 大灰ではないが、タグラ用製鉄に関係する木灰 (8)を製灰していた可能

性が考えられる。各地域の調査による類例の増加を待ちたい。
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第 4章 尾白正遺跡

SG04(第 16図、図版11):SG

04は遺跡の南側、標高約281mに

位置する。斜面に直交する形

で掘り込まれている。平面プランは、

長方形を呈している。規模は奥行き

1.7m、 幅1.2m、 残存高16clllを測る。

木面は南西側は赤化しており、北

東側は灰が残っていた。煙道は無か

った。

14cに よる年代測定では280± 60

(280± 60)B.Pと いう年代が提示

された。遺構は「小炭窯」と呼ばれ

る簡易な小形の炭窯と思われる。こ

の種の戊窯は当地域に於いては少な

くとも近世以降には普遍的に見られ

るもので、遺構の特徴からの時期の判断は難しい。ここでは14c年代測定法で提示された年代とし

ておく。

SG05(第 17図 。第 18図、図版10):SG05は 、当初は全面調査範囲ではなかったが、重機で

排水処理用の溝を掘削中に検出され、急返全面発掘調査範囲とした灰窯である。その際に焚口側は

大きく削平された。遺跡の】ヒ側、標高279mに位置し、斜面に直交する形で掘 り込まれている。平

面プランは長方形を呈している。規模は現状の奥行きで3.2m、 奥側の幅1.8m、 残存高0.8mを測る。

床面のほぼ全面には細かい灰が散乱しており、その下は薄く赤化していた。壁面は窯内側にはター

ルが付着しており、タール付着面の外側は赤化している。

煙道は奥壁中央に 1つ、奥壁北側角に 1つ、合計 2つ設置されている。どちらも床面からはぼ垂

直に立ち上がり、共に排煙口は石を積んで形成しているが、奥壁中央の煙道の方が規模が大きい。

位置と規模を考えると、奥壁中央の煙道が主煙道で、奥壁北側角の煙道が副煙道と思われる。

主煙道の排煙日からは19個の石が出土しているが、これらの石の幾つかが排煙口を形成し、幾つ

かが煙道を形成していたものと思われる。排煙口部分の両脇の石の位置から、排煙口は幅28cm、 奥

行き66伽であったと思われる。高さは不明である。副煙道の排煙日は 5個の石で形成されており、

排煙口の規模は幅が23clll、 高さが30clll、 奥行きが32clllを測る。

14cに よる年代測定では200± 60(210± 60)BoPと いう年代が提示され、地磁気年代測定では

1430± 25ま たは1720± 50と いう年代が測定された。遺構の形状は「旧窯」、「池田式」のいずれにも

当てはまらないので、近代以前の戊窯の可能性が高いと考えられる。以上のことから、SG05の

使用時期は17C後半から19C初頭と考えられる。

遺構の性格は、煙道が 2つあるが規模が小さく生焼けの木炭が出上していないことから、 SG0

3と 同様に、大炭ではないがタタラ用製鉄に関係する木炭を製戊していた可能性が考えられる。
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第17図 尾白I遺跡 S G05実測図 (S=1//40)

SK01(第 19図・図版II):SK01は 遺跡の南側、標高約297mに位置する。平面プランは半

円形で、規模は床面で奥行き1.6m、 幅2.5m、 深さ1.2mを測る。出土遺物は確認できなかった。遺

構の形状や、SG01に隣接する位置にあることから、SK01は SG01築造時の壁体用の粘土

採掘坑ではないかと考えられるが、確証は無い。

SK02(第 20図 。図版11):SK02は 遺跡の西側、標高約300mに位置する。平面プランは円

形で、規模は直径1.2m、 深さ1.4mを 測る。出土遺物は確認できなかった。土坑内面は焼けてはい

なかったが、土層中に焼土や炭を含むことや、炭窯に近接すること、遺構の形状から、灰用に切り

出した木材を枝打ちしてできる小枝で灰を制作する「小灰窯」ではないかと思われる。
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第 4章 尾白I遺跡

第 4節 出土遺物 (第21図～第 24図、第 6表～第 7表、図版 12～ 14):

尾白I遺跡では遺構に伴う遺物は木炭しか出上していないが、黒色土層からは谷に流れ込んだ縄

文時代から中世までの遺物が出土している。縄文時代では後期～晩期の上器、黒曜石製の石鏃、土

偶の乳房部分と思われる土製品が出上した。弥生時代では中期～後期の甕、壺、高外、亀の破片が

出上した。古墳時代では土師器の甕と須恵器の蓋外が出上した。古代では外が出上した。中世では

括鉢が出上した。その他に中世以降の上師質の鍋の脚部が出上した。

第 5節 小結

炭窯 :尾白工遺跡では 6基の灰窯を確認した。全て規模が小さく、一般的な大戊窯の半分程度の大

きさしかない。炭窯の年代や性格についての考察は第 7章と第 8章に譲り、ここでは結果のみを述

べる。SG01a・ bは明治時代後半の黒灰窯、SG02は 明治時代前半の黒灰窯、SG03は江
戸時代中期の黒灰窯、SG04は江戸時代の小灰窯、SG05は 18C後半の黒炭窯と考えられる。
遺物 :遺構に伴わない遺物は谷地形である尾白I遺跡に周辺から流れ込んだものと考えられる。範

囲確認調査を実施した際に、西側の尾根には 2か所トレツチを設定して調査したが遺物・遺構が確

認されていないことから、遺跡の南側の山や、西側の尾根でトレンチを設定した場所より高い位置

に遺跡が存在するものと推測される。

註

(1)14c年代では半減期5568年で算出された値であり、西暦1950年までの経過年 (years B P)で 表示されている。

また ( )内の年代は14c半減期を5730年で算出された値である。また、年代誤差範囲の70%に測定結果が含まれ

ることを示す。

(2)木灰や波窯の種類については本報告書 第 8章を参照。

(3)島根県教育委員会「頓原・琴引奥灰窯跡」『島根県埋蔵文化財調査報告書 第XⅥ集』 1990
(4)島根県教育委員会「十文セド遺跡」『中国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅱ』 1985

(5)村上恭通「大原炭窯跡」『中国地方製鉄遺跡の研究』渓水社 1993

(6)大東町教育委員会『大東町の遺跡 V』  1992

(7)前掲註 (29)文献。

(8)第 7章で後述するが、SG03で確認された木庚の大半は普通タタラ製鉄では使用しないクリ材であった。また、
タタラ製鉄にとって木戊は、単に製鉄時の燃料・触媒としての役割だけではなく、タタラ自体の防湿材として使用

するなど使用目的は幅広い。
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第 4章 尾白I遺跡
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第 4章 尾白I遺跡

|

第24図

唖

５

鬱
①
①

／虜

0                      10cm

尾白Ⅱ遺跡出土遺物実測図④ (1～ 4は S=1/3、 5

獣 i下
Φ    6

0_5cm

6は S=2//3)

第 5表 尾白I遺跡検出遺構一覧表
形状 奥行き(m) 幅 (m) 高さ(m) c14年代 地磁気年代 備  考

SG01a 円形 460± 60(470± 60) 煙道 3

SG01b 円形 240± 60(250± 60) 1950=L50 煙道 3

SG02 三角形 370± 60(380± 60) 1750=L30 煙道 1

SG03 三角形 1,7 280± 60(280± 60) 1700=L10 地下式炭窯

SG04 長方形 310± 60(320± 60) 小炭窯

SG05 長方形 0.16 200± 60(210± 60) 1720=L50 煙道 2

SK01 半円形 粘土採掘坑か

SK02 円形
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第 6表 尾白I遺跡出土土器類観察表
挿図番号 出土地点 出土層位 種 類 器 種

率
，
存
％
残
く 法量 (ω ) 調整 技法 色調 焼成 形式 備  考

21-1 13 2D 縄文土器 鉢 器高  28
デ
明
ナ
不

面
面
外
内

外面 :黄褐色
内面 :黄褐色
焼成 :良好

21-2 13 2E 黒色土層 縄文土器 深鉢 器高  46 外面
:縄文 ナデ

内面 :ナデ

外面 :淡褐色
内面 :乳褐色
焼成 :良好

外面に媒付着

21-3 13 黒色土層 縄文土器 鉢 器高  44 外面
:縄文 ナデ

内面 :不明

外面 :暗褐色
内面 :淡褐色
焼成 :良好

21-4 13 2E 縄文土器 鉢 器高  43
面
面
部縁

外
内

口

条展
条痕
亥」日

外面 :赤褐色
内面 :赤褐色
焼成 :良好

外面 内面 ともに爆
付着

21-5 13 黒色土層 縄文土器 深鉢 器高  70 外面
:条反

内面 :不甥

外面 :淡褐色
内面 :淡褐色
焼成 :良好

21-6 13 縄文土器 深鉢 器高  H4 外面 !条展
内面 :不明

色
色
褐
褐
好

赤
淡
良

面
面
成

外
内
焼

21-7 2C 黒色土層 弥生土器 甕
日径
器高

外面 :ナデ 刷毛 目
内面 :摩減のため不明

外面 :淡褐色
内面 :乳白色
焼成 :良好

第皿様式
日縁からタト面にかけ
て全面的に煤付着

21-8 12 2C2D 弥生土器 甕
口径  200
器高  203

外面 :ナデ 昂」毛ロ ミガキ
内面 :ナデ 昂‖毛ロ ミガキ

外面 :乳白色
内面 :乳白色
焼成 !良好

第Ⅲ様式
外面に煤付着
押し引きは左から右

21-9 13 弥生土器 甕
径
高
口
器
170
30
外面 :ナ デ 刷毛日
内面 :ナ デ

外面 :乳褐色
内面 i乳褐色
焼成 :良好

第Ⅲ様式 内面に嬢付着

21-10 2F 黒色土層 弥生土器 甕 17
径
高
口
器

外面 :ナデ 刷毛 目
内面 :ナデ

外面 :乳自色
内面 :乳白色
焼成 :良好

第Ⅲ様式 口縁部外面に媒付着

21-H 2E 黒色土層 弥生土器 甕 8
口径  192
器高  35

外面 :ナデ 刷毛目
内面 :ナ デ 刷毛目

面
面
成

外
内
焼

乳白色
乳白色
良好

第Ⅲ様式 黒斑あり

21-12 黒色土層 弥生土器 甕 11
顕部径 202
器高  25 摩滅のため不明 待露:重 i自色

焼成 :良好
第Ⅳ様式

21-13 黒色土層 弥生土器 甕 17
口径
器高

デ
φア

ナ
ナ

画
面
外
内

色
色
褐
褐
好

淡
淡
良

面
面
成

外
内
焼

第Ⅳ様式 口縁部に媒付着

21-14 13 2F 弥生土器 甕 器高  61
毛
毛

デ
デ
ナ
ナ

面
面
外
内

色
色
褐
褐
好

乳
乳
良

面
面
成

外
内
焼

第Ⅳ様式

21-15 13 2D 弥生土器 広口壷 13
径
高
日
器

いア
いア

ナ
ナ

画
面
外
内

外面 :褐灰色
内面 :黒褐色
焼成 :良好

第皿様式
外面の凹線はナデの
後

21-16 13 2D 黒色土層 弥生土器 甕 13
口径
器高

外面 :ナデ 刷毛 目
内面 :ナデ 刷毛 目

外面 :乳褐色
内面 :▼L褐色
焼成 :良好

第 V様式 外面 内面 ともに煤
付着

22-1 14 2C2D 弥生土器 高必 13
口径  216
器高  48

外面 :ナデ 届1毛 ロ ミガキ
内面 !ナデ ミガキ

外面 !淡赤褐色
内面 :淡赤褐色
焼成 :良好

第 V様式

22-2 14 2D 2E 弥生土器 高 芥
径
高
口
器

外面 :ナデ 昂I毛 ロ ミガキ
内面 :ナ デ ミガキ

外面 :乳褐色
内面 :乳褐色
焼成 :良好

第 V様式 外面 内面に黒斑あり

22-3 14 lD 2C2E 弥生土器 高芥 器高  6と 外面
:刷毛 ロ ミガキ

内面 :ミ ガキ

色
色
褐
褐
赤
赤
好

淡
淡
良

面
面
成

外
内
焼

22-4 14 2D2E 黒色土層 弥生土器 高杯
口径
器高

外面 :ナ デ ミガキ
内面 :ミ ガキ

外面 :淡褐色
内面 :黒褐色
焼成 :良好

第V様式 外面の黒色
は黒斑

か ?

22-5 14 黒色土層 h生 土印 脚付甕 ? 器高  25
一ア
一ア

ナ
ナ

面
面
外
内

外面 :乳褐色
内面 :乳褐色
焼成 :良好

脚部面に黒斑あ り

22-6 2E 黒色土層 弥生土器 高舛
底径
器高

外面 :ナ デ 刷毛 目
内面 :ナ デ 刷毛目

外面 :淡褐色
内面 :乳褐色
焼成 :良好

高芥の脚部

22-7 黒色土層 弥生土器 壷or甕
隈径  68
器高  64

外面 :ナ デ ミガキ
内面 :摩減のため不明

外面 :淡橙褐色
内面 :暗橙褐色
暁成 :良好

底部のみ

22-8 12 2D2E 黒色土層 弥生上器 重or甕
径
高
底
器

いア
いア

ナ
ナ

面
面
外
内

外面 :淡橙褐色
内面 :黒褐色
焼成 :良好

底部のみ

22-9 2C2E 弥生土器 壷or甕
径
高
底
器

いア
いア

ナ
ナ

面
面
外
内

ミガキ 外面 :乳褐色
内面 :乳褐色
焼成 :良好

底部のみ

22-10 13 2G 黒色土層 弥生土器 甕 11
口径
器高

外面 :ナデ 刷毛 目
内面 :ナデ ケズリ

外面 i暗褐色
内面 :淡褐色
焼成 :良好

九重式
外面にヨコ方向の擬
凹線

22-H 13 黒色土層 土師器 甕
口径  158
器高  53

外面 :ナデ 刷毛 目
内面 :ナデ ケズリ

外面 :淡褐色
内面 :淡褐色
焼成 :良好

小谷式 口縁端部に沈線あり

22-12 13 黒色土層 土師器 弩 11
径
高
口
器

外面 :ナ デ 刷毛目
内面 :ナデ ケズリ

外面 :乳褐色
内面 :乳褐色
焼成 :良好

小谷式 口縁端部に沈線あり
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第 4章 尾白工遺跡

挿図番号
図放
番号 出土地点 出上層位 種 類 器 種

率
―
存
％
残
ィ 法量 (cI) 調整 技法 色調 焼成 形式 備  考

22-13 lE 2F 土師器 甕
径
高
口
器

外面 :ナデ 刷毛 目
内面 !ナ デ ケズリ

外面 :淡黄褐色
内面 :淡黄褐色
焼成 :良好

小谷式

22-14 lE 黒色土層 弥生土器 甕 15
径
高
口
器

外面 :ナ デ
内面 :ナデ ケズリ

色
色
白
自
好

乳
乳
良

画
面
成

外
内
焼

小谷式

22-15 黒色土層 土師器 甕
径
高
口
器

面
面
外
内
ナデ 用」毛目
ナデ ケズリ

色
色
褐
褐
好

乳
乳
良

面
面
成

外
内
焼

22-16 2E 土師器 甕
口径  191
器高  81

外面 :ナデ 刷毛 目
内面 :刷毛 ロ ケズリ

外面 :淡橙褐色
内面 :淡掻褐色
焼成 :良好

口縁部外面に煤付着
黒斑あり

23-1 黒色土層 土師器 かまど?
径
高
口
器

外面 :ナデ 昂U毛 目
内面 :ナデ 用1毛ロ ケズリ

外面 :淡褐色
内面 :淡褐色
焼成 !良好

外面 に煤付着

23-2 黒色土層 土師器 委
径
高
口
器

デ
一ア

ナ
ナ

面
面
外
内 ケズリ

色
色
褐
褐
好

乳
乳
良

面
面
成

外
内
焼

外面に煤付着

23-3 黒色土層 土師器 甕 5
径
高
口
器

外面 :ナデ 刷毛 目
内面 :ナデ ケズリ

外面 :淡褐色
内面 :淡褐色
焼成 :良好

23-4 トレンチ 7 黒色土層 土師器 甕 17
径
高
口
器

外面 :ナ デ 刷毛 目
内面 :ナデ ケズリ

外面 :子L白 色
内面 :乳白色
焼成 :良好

23-5 2D 土師器 甕
径
高
口
器
14 0
36
外面 :ナ デ 帰1毛 日
内面 :ナ デ ケズリ

外面 :淡褐色
内面 :淡褐色
焼成 :良好

口縁部に煤付着

23-6 黒色土層 土師器 甕 9
径
高
口
器

外面 :ナ デ 刷毛目
内面 :ナ デ ケズリ

外面 :淡褐色
内面 :淡褐色
焼成 :良好

23-7 2F2G 黒色土層 土師器 甕
径
高
日
器

外面 :ナデ 刷毛目
内面 :ナデ ケズリ

外面 :淡赤褐色
内面 :淡赤褐色
焼成 :良好

23-8 トレンチ7 土師器 甕
口径  130
器高  186

外面 :刷毛 目
内面 :ナデ ケズリ

外面 :乳褐色
内面 :乳褐色
焼成 :良好

23-9 2G 黒色土層 須恵器 杯蓋 10
径
高
口
器

外面:写夢奏丁 回転
ヘ

内面 :回転ナデ

外面 :青灰色
内面 :灰白色
焼成 :竪緻

4期

23-10 黒色土層 須恵器 高台付杯
径
高
底
器

外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ 回転糸きり

外面 :乳褐色
内面 :乳褐色
焼成 :不良

7期
高さ5mrnの高台を
もつ
回転糸切 り

23-■ IC 黒色土層 須恵器 高台付杯 17
底径  76
器高  20

外面 :回転ナデ ナデ
内面 :回転ナデ 回転糸きり

外面 :灰自色
内面 :灰白色
焼成 :良好

7期
高さ4mmの高台をもつ
回転糸切り外面に煤付
着

23-12 2E 黒色土層 須恵器 杯身 13
径
高
底
器

外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ 回転糸
きり

外面 :青灰色
内面 :青灰色
焼成 :竪級

7期 回転糸切 り

24-1 黒色土層 須恵器 杯 身
底径  98
器高  18

外面 :回転ナデ ナデ
内面 :回転ナデ 回転糸きり

外面 :灰色
内面 :灰色
焼成 :竪緻

7期 回転糸切 り

24-2 14 須恵器 杯 身
底径
器高

外面 :回転ナデ
内面 :回転ナデ 回転糸きり

色
色
自
白
好

乳
乳
良

面
面
成

外
内
焼

7期

24-3 14 2E 黒色土層
中 近世
の陶器

括鉢 11
口径  154
器高  32

いア
いア

ナ
ナ

面
面
外
内

外面 :暗青灰色
内面 !暗青灰色
焼成 !竪緻

和が内外面にかかっ
ている
産地不明

24-4 14 黒色土層 土師質 鍋脚部
幅
長さ

外面 :淡褐色
焼成 :良好 中世以降

24-5 2E 黒色土層 土製品 土褐
高さ
幅
長さ

外面 :淡褐色
焼成 :良好

土偶の乳房部分
左右不粥

第 7表 尾白I遺跡出土石器類観察表
版
号
隠
番 出土地点 器 種 石 材 長さ (c lt) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重量 (g) 備  考

24-6 2F 石鏃 黒曜石 16 1 2 047 一部欠損
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第 5章 家ノ脇I遺跡 3区

第 1節 遺跡の概要 (第25図 )

家ノ脇工遺跡は仁多町佐白に位置する。斐伊川右岸の可耕地の少ない狭除な谷間に立地する。標

高は200m前後である。調査前は水田跡地及び家屋跡地であった。調査面積は3,9604fで ある。遺跡

の旧地形は東西に伸びる河原である。遺跡は 1～ 4区の調査区に分かれる。

【1区】調査区の南端にあたり調査面積は680rを測る。弥生時代後期の上器溜まり1か所と古墳

時代後期の土坑 2基が確認された。また、秀生時代後期から古墳時代にかけての河川敷も検出された。

【2区】 1区の北側に隣接し、調査面積は1,830ぜ を測る。縄文時代と弥生時代と古墳時代の河川

敷を合計 3面確認した。縄文時代の河原は、三瓶太平山火山灰の下層に存在する為、3,600年以前の

ものであると考えられる。遺構は、古墳時代後期の木列と土器溜まりが確認された。この上器溜まり

は 3か所確認されており、角礫と円礫が積まれた上に多量の上師器と須恵器が置かれたものである。

【3区】本書掲載の調査区である。 2区の東側にあたり、山裾に位置し、調査面積は540rを測る。

基本層序は上から、黒褐色土→褐色土→暗褐色砂質土→黒灰色砂質土→黒褐色砂質土→明褐色砂→

黄掲色砂となっている。濁褐色土層中からは土師器や、 6C後半の須恵器が出土した。また、黒褐

色土層上面からは 6C後半の上器溜まりが 1か所と集石遺構が 1か所確認された。土器溜まりの規

模は 4m× 2mを測る。暗褐色土層中からは弥生時代前・中期の上器が出土し、黒褐色砂質土層中か

らは縄文時代後・晩期の土器が出上した。また、明褐色砂層と黄褐色砂層は斐伊川の川砂と思われる。

【4区】 1区の東側に位置し、面積は420ぜ を測る。縄文時代から古墳時代の包含層が確認された。

第 2節 調査の経過
家ノ脇遺跡は平成 5年 3月 の分布調査で、土師器や鉄滓が採集され、21,000ぽが要範囲確認調査

地となり、平成H年 9月 から10月 にかけて範囲確認調査が行われた。この調査ではトレンチが30本

設定され、第 6ト レンチ、第16ト レツチ、第17ト レンチ、第19ト レンチ、第20ト レンチ、第21ト レ

ンチ、第27ト レンチ、第32ト レンチから土師器が出上した。調査結果から8,200rが要全面発掘調

査地となった。また、家ノ脇遺跡の要全面発掘調査地が 2か所に分かれることから、北側の2,500

m2を家ノ脇 I遺跡とし、南側の5,000rを家ノ脇工遺跡とした。家ノ脇工遺跡の全面発掘調査は平

成13年 4月 から12月 まで実施された。

家ノ脇I遺跡の全面発掘調査は、まず 1区、 2区で実施されたが、発掘調査の進展に伴い、遺跡

の範囲が当初の推定と異なる可能性が生じ、再度範囲確認調査が実施された。この調査ではトレン

チを発掘調査地外の北側に 3か所と南側に4か所、発掘調査地内東側に 5か所と道路部分に4か所

設定した。発掘調査地外の北側では平地部分の 2か所のトレンチから土師器と須恵器が出上したた

め、540m2を 3区 として発掘調査地に加え、南側では 2か所のトレンチから土師器と須恵器が出土

したため、420ぽ を 4区として発掘調査地に加えた。また、山際部分の520ぽ と、発掘調査地内東側

の1,540だ からは遺物が出上しなかったため発掘調査地から除いた。道路部分では遺物の出土数が

少なかったため380rarを発掘調査地から除いた。結局960だが調査地に加わり、2,440m2が 調査地か

ら除かれ、最終的な要全面発掘調査地は合計で3,470m2と なった。以下に家ノ脇I遺跡 3区の全面

発掘調査の経過を記述する。
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第25図 頻ノ脇I遺跡と周辺の地形 (S=1/2′ 000)
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第 5章 家ノ脇I遺跡 3区

平成13年 8月 23日 重機で表土から1.2mの深さで掘削を行う。

人力による掘削を開始する。

集石遺構の実測を開始する。

上器溜まりの実測を開始する。

人力による掘削が終了する。

空撮を実施し、発掘調査が終了する。

第 3節 検出遺構 (第26図～第 29図、図版 16)

家ノ脇I遺跡 3区では土器溜まりを 1か所と角礫を敷き詰めた遺構 (SX01)を 1基確認した。
土器溜まり (第 28図):こ の上器溜まりは黒褐色土層上面にあり、角映の上に多量の上師器と少量

の須恵器が置かれたもので、4m× 2mを測る。時期は出土した須恵器から6C後半と考えられる。

同時期の上器溜まりは家ノ脇 I遺跡 2区でも3か所確認された。ただし3区の上器溜まりの大半が

土師器の甕の破片であるのに対して、 2区の上器溜まりは土師器・須恵器の破片の他に、完形品も

多く見られる点が異なる。また、土器溜まりの下にある石についても、 3区のほとんどが角礫であ

るのに対して、 2区では多くが円礫で角礫が少ない点も異なる。石の種類の割合が異なるのは、 3

区の位置が山際であり、 2区が河原に近いためかもしれない。

SX01(第 29図):多量の角礫と3点の円礫を円形に集石した遺構である。出土遺物が無いため
確実な時期は不明であるが、土器溜まりと同じく黒色土層上面にあることから6C後半前後と思わ

れる。また、礫群の下には土坑等は無く遺構の性格は不明である。

9月 18日

10月 18日

10月 25日

H月 12日

12月 17日

201.Om

2010m
b

1 濁褐色土 (砂粒を多く含む。旭ヽレキを含む。炭を少し含む。上器を多く含む。)
2 黒褐色土 (砂粒を含む。小レキを含む。炭を少し含む。土器を少し含む。)
3 褐色上 (砂粒を含む。小レキを含む。炭を少し含む。)
4 暗褐色砂質土 (炭 を少し合む。)
5.黒灰砂質土 (小 レキを少し含む。)
6 黒梱色砂質土
7 明掲色砂 (斐伊川の砂。砂の粒は細かい)
8 黄福色砂 (砂の粒は粗い)

第27図 家ノ脇I遺跡3区中央セクション土層図 (S=1/50)
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第 4節 出土遺物

(第 30図～第34図 。図

版 17～ 21):第 29図 1

は第 7層上面から出土

した縄文土器で、第29

図2は第 2層から出土

した弥生土器である。

第30～ 34図は土器溜ま

り出土遺物である。こ

こでは土師器の姿を中

心に述べる。土師器の

甕の外面最終調整には

①ミガキ (第 30図 1、

2)、 ②ナデ (第 31図

3～ 5)、 ③ l clllあ た

2020m

b

b

□
川原石 0                          1m

家ノ脇I遺跡3区 S X01実測図 (S=1/20)第29図

り (以下省略)3本のハケメ (第 31図 6、 7、 第32図 1)、 ④ 4本のハケメ (第 32図 2～ 4)、 ⑤ 5

本のハ打メ (第 32図 5、 6)、 ⑥ 7本のハケメ (第 33図 1～ 4)、 ⑦ 8本のハケメ (第 33図 5～ 8)、

⑥ 9本のハケメ (第 34図 2)、 ⑨16本のハケメ (第 34図 3)の 9種類がある。器形は胴部最大径が

中央となる球形と、下半となる壷形に別れる。壷形は全体的に不整形で歪んでいる。最終調整と器

形の関係をみるとミガキとハケメが 4～ 16本のタイプは球形となり、ナデとハケメが 3本のタイプ

は壷形となる。前者をA、 後者をBと分類する。Aは出雲地方平野部からよく出土する土器で搬入

品と思われ、Bは頓原町など奥出雲から出土する土器で、在地の上器と考えられる。

第 5節 小結

土器溜まりの性格は、祭祀と廃棄の 2つが考えられるが、現時′ミでは不明である。また上器溜ま

りでは遺物が重なり合って出上したにもかかわらず、接合作業後に完形品が 1点も存在していない

が、このことについては完形品を持ち込んでこの場所で破壊したが洪水などで破片が流失した場合

と、完形品は始めから無く大きな土器片が持ち込まれて破壊された場合が考えられる。このことに

ついても現時点では不明である。また、 2区では同時期の上器溜まりが確認されているが、 2区の

上器溜まりからは完形となる遺物が多く出土し、破片自体も大きい。 2区 と3区の上器溜まりでは

性格に相違点があるが、この相違が何に起囚するかについては、 2区の本報告書に譲りたい。

＼』=多

0              10cm

第30図 家ノ脇工遺跡 3区出土遺物実測図① (S=1//4)
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第 5章 家ノ脇I遺跡 3区

郁

肺

0              1 0cm

第31図 家ノ脇Ⅱ遺跡3区出土遺物実測図② (S=1/4)    ,
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第32図 家ノ脇工遺跡3区出土遺物実測図③ (S=1/4)
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第 5章 家ノ脇I遺跡 3区

第33図 家ノ脇I遺跡 3区出土遺物実測図④ (S=1//4)
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第34図 家ノ脇I遺跡3区出土遺物実測図⑤ (S=1/4)
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第 5章 家ノ脇I遺跡 3区

第 8表 家ノ脇I遺跡 3区遺跡出土土器類観察表
挿図番号

放
号
凶
番 出土地点 出土層位 種 類 器 種

率
―
存
％
残
‘ 法置 (c口 ) 調整 技法 色調 焼成 形式 備  考

30-1 G15 縄文土器 器高  H0 外面 :ミ ガキ
内面 :ナデ ミガキ

外面 :褐色
内面 :褐色
焼成 :良好

外面に黒斑あり

30-2 G15 弥生土器 壷or甕
径
高
底
器

デ
デ
ナ
ナ

面
面
外
内

外面 :乳褐色
内面 :暗褐色
焼成 :良好

31-1 17 土器溜まり 土師器 小型吋
径
高
口
器

面
面
外
内
ナデ刷毛ロミガキ
ナデ

画
面
成

外
内
焼

赤褐色
乳白色
良好

内外面 とも赤色顔冶
が塗ってある

31-2 土器溜まり 土師器 甕
口径  157
器高  227

外面 :ミ ガキ 刷毛 日
内面 :ミ ガキ ケズリ

外面 :赤褐色
内面 :赤褐色
焼成 :良好

外面に黒斑あり

31-3 17 土器溜まり 土師器 賽
口径  182
器高  130

外面 !刷 毛ロ ナデ
内面 :ナデ 吊J毛 ロ ケズリ

外面 :淡赤褐色
内面 :赤褐色
焼成 :良好

外面に黒斑あり

31-4 17 土器溜まり 土師器 甕
口径
器高

外面 :刷毛 ロ ナデ
内面 :刷毛ロナデ ケズリ

色
色
褐
褐
好

乳
乳
良

面
面
成

外
内
焼

胴部下半は被熱のた

旅謬僣薫盗鰍奮化。

31-5 17 土器溜まり 土師器 甕
径
高
口
器

外面 !ナ デ
内面 :ナ デ ケズリ

外面 :乳褐色
内面 :乳褐色
焼成 :良好

内外面に黒斑あ り
全体に煤付着

31-6 17 土器溜まり 土師器 甕
径
高
口
器

外面 :ナ デ 刷毛目
内面 :ナデ 刷毛ロ ケズリ

外面 :淡褐色
内面 :淡褐色
焼成 :良好

胴部下半は被熱のた
め剥離または赤化。

31-7 17 土器溜まり 土師器 甕
径
高
口
器

外面 :ナデ 刷毛 目
内面 :刷毛ロ ケズリ
指頭圧痕

外面 :淡褐色
内面 :乳褐色
焼成 :良好

符薯に黒斑あり、煤

32-1 土器溜まり 土師器 甕
径
高
口
器

外面 :ナデ 刷毛 目
内面 :ナデ ケズリ

面
面
成

外
内
焼

淡褐色
淡褐色
良好

外面に煤付着

32-2 土器溜まり 土師器 甕
口径  165
器高  72

面
面
外
内
ナデ 用」毛 目
ナデ 層‖毛ロ ケズリ

外面 :淡赤褐色
内面 :淡褐色
焼成 :良好

32-3 土器溜まり 土師器 甕
口径  176
器高  243

外面 :ナ デ 刷毛目
内面 :刷毛ロ ケズリ

色
色
褐
褐
好

淡
淡
良

面
面
成

外
内
焼

32-4 土器溜まり 土師器 甕
日径  184
器高  197

外面 :ナ デ 刷毛目
内面 :ナ デ ケズ リ

外面 :淡褐色
内面 i淡褐色
焼成 :良好

外面に媒付着

32-5 18 土器溜まり 土師器 甕
径
高
口
器

外面 :ナデ 帰1毛 目
内面 :ナデ 刷毛目

外面 :淡赤褐色
内面 :淡赤褐色
焼成 :良好

外面に黒斑あ り

32-6 土器溜まり 土師器 甕
径
高
口
器
194
29 8

ケ
痕

目
目
圧

毛
毛
頭

刷
刷
指

デ
デ

リ

ナ
ナ
ズ

両
面
外
内

外面 :淡赤褐色
内面 :淡赤褐色
焼成 :良好

32-7 19 土器溜まり 土師器 甕
径
高
口
器

外面 :ナデ 刷毛日
内面 :ナ デ ケズリ

外面 :淡赤褐色
内面 :淡赤褐色
焼成 :良好

外面下部に煤付着

33-1 土器溜まり 土師器 甕
径
高
口
器

外面 iナデ 刷毛目
内面 :ナデ ケズリ

色
色
褐
褐
好

淡
淡
良

面
面
成

外
内
焼

33-2 土器溜まり 土師器 甕 67
径
高
口
器

外面 :ナデ 用1毛 目
内面 :ナデ

色
色
白
褐
好

乳
淡
良

面
面
成

外
内
焼

33-3 土器溜まり 土師器 甕 25
口径  207
器高  203

外面 :ナデ 刷毛 目
内面 :ナデ 用↓毛ロ ケズリ

色
色
褐
褐
好

淡
淡
良

面
面
成

外
内
焼

取っ手がつく可能摺
あ り
甑の可能性はない

33-4 土器溜まり 土師器 甕
胴部径 207
器高  204

外面 :用 1毛 目
内面 :ケ ズリ

外面 :淡赤褐色
内面 :黒褐色
焼成 :良好

33-5 土器溜まり 土師器 甕
径
高
口
器

外面 :ナデ 昂1毛 目
内面 :ナデ ケズリ

外面 :淡褐色
内面 :淡褐色
焼成 :良好

33-6 G15 土師器 甕
口径
器高

外面 !ナデ 刷毛日
内面 :ナデ 用J毛 ロ ケズリ

色
色
白
自
好

乳
乳
良

画
面
成

外
内
暁

33-7 土器溜まり 土師器 甕
径
高
口
器

外面 :ナ デ 刷毛目
内面 :ナデ 昂↓毛ロ ケズリ

外面 :黒褐色
内面 :黒褐色
焼成 :良好

33-8 土器溜まり 土師器 甕
径
高
口
器

外面 :ナデ 刷毛 目
内面 :ナデ ケズ リ

外面 :乳白色
内面 :淡褐色
焼成 :良好

34-1 土器溜まり 土師器 甑
径
高
口
器

外面 :ナデ 刷毛 目
内面 :ナデ ケズリ

外面 :淡褐色
内面 :乳白色
焼成 :良好

34-2 土器耀まり 土師器 甕
径
高
口
器

外面 :ナデ 刷毛 目
内面 :ナ デ 用1毛 ロ ケ
ズリ 指頭圧痕

色
色
褐
褐
好

黒
淡
良

面
面
成

外
内
焼

34-3 土器溜まり 土師器 甕
口径  190
器高  125

外面 :ナ デ 刷毛目
内面 :ナ デ ケズリ

外面 !乳自色
内面 :乳白色
焼成 :良好

34-4 土器溜まり 須恵器 小重
口径  89
器高  122

外面 回いア
ドツ
いア

ナ
ズ
ナ

コ
ケ

コ

ヨ

ラ

ヨ

転

へ
転

回
転
回内面

面
面
成

外
内
焼

言灰色
青灰色
竪級

―-54-―



挿図番号
駆
ニ
四
碁 出土地点 出土層位 種 類 器 蓬 ４

，
仔
隊
頻
で 法登 (ca) 調整 技法 色調 焼成 形式 備  考

34-5 トレンチ0 須恵器 小壷
口径  86
器高  133

外面 ラヘ転回

いア

ロ
リ
ナ

キ
ズ

コ

カ
ケ

ヨ内面

外面 :灰自色
内面 :灰自色
焼成 :竪緻

底部に「 X」の亥Jみあ
り
トレンチ外から出土
のものと接合

34-6 G15 須恵器 杯蓋
口径  94
器高  33

外面 回デ
　「ツ
デ

ナ
ズ

ナ

コ
ケ

コ

ヨ

ラ

ヨ

転

へ
転

回
転
回内面

外面 :灰自色
内面 :灰白色
焼成 :竪緻

期、醐
外面上部に「 X」 と思
われる刻みあり

34-7 G15 須恵器 杯蓋
口径  126
器高  43

外面 回デ
　「ツ
“ダ

ナ
ズ
ナ

コ
ケ

コ

ヨ

ラ

ヨ

転
へ
転

回
転
回内面

外面 :灰白色
内面 :灰白色
焼成 :竪緻

4期 ヘラ起こし痕あり

34-8 G14 須恵器 杯蓋
口径  108
器高  49

外面 :回転ヨコナデ
内面 :回転 ヨコナデ

外面 :青灰色
内面 :青灰色
焼成 :竪緻

4期
外面の一部に灰がか
かって白くなってい
る

34-9 トレンチ0 須恵器 杯蓋
口径  127
器高  39
外面:暴策景屏妄丁 回
内面 :回転ヨコナデ

外面 :灰白色
内面 :灰白色
焼成 :竪緻

4 Jtu ヘラ起 こし反あ り

34-10 G15 須恵器 不身 8
径
高
口
器

外面 :回転ヨコナデ
内面 :回転ヨコナデ

面
面
成

外
内
焼

灰白色
灰白色
竪緻

4期
外面の一部はPかか
かった様になってお
り緑色がかっている

34-H G15 須恵器 不身
径
高
口
器 摩滅のため不明

外面 :灰白色
内面 :灰自色
焼成 :不良

34-12 G14 須恵器 高芥 ? 25
径
高
口
器

外面 :回転ヨコナデ
内面 :回転ヨコナデ

外面 :青灰色
内面 :青灰色
焼成 :竪級

内面に灰がかかって
いる
外面に文様

34-13 G15 須恵器 甕
口径  160
器高  89

外面 :ヨ コナデ タタキ
内面 :ヨ コナデ タタキ

外面 :灰自色
内面 :灰白色
焼成 :竪級

34-14 G15 須恵器 高芥 ?
日径  154
器高  44

外面 :回転 ヨコナデ
内面 :回転 ヨコナデ

外面 :青灰色
内面 :青灰色
焼成 :竪緻

5期～
6期

34-15 G15 須恵器 高芥
底径  112
器高  46

外面 :回転 ヨコナデ
内面 :回転ヨコナデ

外面 :灰色
内面 :灰色
焼成 :竪緻

4期
三方の方形透かし
外面に灰がかかって
いる

34-16 G15 須恵器 高芥
底径  86
器高  70

面
面
外
内
回転ヨコナデ
回転ヨコナデ

外面 :灰白色
内面 ;灰白色
焼成 :竪緻

5期～
6期

透かしは 2本で対照
的に入っている

34-17 G15 須恵器 高芥
底径  140
器高  76

面
面
外
内
回転ヨコナデ
回転ヨヨナデ

外面 :青灰色
内面 :灰白色
焼成 :竪級

4期 ヘ

し
内
か
ら
透
か
形
外
方
は
の
し
方
か
孔

四
透
穿
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第 6章 川平 I遺跡

第 6章
'II平

I遺 跡

第 1節 遺跡の概要

川平 I遺跡は斐伊川本流沿いの、標高150～ 170mの崖垂斜面に位置する。縄文時代早期から古墳

時代後期にかけての複合遺跡である。遺跡の地形は、ほぼ南向きの崖垂斜面と、その下のやや狭い

平坦面から構成されている。発掘調査以前は水田であった。全面発掘調査範囲は 2か所に分かれて

おり、西側の調査範囲を 1区、東側の調査範囲を 2区 とした。全面発掘調査面積は、 1区が2,600

m2、 2区が2,500rで 、合計5,100留 となる。

1区では、古墳時代後期の加工段 (SB01)が 1棟 と硬化面 (SX01)が 1か所、古墳時代
初頭の加工段が 2棟 (SB02、 SB03)、 縄文時代の落とし穴が 2基と土坑が 7基、時期不明

の土坑が 9基確認された。また、縄文時代と時期不明の合計16基の上坑のうち、 8基は土坑内から

ラグビーボール大の石出上している集石遺構であった。遺跡の南側では標高153m付近で縄文時代

の川原跡を確認した。

2区では、秀生時代の加工段 (SB04、 SB05)が 2棟と、縄文時代後期の上器溜まりが 1
か所確認された。

1区・2区共に、遺物の大半は黒色土層中から出上した。この黒色土層は土層観察から、三瓶山

麓の板屋Ⅲ遺跡 (1)や下山遺跡 (2)な どで確認された一次堆積である純粋な黒色土層ではなく、一

次堆積の黒色土層が崩落等で移動してきた、二次堆積層と考えられる (3)。 この黒色土層からは (一

部には純粋な縄文土器の単純層も存在するが)、 縄文土器、方生土器、土師器、須恵器が混在して

出土した。各時代の遺物がほぼ同一のレベルで混在して出土する状況は、黒色土層が二次堆積層で

ある傍証といえる。

出土遺物は、土器類では縄文時代後・晩期の上器が最も多く出上している。また、仁多町、木次

町では初めてとなる早期の押型文土器 (黄島式と高山寺式)も 出上している。石器・石製品類では

石錘、打製石鏃、磨製石斧、勾玉、スクレイパーが出上している。特に石錘は200点以上も出上し

た。

註

(1)島根県教育委員会『板屋Ⅲ遺跡』志積ダム建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書5 1998

(2)島根県教育委員会『下山遺跡 (2)』 志積ダム建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書12 2002

(3)中村唯史氏の御教示による。
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第 6章 川平 I遺跡

第36図 川平I遺跡トレンチ配置図 (S=1/2,000)
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第 2節 調査 の経過 (第 36図～第 41図 )
川平 I遺跡は平成■年 3月 の分布調査で確認され、20,000142が要範囲確認調査地となった。これ

を受けて平成12年 4月 から同年 5月 まで範囲確認調査が行われた。この調査では、 4m× 2mの ト

レンチが34か所設定され、第 9ト レンチと第14ト レンチと第28ト レンチから大量の遺物が出上した。

そこで第28ト レンチを中心とした範囲2,600Υ (1区 )と 、第14ト レンチを中心とした範囲2,500ぜ

(2区 )、 合計5,100m2が要全面発掘調査地となった。第 9ト レンチについては、遺物は斜面上段上

方からの流れ込みであると判断され、要全面発掘調査地には含まれなかった。また、第 9ト レンチ

の遺物が本来存在したと考えられる地点も宅地として改変されており、既に遺物や遺構は消滅した

と判断され、要全面発掘調査地には含まれなかった。

この調査結果を受けて、全面発掘調査は範囲確認調査から継続して、平成12年 5月 から同年 12月

まで実施された。また、範囲確認調査では労働安全上の理由から人力による 2m以上の垂直な掘削

が禁止され地山を確認でなかったか所が幾つもあったことから、表土掘削の実施と同時に重機によ

るトレンチ調査を行い、地山までの状況を確認した。更に12月 には遺跡の広がりを改めて確認する

ために、要全面発掘調査地の周辺に2m× 4mの トレンチを27か所設定した。このうち、第42ト レ

ンチから大量の遺物が出上した。これらの遺物は流れ込みと判断した。また、周囲の斜面や尾根の

トレンチからは遺構は確認されず、遺物もはとんど出上しなかった。遺構は遺物包含層ごと谷に流

れ込んだものと判断した。また、第44ト レンチ～第48ト レンチでは、大量の水が移動した痕跡が確

認された (1)。 遺跡の南西を流れる槻ノ屋川では近代までカソナ流しが行われいるが、第44ト レン

チ～第48ト レンチで確認された水流の痕跡も、カンナ流しの痕跡と考えられる。

以下に川平 I遺跡の全面発掘調査の経過を記述する。

平成12年 5月 24日 :1区で重機による掘削を開始する。

1区で人力による掘削を開始する。

1区で重機によるトレンチ調査を行う。

1区でSB01を 検出する。

1区でSX01を 検出する。

2区で重機によるトレンチ調査を行う。

2区で重機による掘削を開始する。

1区でSK01～ SK04、 落とし穴 1を検出する。

1区でSK05～ SK06を 検出する。

1区でSK07～ SK08、 SB02～ SB03、 落とし穴 2を検出する。

1区でSK09を 検出する。 2区で人力による掘削を開始する。

1区でSK10～ SKllを 検出する。

2区でSB01と SB05を 検出する。

2区で土器溜まりを検出する。

遺跡の広がりを再度確認するために調査区周辺の範囲確認調査を開始する。

範囲確認調査を完了する。

註

(1)中村唯史氏の御教示による。

6月 1日

6月 5日

7月 13日

7月 15日

8月 21日

8月 22日

9月 21日

9月 27日

9月 28日

9月 29日

9月 30日

H月 8日

H月 29日

12月 5日

12月 13日
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第37図 川平 I遺跡 I区遺構配置図 (S=1/`400)
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□
土器溜まり

第38図 川平 I遺跡 2区遺構配置図 (S=1//400)

O                m
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第39図 川平I遺跡トレンチ出土遺物実測図 (1～ 14は S=1/3、 15は S=2/3)
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A
169,Om

1.黒色土 (小 レキを多く含む。)
2 黒褐色土 (ガ レヽキを多く含む。)
3.明褐色土 (小 レキを少し含む。)
4.黄褐色土 (小 レキを多く含む。)
5.暗褐色土 (小 レキを多く含む。)
6 黒褐色土 (小 レ■を少し含む。)
7 黒色土 (小 レキを少し含む。) □ИZ石

第40図 川平I遺跡 I区東側セクション土層図 (S=1/50)
―-63-―



第 6章 川平 I遺跡

15λOm

1.黒色土 (小 レキを多く含む
=)2.黒褐色土 (小レキを少し含むと)

3.黒色土
4.暗褐色砂質土

厖 吻
石

第41図 川平I遺跡 I区西側セクション上層図 (S=1/50)

0          1m

―
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第 3節  1区 の遺構 と遺物

I区の概要 遺構は、崖垂斜面下段の平坦面に集中しており、斜面上段 。中段からは検出されな

かった。古墳時代の建物跡が 3棟と硬化面が 1か所、縄文時代の落とし穴が 2基と縄文時代と考え

られる16基の上坑を確認した。16基の上坑には遺構内から数個から十数個の石が出土する集石遺構

が 8基あった。土坑についは縄文土器の出上した上坑と、遺物の出上していない土坑があった。ま

た、ビットが38個確認された。

SB01(第 42図、図版24):SB01は 崖垂斜面の斜面中段で検出された。平面プランは長方形

で、幅3.34m、 奥行き1.67m、 深さ30cmを測る。柱穴と思われる 2つのビットを伴い、Plは直径

36clll、 深さ40cmで、P2は直径28clll、 深さ40clllを測る。奥壁と両側壁は幅14ckll、 深さ 4 cmの壁体溝

を伴う。 2つのビットから奥壁までの距離を参考に、築造時のプランを推定すると奥行きが 3mの

ほぼ正方形の平面プランであったと考えられる。遺構の涛棄された時期は出上した須恵器から6C

前半と考えられる。

SB01出 土遺物 (第43図 ):遺物は奥壁側から多く見つかり、いずれも床面直上で出土した。土

師器の甕片と須恵器の外蓋が出上している。須恵器の外蓋はどちらも丁寧な回転ヘラ打ズリが施さ

れており、時期は 6C前半と考えられる。

0                  2m

第42図 川平I遺跡S B01実測図 (S=1/60)

SB02(第 44図～第46図、図版24・ 25):SB02は 崖垂斜面平端部の南東端でSB03と 切り

合う状況で確認された。土層観察からSB02が SB03に 先行することが確認できた。平面プラ

ンは半円形で、幅4.6m、 奥行き4.5m、 深さ24clllを測る。柱穴と思われる 5つのビットを伴い、 P

lは直径38clll、 深さ48clllで、P2は直径24clll、 深さ30硼で、P3は直径30cm、 深さ24clllで、P4は

直径33釦、深さ 6 clllで底に石があり、P5は直径36clll、 深さ30clllを測る。壁際には幅 12cm、 深さ 6

clllの壁体溝を伴う。 5つのビットの位置から築造時のプランを推定すると奥行き5,4mの精円形で

あったと考えられる。薄い張り床を施しており、張り床を除去すると、小さな穴が幾つもある面が

検出された。張り床は掘削時の不整形な面を被い水平な原面にするために施されたものと思われる。

遺構の廃棄された時期は出土遺物から小谷式期と考えられる。
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第 6章 川平 I遺跡
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第43図 川平I遺跡S B01出土遺物実測図 (S=1/3)
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第44図

SB02出 土遺物 (第47図 )
:遺物は奥壁側中央部の床

面直上から出上した第47図

2～ 5と、遺構埋土中から

床面より浮いた状態で出土

した第47図 1がある。

出土状況から第47図 2～

5は SB02廃 棄時の遺物

と思われる。第47図 1は S

B02を 埋めてSB03を

築造する際に流れ込んだ遺

物と思われる。第47図 2と

3は小谷式の甕と考えられ

る。第47図 1は 口縁下端部

が垂下していないが、口縁

部が厚 く、端部が丸いこと

から九重式と判断した。こ

o                      2m

第45図 川平I遺跡S B02実測図 (S=1/60)
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第 6章 川平 I遺跡

の上器と同じ形の上器は尾白I遺跡からも出上し

ている (第21図 10)。 奥出雲に特徴的な土器なの

かもしれない。

第47図 4は鼓形器台である。この器台は灰が散

乱していた地′点から出上した。第47図 5は砥石で、

ビット1の第 1層から出土した。 SB02の 床面

から出上した遺物は大きな破片が多く、置き忘れ

たものとは思えない。灰の上に器台が置かれてい

た点から祭祀行為があったとも考えられるが、完

形品が出上していない点から、 SB02を 廃棄す

る際に土器片を同時に廃棄した可能性が高いと思

われる。

B
1644m

B'     C
1544m

汚 上
1 黒褐色土 (黄色ブロックを含む。)

第46図  川平 I遺跡 S
=1/30)

1 黒掲色土 (黄色ブロックを多く含む。)

1 黒褐色土 (黄色ブロックを合む。)

厖 物
石

0                1m

B02ピ ット実測図 (S

, 黒掲色土 (炭、焼土を多く含む。)
2 黄褐色土
3 暗福色土 (炭、焼上を少し含む
4 暗褐色土 (黄掲色ブロックを多

°)
く含む。)

1詠
じ

工
15希
＼
ば 上

―――
＝
甲

/ 3

0                   10cm

第47図 川平I遺跡S B02出土遺物実測図 (S=1/3)
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出土遺物から大東式期と考

えられる。

SB03出 土遺物 (第49

図):遺物は奥壁側とピッ

ト2付近から見つかった。

いずれも床面直上で出土し

ている。第49図 1は甕で口

縁部外面上半に凹みがあ

る。第47図 2も 甕で口縁部

外面中位に、小谷式の甕の

口縁部下端に見られる突出

部の退化したものと思われ

るわずかな突出が認められ

る。いずれも大東式の甕で

あると考えられる。

SB03(第 48図 。図版24～25):SB03は SB02に 後続する遺構である。平面プランは南西

側が不明瞭であるが、ほぼ長方形で、幅3.6m、 奥行き2.2m、 深さ18cmを測る。床面には 4つのビ

ットを伴う。 Plは直径20cm、 深さ28clllで斜めに掘り込まれている。P2は直径24clll、 深さ40硼を

測る。P3は直径20clll、 深さ60clllを測る。P4は直径30釦、深さ36clllを測る。P2～ P3のうち 2

つが主柱穴と思われるが、どのビットが主柱穴となるかは確証がない。壁際には幅16cm、 深さ8伽

の壁体溝を伴う。 P4か ら奥壁までの距離を参考に、築造時のプランを推定すると奥行きは4.6m

と考えられる。厚さ2側の張り床を施しており張り床を除去すると小さな穴が幾つも検出された。

掘削時の面と思われ、この面を被い水平な床面にするために張り床をしたものと思われる。時期は

誌

i黒色といレキを少暗め      9      ?m

第48図 川平I遺跡S B03実測図 (S=1/60)

'                                                     0                   1 0Cm

第49図 川平 I遺跡S B03出 土遺物実測図 (S=1/3)

SX01(第 50図・図版26):SX01は 1区西端の崖垂斜面直下の平端部に位置する。平面プラ

ンは歪な長方形で、周辺より最高で20cmは ど高い台状の遺構となっている。規模は、長さ5。 4m、

幅2.8mを測る。土層観察からこの遺構は当時の地面を削り出して台状に成形したものと判断した。

床面の硬化が遺構築造時になされたものか、使用するうちに自然に硬化したものかは不明である。

遺構の時期は床面出土遺物から小谷式期と考えられる。また、この遺構の硬化面下の黒色土層 (第
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第 6章 川平 I遺跡

1層)か らは縄文時代早期の高山寺式の上器が大量に出上した。遺構の性格は不明である。

SX01出土遺物 (第 51図 1～ 5):遺物はSX01の床面直上から図示した状況で出上した。第
51図 1は 口縁部から肩部までは完形に近い形で残っていたが胴部と底部は失われていた。第51図 3

は脚部は完形に近い形で残っていたが外部は失われていた。第51図 5は 口縁部から胴部は完形に近

い形で残っていたが底部は失われていた。以上の遺物については残存部分については粉々に破壊さ

れていない。また、第51図 2や第51図 4も残存部分は完形ではないが、破片自体は大きく、粉々に

は破壊されてはいなかった。遺物の様式はいずれも小谷式と考えられる。

SX01硬 化面下黒色土層 (1層)出土遺物 (第 51図 6～ 11):こ の層から出上した押型文土器は、
いずれもポジティプな楕円押型文土器で、胎土には繊維を含んでいたと考えられる。また、型式は

高山寺式と考えられる。図示した以外にも文様は既に摩滅により失われているが、胎土・焼成・色

調・器壁の厚さなどから同一の個体と考えられる小片が多数存在する。

/Ⅲ訂＼
1諭＼
51-4

X

厖 吻
石

1 黒色土 (小 レキを多く含む。)
2 黒掲色土 (小 レキを少し合む。)
3 暗褐色土
4 費褐色土
5 暗黄掲色上

m

第50図 川平I遺跡S X01実測図 (S=1/60、 遺物S=1/10)
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第51図 川平 I遺跡 S X01出 土遺物実測図
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第 6章 川平 I遺跡

落とし穴 I(第52図 。図版27):落 とし穴 1

は崖垂斜面下の平坦部で検出した。平面プラ

ンはほぼ円形で、上端に段を設ける。遺構の

規模は検出面での直径が1.8m、 1段下の直

径が1.5m、 底面の直径 1.4m、 段の深さは12

飢、検出面からの深さは1.2mを測る。底面

には 4個の小ピットがある。 Plは平面プラ

ンが橋円形で、上面の長径 18clll、 短径12飢、

底面の直径 1 5clll、 深さが7clllを 測る。 P2は

平面プランがほぼ円形で、上面の直径 10clll、

底面の直径が 4 clll、 深さが 4 clllを測る。P3

は平面プランが楕円形で、上面の長径 18clll、

短径Hcm、 底面の直径 8 clllで深さが 4 clllを測

る。P4は平面プランが楕円形で、上面の長

径 14clll、 短径H釦、底面の直径 6 clll、 深さが

5 ckllを測る。遺構の規模と底面の小ビットの

存在から、落とし穴であると判断した。上端

の段は、落とし穴の存在を隠すために小枝等

を渡す段と考えられる。出土遺物から遺構の

時期は縄文時代前期と考えられる。

落とし穴 i出土遺物 (第 53図):遺構埋没開

始の時期を示す第 4層から出土した遺物は、

1 黒掲色土 (小 レキを多く含む。炭を少し含む。)
2 褐色土 (同上)
3 皓掲色 (小 レキと炭を少し含む。)
4 黄掲色砂質土 (褐色土ブロックを合む。地山の一部が崩れたものか)

0               1m

第52図 川平I遺跡落とし穴1実測図(S=1/3)
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第53図 川平 I遺跡落とし穴 1出土遺物実測図
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第53図 7・ 9である。第53図 7は外面に直交する櫛描き文が施文され、内面はナデ調整である。第

53図 9は内・外面とも2枚貝条痕が施されており、縄文時代前期の上器と考えられる。第53図 H・

12は石錘で、重量の分類では第53図 Hが M、 第53図 12が Sである。 (重量の分類については第 7章

第 3節を参照)

落とし穴 2(第54図・図版27):落 とし穴 2は落とし穴 1の南側に位置する。平面プランはほぼ円

形で、検出面での直径1,4m、 底面の直径 1。 2m、 深さ1.3mを測る。底面には 1個の小ビットがあり、

上面の長径 18clll、 短径12clll、 底面の直径 5 clll、 深さ10clllを測る。 SK08と 切り合っており、SK

08よ り新しい。遺構の規模と底面の小ビットから、落とし穴であると判断した。落とし穴 1と は

異なり上端の段は確認できなかった。検出面のレベルが落とし穴 1と ほぼ同じであることを考える

と元々段が存在しなかったと考えられる。遺構の時期は縄文時代後・晩期以前と考えられる。

―

A

匠褒囲石
1 黒掲色土 (小 レキを多く含む。)
2 暗褐色■ (黄色土ブロックを含む。)
3 黒色土 (小 レ■を少し含む。)

9        1        lm

第54図 川平 I遺跡落とし穴 2。 S K07

式

―-73-―

S K08実測図 (S=1/30)



第 6章 川平 I遺跡

落とし穴 2出土遺物 (第 55図):遺構埋没の時期を示す第 2層から出土した遺物は、第55図 2～ 4

である。第55図 2は底部で、外面に縄文を施し、内面はナデており、縄文時代中期の土器と考えら

れる。第55図 3は外面に縦方向の貝殻条痕を施し、内面はナデており、縄文時代後・晩期の上器と

考えられる。第55図 4は粗製土器の口縁部で外面を板状工具で粗 くナデ、内面はナデ調整を行って

おり、縄文時代後・晩期の上器と考えられる。第55図 5は安山岩製の石鏃で、第 1層から出上した。

エシ/tヨ毒豊毒―て選:灘争3
一
　

　

　

５

ん
↓

一

！‐！‐山
Ｈ
Ｈ
Ｈ
【
ぃ
Ｈ

一ヽヽ一一̈”一中中れ一

下日ＨＨ日Ｈ日Ｈ日日Ｈ四
、ヽ、ヽ

一

Cm     9       ,cm

第55図 川平I遺跡落とし穴2出土遺物実測図 (1～ 4は S=1/3、 5は S=2/3)

SK01〔 集石遺構〕 (第56図・図版27):

SK01は 崖垂斜面下の平坦部の上坑の中で

は最も斜面よりに位置する。平面プランはほ

ぼ円形で、検出面での直径は90cm、 底面の直

径は75clll、 深さは27伽を測る。底面には 2個

の小ビットがあり、 Plは ほぼ円形で、上面

の直径20御で底面の直径 5伽で深さ 7 cmを測

り、P2は精円形で上面の長径23側、短径13

cm、 底面の長径 5 clll、 短径 2 cm、 深さ10clllを

測る。検出面で風化した楕円形の石を 1点確

認した。この石は平面プランのほぼ中心に位

置する。縄文時代中期前葉から中葉以前に埋

没したと考えられる。

SK01出 土遺物 (第 57図):第 57図 1

は外面に撚 りの粗い縄文を施し、第57図

2は縄文地に薄い隆帯を張り付け貝の背

圧痕を施しており、いずれも船元 2式 と

考えられる。第55図 3は外面に縄文を施  /

文し、内面をナデている。

SK02〔集石遺構〕(第 58図・図版27):

' 
黒色上
2 黒色土 (橙褐色地山ブロックを多く含む。)

0               1m

第56図 川平I遺跡S K01実測図 (S=1/30)

A
1563m

第57図 川平I遺跡S KOI出土遺物実測図(S=1/3)

SK02は 崖垂斜面下の平坦部、 SK01の 南側に位置する。平面プランはほぼ円形で、検出面で

の直径は100cm、 底面の直径85m、 深さ80clllを測る。底面には壁に沿った形で、精円形の小ビット

が 4個ある。Plは上面の長径が10clll、 短径が 7 cm、 底面の長径が 6 cIIl、 短径が 3 cm、 深さが 5 clll

を測る。 P2は上面の長径が20clll、 短径が 9釦、底面の長径がHclll、 短径が 5 cm、 深さが16clllを測

る。 P3は上面の長径が21cm、 短径が12clll、 底面の長径がHcm、 短径が 6 clll、 深さが 5 cmを測り、

01
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P4は上面の長径が17clll、 短径が 8 cm、 底面

の長径が 9 cm、 短径が 7 cm、 深さが18cmを測

る。

土坑内からはやや大きめの角礫を第 1層か

ら1点、第 2層から 1点、合計 2点確認した。

これらの角礫はともに木面から浮いた状況で

あった。遺構の埋没開始時期については、第

2層から遺物が出上していないため不明であ

る。ただし、後述するように第 1層からは縄

文時代前期の上器が出上しているため、遺構

自体の年代は縄文時代前期より古いと言え

る。遺構の性格については、規模から落とし

穴ではないと考えられるが、どういった遺構

であるかは不明である。この遺構のように床

面の壁際に 4個の小ビットを持つものは、川

平 I遺跡内には他にない。

また、遺構の南東には隣接して 2′点の円礫

(Sl、 S2)と 1点の角礫 (S3)が直列

に並んでいるのを確認した。この内、 Slと

S2は同じ円礫を半分に割った、もしくは割

れたもので、接合面をお互いに正反対の方向

に向けて (Slは北西、 S2は南東)配置さ

れている。これら3点の礫が遺構と関連する

ものかは不明である。

SK02出 土遺物 (第 59図 。図版27):第 59

図 1は底部と思われるが、器壁が薄い点が気

になる。第59図 2は外面には粗い縄文を施し

ており、内面はナデている。器壁は厚い。第

59図 1は彦崎 Z式併行の可能性が考えられ、

第59図 2は前期末～中期初頭のの上器と考ら

れる。

SK03〔 集石遺構〕 (第60図・図版28):

SK01の 東側に位置する。平面プランはほ

ぼ円形で、検出面での直径は70clll、 底面の直

径は57cm、 深さは10clllを 測る。遺構内からは

3点の角礫を確認した。角映は大半が床面か

ら浮いた状況であった。遺物は確認でき

なかった。また、遺構の時期も不明である。

監⊇る

A A'

議       止
A'A

1563m                 _

厖⊇吻石
:m

l 黒色■
        。

     _
―

川平 I遺跡 S K03実測図第60図

(S=1/30)
一-75-一

9                 1m

第58図 川平I遺跡S K02実測図 (S=1/30)

1‖靴
0                     10Cm

第59図 川平 I遺跡S K02出 土遺物実測図

道 ＼

(S=1/3)

致
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第 6章 川平 I遺跡

SK04〔 集石遺構〕 (第62図・図版28)iSK04は 崖垂

斜面下平坦部の遺構が集中する南側のほぼ中央に位置す

る。平面プランはほぼ円形で、検出面での直径は92clll、 底

面の直径85cm、 深さ16cmを測る。遺構内からは幅が40cm以

上の大きな角礫が 1点、小さな角礫が18点、合計19点の角

礫を確認した。角礫の大半は床面から浮いた状況であった。

縄文時代後期の上器が出上しているが流れ込みの可能性も

有り、遺構の時期は縄文時代後期以前であるとしかいえな

やヽ。

SK04出土遺物 (第 61図):外面には 2枚貝条痕を施し、
内面はナデている。縄文時代後期の上器と考えられる。

第61図

1 黒掲色±  。                   lm

第62図 川平 I遺跡S K04実測図 (S
=1/30)

SK05(第 64図 。図版27):SK05は 、土坑群内では最も南西側に位置し、円形の上坑と橋円

形の上坑が接触している。円形の上坑をA、 楕円形の土坑をBと すると、Aは検出面での直径70clll、

底面の直径63cm、 深さ24cmを測り、 Bは長径70clll、 短径底面の直径36clll、 深さ25clllを測る。両者の

切り合いは不明である。時期はAは遺物から縄文時代中期

獄冦な憲桑岳4aを :は

遺物が無 く不明である。また遺構

  ガ
γ

SK05A出 土遺物 (第 63図):縄文時代中期の上器と思

われる遺物が出上している。外面は縄文を施したのち軽 く
A

ナデており、内面はナデている。第63図 2は石鏃であるが、

石材は不明である。

＼

―‐
河

‐―

‐―

郎
／

0          5cm

I   止

争量糧皇☆憂ど懸志奇
少略む09       1m

第64図 川平 I遺跡S K05実測図
(S=1//30)

SK06〔 集石遺構〕 (第 65図・図版29):SK06は 崖垂斜面下平坦部の南東端に位置する。平
面プランは円形で、検出面での直径は140cm、 底面の直径は130clll、 深さは24cmを測る。遺構内から

第63図 川平 I遺跡 S K05A出土遺物実測図
(Hま S=1//3、  2は S=2//3)

i 恣
1                      ⇔   2

0                   5cm
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は幅30clll以上の角礫 8点 と、幅20clll以下の角珠 5

点、合計13点の角礫を確認した。いずれの角礫も

床面から浮いた状況であった。時期は土師器など

も出上しているが、縄文時代早期まで遡る可能性

がある。

SK06出 土遺物 (第 66図):土師器から縄文時

代早期の上器まで出上している大半が流れ込みの

遺物と考えられる。

第66図 1～ 3・ 7～ 10は遺構検出時に確認され

た検出面出上の遺物であり、第66図 5・ 6は第 1

層上層から出上した土器である。これらの遺物は

全て流れ込みと考えられる。一方、第66図 5は遺

構内の集石部分中央から出土しており、 SK06

の埋没時期に最も近い遺物と考えられる。第66図

5は外面にポジティブな楕円押型文を施してお

り、内面はナデ調整を行っている。型式は高山寺

式と考えられる。

i黒絶 土倶色ブロック給 む♪        m

第65図 川平I遺跡S K06実測図 (S=1/30)

葬委

、キ‐‐Ａ“中山［山［・‐山山山‐‐中‐ｆ中山［［中い］日

Ｍ
ヽヽヽヽ８

裕日日口川日日日日日日日日Ｈ甲
′‐′′

螂 甥

/″

・一≡ ＼

第66図 川平 I遺跡 S K06出土遺物実測図

ぐ`、 10

0                   1 0Cm

(S=1//3)

SK07・ SK08(第 54図 。図版27):SK07と SK08は 接続しており、SK08と した部

分は落とし穴 2と切り合って存在している。平面プランから円形と正方形の 2つの遺構が切 り合っ

ているものと解釈したが、土層から同一の遺構である可能性も考えられる。

SK07は 平面プランが正方形で、検出面での一辺の長さが105clll、 底面の長さが98clll、 深さは

ウ

″

″

μ

留

‐
‐

イ
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第 6章 川平 I遺跡

25cmを測る。 SK08は平面プランがほぼ円形で、直径 120clll、 底面の直径は110cm、 深さは18cmを

測る。両者とも遺構内からは遺物は出土しなかった。時期、性格ともに不明である。

SK09〔 集石遺構〕 (第 67

図・図版29):SK09は 、
SK06と SK10の 東側に

位置する。 2つの歪な長方形

の遺構が接触した遺構で、南

西側の遺構をA、 北東側の遺

構をBと する。両者の切り合

いは不明である。Aは検出面

で長径130伽、短径 105clll、 底

面の長径 120clll、 短径90clll、

深さ10cmを測る。遺構内から

は幅25釦以上の角礫が 4点、

20clll以下の角礫が 2点、合計

6点の角礫が出上した。これ

らの角礫はいずれも床面から

浮いた状況であった。遺構の

時期は出土遺物から中期前半

以前と考えられる。Bは検出

面で長径 120cm、 短径85clll、

底面の長径115硼、短径75側、

A'

A
1560m 鬱

0               1mi 賠黒掲色上 (褐色砂質ブロックを含む。)

第67図 川平I遺跡S K09実測図 (S=1/30)

深さ22clllを測る。底面の東壁側が窪んでいた。遺構内からは礫も遺物も出土しなかった。

SK09A出 土遺物 (第 68図):第 68図 3・ 5。 6は遺構埋土から出上した遺物で流れ込みの可能
性がある。一方、第68図 1・ 2・ 4は集石の下から出上しており、遺構の埋没時期に最も近い遺物

と考えられる。第68図 1は 口縁部で、外面に縄文を施文し口縁には貝殻の圧痕を施し、内面はナデ

ている。第68図 2は外面に粗い縄文を施文し軽 くナデ、内面はナデている。第68図 4は外面を板状

工具で粗くナデ、内面は板状工具でナデたのち丁寧なナデ調整を行っている。第68図 1・ 2の縄文

土器は船元式で、第68図 4は船元式に並行する土器と考えられる。

|

0                     10cm

第68図 川平I遺跡S K09A出土遺物実測図 (1～ 5は S=1/3、 6は S=2/3)
一-78-―
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SK10〔 集石遺構〕 (第 69図・図版29):SK

10は崖垂斜面下平坦部の南端、SK09の 南側

に位置する。平面プランは円形で、検出面での直

径はH7cm、 底面の直径は103cm、 深さは25cmを測

る。遺構内からは長さ40cm以上の角礫が 2点出土

した。いずれの角操も木面から浮いた状況であっ

た。床面が傾斜しているが、第 2層を遺構埋土と

誤認して掘削した可能性もある。時期は縄文時代

中期前半以前と考えられる。

SK10出 土遺物 (第 70図):第 70図 7の上師器

片は遺構検出時に出土したもので流れ込みと考え

られる。第70図 1～ 6は遺構埋土から出上したも

ので、遺構の埋没時期に最も近い遺物と考えられ

る。第70図 1・ 2は縄文土器の口縁部で船元 2式

と考えられる。第68図 1は外面には縄文地の上に

隆帯を貼付し刻目を入れ、日縁郡端を肥厚させ縄

文を施し、口縁部端の下に爪形文を施し、内面は

ナデ調整をし、日縁部端に縄文を施している。第

70図 2は外面には縄文地の上に隆帯を貼付し爪形

1 黒褐色土 (小 レキを合む。)

A'

A'

0                1m

A
1558m

文を施し、内面はナデて口縁部端には爪形文を施している。第70図 3は屈曲部で、外面には縄文を

施し、内面はナデている。第70図 4と 5は外面には 2枚貝条痕を施し、内面はナデている。第70図

6は内外面ともに 2枚貝条痕を施している。第70図 1・ 2は船元 2式、第70図 3は船元式、第70図

5・ 6は船元式に並行する土器と考えられる。

2 臨褐色砂質土 (黒色プロック(1層か
')を
含む。)

第69図 川平I遺跡S K10実測図 (S=1/30)
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0                   1 0cm

第70図 川平I遺跡S K10出土遺物実測図 (S=1/3)

SKll〔 集石遺構〕 (第 71図・図版30)iSKllは 崖垂斜面下平坦部の遺構が集中する南側の

ほぼ中央に位置する。平面プランはやや歪な円形で、検出面での直径は120clll、 底面の直径115c皿、

深さ20cmを測る。底面には円形のビットが 1個 と、橋円形のビットが 1個ある。Plは円形のビッ

トで上面の直径が12cm、 底面の直径が3cmで、深さが8cmを測る。P2は楕円形のビットで上面の長

径が32clll、 短径が10cm、 底面の長径が23clll、 短径が 5 cm、 深さが 6 clllを 測る。遺構内からは長さが

―-79-―



第 6章 川平 I遺跡

35cm以上の大きな角礫が 5点、小さな角礫が 2点、合計 7点の角礫が出上した。角礫は床面から浮

いた状況であった。遺構内から遺4/7Jは出上しておらず、時期は不明である。

SK12(第 72図):SK12は SKllの 東側に位置する。平面プランは長方形で、北側に張り
出した部分がある。遺構の規模は検出面での長さで1 15clll、 幅80clll、 底面の長さは95cm、 幅65cm、

深さ30硼を測る。遺物は出土しておらず、時期は不明である。

半 ＼

A'

A'

誌―の 楽 戸
止

蒜

玉 正 三 二 互 戸

止

A                             A'汚&°m<=要
ア三こフ
√~

1 黒褐色土 (小レキを多く含む。)0                  1m

第71図 川平 I遺跡 S Kll実測図
(S=1//30)

第72図 川平 I遺跡 S K12実 測図
(S=1//30)

SK13(第 73図):SK13は SK14・ SK15の 西側に位置する。平面プランは精円形で、
検出面での長径は100cm、 短径87側、底面の長径は95clll、 幅73clll、 深さ10clllを測る。遺物は時期不

朔の上器の細片が出土している。

SK14〔 集石遺構〕 (第 73図・図版30):SK14は 崖垂斜面下平坦部の南東、SK15の 北側短
径28釦、底面の長径は37cm、 幅19clll、 深さ5cmを測る。遺構内からは 3点の角礫が出上した。平面

プランは橋円形で、検出面での長径は122clll、 短径98cm、 底面の長径は114cm、 幅94clll、 深さ20cmを

測る。底面の西壁際に精円形に窪んだか所がある。この窪みは長径42釦である。 2点は床面直上か

ら、 1点は床面から浮いた状況で出土した。遺物は出土しておらず、時期は不明である。
SK15(第 75図 。図版30):SK15は 崖垂斜面下平坦部南東、SK14の 南側に位置する。角
丸長方形に巡る溝に、円形の張り出しが伴う遺構である。溝が巡る範囲は、溝の外側の長さがH3

cm、 幅80clllで、溝に囲まれた内側の範囲は長さが93clll、 幅55伽を測る。溝自体の幅は12cm～ 20clllで、

深さは 7 cmを測る。張り出し部は検出面で直径45clll、 底面の直径は10clll、 深さは 3 cmを測る。遺物

は石器が 1点出土した。時期は縄文時代以前と考えられる。

錐
域
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SK15出 土遺物 (第 77図):図示した石器は遺構床面の中央から出上した。横長剥片を直角三角
形に近い形に割り、薄い辺を刃部として連続剥離調整が施されている。縄文時代の遺物と考えられ

る。
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第73図 川平 I遺跡 S K13実測図
(S=1/30)
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第74図 川平 I遺跡 S K14実測図
(S=1//30)
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0                1m

第75図 川平I遺跡S K15実測図 (S=1/30)
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第 6章 川平 I遺跡

SK16(第 76図)iSK16は SK06と SK13の 中間に位置する。平面プランはほぼ円形で、

検出面での直径は90飢、底面の直径は80cm、 深さは17cmを測る。遺構内からは 1点石が出上してい

るが、地山のものと考えられる。時期は縄文時代後期以前と考えられる。

SK16出 土遺物 (第 77図):石核が埋土中から1点出土した。材質は鉄石英と考えられる。この

他にも縄文時代後期の上器の細片が出上している。

第77図 川平I遺跡S K15・ S K16出土遺物実測図 (S=2/

第 4節  2区 の遺構 と遺物

2区の概要 遺構は崖垂斜面中段から検出され、斜面上段からは検出されなかった。遺構は弥生時

代の建物跡が 2棟と、縄文時代後期の土器溜まりが 1か所確認された。

SB04(第 78図・図版26):SB04は 2区の東側の斜面下段で検出された。平面プランは床面

で、幅5.84m、 奥行き4.4m、 深さ28飩の長方形である。柱穴と思われる4つのビットは、ビット間

の距離が2.5m～2.7mを測り、Plは直径38clll、 底面径22cm、 深さ46clllで、P2は直径28clll、 底面

径22硼、深さ10cmで、P3は直径34側、底面径22cm、 深さ30clllで、P4は直径30cm、 底面径16clll、

深さ22clllを測る。壁際には幅16cm、 深さ 5 cmの壁体溝が巡っている。また、奥壁と西壁の外側には

斜めに掘り込まれた小ビットが13個伴う。これらのビットは直径が10cm前後で、底面は尖っており、

70° の角度で、10clll～ 1 5clll掘 り込まれており、垂木を差し込んだ遺構と思われる。次に、ビットか

ら奥壁までの距離を参考に、築造時のプランを推定すると、床面で、奥行きが5,6mと なり、ほぼ

正方形の平面プランであったと考えられる。遺構が廃棄された時期は出上した遺物から弥生時代中

期と考えられる。

SB04出土遺物 (第 79図):遺物は奥壁側の床面直上から出上した。第79図 1・ 2は弥生土器の

甕と思われる。どちらも列点文が施されている。また、第79図 1は内外面をナデており、第79図 2

は外面の上半をナデ、過半は粗く磨き、内面はハケメをナデ消している。第79図 3は三の頸部と思

われる。外面には断面が三角形の突帯が段状に巡っている。第79図 4は内面にハケメを薄く施して

いる。これらの上器はいずれも第Ⅲ様式に含まれるものと考えられる。

ρ 2

0                   5cm

3)
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第79図 川平 I遺跡 S B04・ S B05出 土遺物実測図 (S
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=1/3)

SB05(第 80図 。図版26)iSB05は 東側斜面の下段で検出された遺構で、SK04の東側に

隣接する。また、SB05の北東側は急斜面となっており、斜面の下には沢跡がある。

平面プランは長方形で、幅5,7m、 奥行き2.8m、 深さ24cIIlを測る。柱穴と思われる2つのビット

を伴っている。ビット間の距離は2.6mを測る。Plは直径24cm、 底面径12clll、 深さ24clllで、P2

は直径24clll、 底面径12clll、 深さ30clllを測る。壁際には幅12cm、 深さ 4 cmの壁体溝が巡っている。ビ

ットから奥壁までの距離を参考に、築造時のプランを推定すると奥行きが5,6mと なり、ほぼ正方

形の平面プランであったものと考えられる。

遺構が廃棄溶れた時期は出上した弥生土器から弥生時代中期と考えられる。SB04と の新旧関

係、もしくは併存していたのかといった点については不明である。

SB05出土遺物 (第 79図):遺物はいずれも床面直上から出上している。第79図 5は弥生土器の

甕の口縁部である。日縁端部には 2条の凹線が施されており、第Ⅲ-2様式～第Ⅳ-1様式に含ま

れるものと考えられる。第79図 6は奏か壷の胴部下半と思われる土器片である。外面にはヘラミガ

乞 黒褐色土           m

第80図 川平I遺跡S B05実測図 (S=1/60)

？

ィ

９
．

Pl   )
◎

‐
軒

槌

Ｒ
這

ｋ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

＜

事‐
。「

ゝ

茶

中

（。
つ
領
〉
輪
や
０

。
や
‘
倖
ｏ
部
う
″
″
）
＝
ｄ
哩
翌
　
Ｎ

（や
部
や
ふ
、
日
ヽ
ｄ
転
”
Ｓ
ギ
ヽ
）
引
ｄ
箪
醍
　
一

―-84-―



キを施し、内面は板状工具によるナデ調整を行っている。この上器は第Ⅲ様式～第Ⅳ様式に含まれ

るものと考えられる。

上器溜まり:土器溜まりは 2区東側の沢跡下段に位置する。この沢は長さ約24m、 幅80m前後、深

さ80clll前後で、 2区東側上段からSB05の 東側を通り下段に続いている。土器溜まりは沢跡の下

方に位置しており、主に縄文時代後期の精製土器と粗製土器が出上している。地山直上ではなく埋

土中から、重なった状況で出上した。人為的なものか流れ込みかは不明である。

土器溜まり出土遺物 (第 31図～第85図):精製土器から土器間の共通点を中心に記述する。精製土

器は第81図 1～ 3・ 5、 第82図である。第82図 1・ 3は内外面を研磨し、外面には 2本の並行する

凹線で文様を描く′点が共通している。第82図 4は 2本の凹線で文様を描いているかは不朔だが、研

磨地に凹線で模様を描く′点、文様の端部が蕨手状に曲がる′点は第82図 1・ 3と共通している。これ

らの型式的な位置は、磨消縄文ではないので福田K2式ではないが、第82図 3の文様が福田K2式

と共通するので、福田K2式に並行する土器と考えられる。第81図 1と 5は浅鉢で、内外面を研磨

する点と、日縁部の屈曲する形が共通する。第82図 2も 口縁端部と胴部に装飾があるが、器形と内

外面の調整は同じである。第81図 2、 第82図 6・ 7は型式不明だが縄文時代後期の上器と考えられ

る。第82図 2も型式不切だが、縄文時代後期の上器かは判らない。

第81図 4、 第83図～第85図までは粗製深鉢である。第83図 1・ 4、 第84図 1～ 3、 第85図 1～ 3

はA類、第83図 2・ 3が C類。 (粗製深鉢の分類は本章93頁を参照)

/1

第81図 川平 I遺跡土器溜まり出土遺物実測図① (S=1/3)
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第84図 川平I遣跡土器溜まり出土遺物実測図④ (S=1/3)
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第 5節 遺構に伴わない遺物 (第86図～第 97図 )

遺構外出土遺物の大半は黒色土層中から出土した。この黒色土層は先述したように再堆積層で、

須恵器の隣から縄文土器が出土するという状態であり、遺物の層位的な分類はできなかった。従っ

て主に型式的な分類を記述する。また範囲確認調査で出上した遺物も同時に記述する。

縄文土器 (1):川平 I遺跡からは縄文土器、林生土器、土師器、須恵器が出土しているが、縄文土

器の出土量が最も多い。時期は大きく見れば早期から晩期まで継続して出土している。

早期 (第 86図 1～ 9、 第87図 1、 第38図 1、 第90図 1～ 10、 第93図 1):黄島式と高山寺式が出土

している。主にA5と B6地点から出上した。また前述のように、SX01硬化面下 (A4地点)
からは多量に出上した。出土量は高山寺式が多い。

黄島式とした土器は第87図 1、 第88図 1、 第90図 1・ 4、 第93図 1である。第87図 1と第88図 1

は山形文で、第90図 1・ 4、 第93図 1は橋円文である。土器の内面はどれも丁寧にナデられている。

器壁は薄く焼成は良好である。

高山寺式とした土器は第86図 1～ 9、 第90図 2・ 3・ 5～ 10である。第86図 1～ 9、 第90図 2・

5・ 7・ 10は精円文、第90図 3・ 6・ 8・ 9は菱形文である。これら高山寺式とした土器の胎土に

は繊維が混入されている。大半のものは内面がやや粗くナデられているが、第86図 6は内面に板状

工具の痕跡が残り、第86図 8は縦方向に強くナデた痕跡がある。高山寺式は総じて器壁が厚く焼成

が悪い。

前期 (第 86図 16・ 18～ 20、 第88図 8。 16・ 24、 第92図 14・ 15、 第90図 25・ 26、 第93図 2～ 5):西

川津B式、磯ノ森式、月崎下層式併行、里木 1式、大蔵山式併行の上器が出土している。いずれも

出土数は少ない。

西川津B式 とした土器は第93図 2である。内外面とも2枚貝条痕を施し、外面には細い隆帯を貼

り付けている。

磯ノ森式とした土器は第86図 18・ 19である。 2′点とも沈線の間に爪形文を施文している。また、

第86図 19は 口縁部であるが、端部には刻目を施している。

月崎下層式併行とした土器は第86図 16と第88図 8である。第86図 16は内外面ともナデ調整で、外

面には隆帯と隆帯に沿う形で刺突文がある。器壁が薄いため刺突されたか所は内側が盛り上がって

いる。第88図 8は内外面に条痕を施し、外面には粘土紐を貼り付けている。

彦崎Z2式は第86図 20、 第92図 14・ 15である。第86図 20、 第92図 14は、縄文地に隆帯を貼り付け

その上に条痕を施している。第92図 15は、縄文地に隆帯を貼り付けその上に貝殻で施文をしている。

大歳山式とした土器は第90図 25・ 26、 第93図 3～ 5である。いずれも縄文地に細い隆帯を貼り付

け、その上に爪形文を施文している。また、第88図 16は縄文地に隆帯、押し引き、凹線で装飾し、

器壁は厚く、焼成が良い土器で、口縁部を肥厚させていない点、日縁部内面に装飾を持たない点、

隆帯に刺突がない点から大歳山式でないが、縄文地である点、隆帯がある点、押し引きを施す点は

前期の上器であり、大歳山式に併行するものと考えられる。

中期 (第 86図 17・ 21～ 24、 第87図 3・ 6、 第88図 6・ 18～ 23・ 25～ 30、 第89図 16、 第90図 17～ 19・

23・ 24。 28、 第92図 1～ 12・ 17・ 24～ 26、 第93図 6～ 12):船元 1式、船元 2式、波子式、船元 3

式、船元 4式、船元 4式～里木 2式、里木 3式が出土した。このうち、船元系の上器が最も多く出

土した。
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船元 1式 とした土器は第87図 3、 第88図 18・ 20・ 25・ 27・ 29、 第90図 18・ 23、 第92図 3・ 6・ 7

・12、 第93図 8である。このうち第87図 3、 第88図 27、 第90図 28、 第92図 6・ 7、 第93図 8は波状

の口縁部で、特に第87図 3、 第90図 28は 口縁突起部が環状になっている。

船元 2式 とした土器は第86図 17・ 23、 第38図 21～ 23・ 26・ 28、 第90図 17・ 24、 第92図 1・ 2・ 9

・24・ 25である。平縁ばかりで、波状口縁は見つかっていない。

船元 3式 とした土器は第90図 19、 第92図 26、 第93図 6である。第90図 19は 目の細かい縄文地に連

弧文を描いている。やや内反しており、顕部付近ではないかと思われる。

船元 4式 とした土器は第87図 6、 第93図 7である。第87図 6は頸部と思われる土器片で、粗い縄

文地に斜行沈線を施している。第93図 7も頸部と思われる破片で、内面には屈曲部の上に縄文が施

文されている。

その他に、第86図 22、 第88図 6・ 12・ 19・ 24・ 30、 第89図 16、 第92図 4・ 5。 8・ 10。 11・ 17は

型式は不明だが船元系の上器と思われる。

船元 4式～里木 2式とした土器は第93図 9～ 12である。これらの上器は船元 4式か里木 2式かの

判別ができないものである。

波子式とした土器は第86図24で、外面に縄文を施し、特徴的な上げ底の底部となっている。

里木 3式 とした土器は第86図 21である。外面に縄文地を残しつつ、 2枚貝条痕を施している。

後期 (第 86図 10。 11・ 13、 第87図 2・ 5。 8・ 9、 第88図 7・ 10。 31・ 32・ 35～ 37、 第89図 1、 第

92図 20～ 23・ 35～ 37、 第93図 13～ 15):中津式、福田K2式、布勢式、津雲A式、彦崎Kl式、四

元式、彦崎K2式、元住吉山 1式、宮滝式が出土している。特に、中津式～福田K2式が多く出土

してヤヽる。

中津式とした土器は第87図 2・ 8。 9、 第88図 35である。これらは福田K2式の可能性もあるが、

凹線が 2本であること、凹線が太いこと、縄文の部分が広いことから中津式とした。

福田K2式 とした土器は第92図 22・ 23である。第92図 22・ 23共に口縁部であるが、第92図 22は肥

厚した日縁部に 2条の四線を引いた磨消縄文で、第92図23は薄い口縁部に 3条の凹線を引いた磨消

縄文となっている。

布勢式とした土器は第92図 35～ 37である。第92図 35・ 36は研磨した地に凹線で文様を描いている。

また、第92図 36は リング状の口縁部と思われる。第92図37は 2か所の突起がある口縁部で、この突

起には刺突文が施されている。また日縁端部には 1条の凹線が引かれ、凹線から内外両面に向かっ

て刻目が施されている。

崎ヶ鼻式とした土器は第92図 21、 第93図 14である。第92図21は 口縁内外面に縄文を施し、口縁端

部に 1条の大い凹線を引いている。第93図 14は 口縁端部にも凹線で施文をしている。

彦崎Kl式 とした土器は第89図 1、 第92図 20・ 33・ 34である。第89図 1は突出部に縄文を施し、

突出部の上側に凹線を引いている。第92図20は 口縁端部を拡張して縄文を施している。第92図 33・

34は彦崎Kl式に併行する浅鉢と考えられ、いずれも屈曲部外面にヘラ状工具で大きな刻目を入れ

ている。

彦崎K2式とした土器は第86図 10・ 11・ 13、 第88図 7、 31、 37、 第93図 13である。第86図 10・ 11

・13は 内外面を研磨し、口縁端部内側に刻目を施すものである。第88図 7は浅鉢で、屈曲部に 2条

の沈線を施し、その内側には擬縄文を施している。第88図31は 口縁部で 2条の沈線の間に擬縄文を
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施している。第88図 37は肩部と思われる破片で、屈曲部に凹線を施し、やや下に押し引き沈線を施

す。凹線と押し引き沈線の間には擬縄文を施し、その上に鎖状の撚糸文を施している。この上器は

彦崎K2式 とは異なるが、凹線・沈線の間に擬縄文を施していることから、彦崎K2式に併行する

ものと考えた。第93図 13は肥厚した口縁部付近の破片と思われるが、凹線の間に細かい縄文を施文

している。

彦崎Kl式～K2式に併行するとした土器は、第92図 31、 第93図 15である。第93図 15は 日縁部外
面上端に 2枚貝の腹縁で施文し、その下には内部に沈線を引き、沈線内に刺突文を施している。第

92図31は 口縁の外側に粘土帯を貼り付けて肥厚させ、内面を研磨し、外面をナデている。

四元式とした土器は第88図 32である。外面には 4本の凹線が引かれ、日の細かい縄文が施文され

ている。口縁端部外面には縄文原体の端を確認できる。

元住吉山 1式 とした土器は第87図 5、 第88図 36である。第87図 5は波状口の上器で内外面に研磨

を施している。口縁部外面には縄文を施し、その上に 2本の凹線を引いている。胴部には焼成後に

穿孔が行われている。第88図 36も土器の口縁部で、口縁部外面には縄文を施し、その上に 2本の凹

線を引いている。

宮滝式とした土器は第88図 10である。内面には 2枚貝条痕を施し、外面には研磨した上に幅広い

凹線を施している。

晩期 (第39図 1・ 6、 第86図 12・ 14・ 15、 第87図 7・ 10、 第38図 2～ 5・ 9。 11・ 13～ 15・ 17・ 38、

第89図 2～ 4。 10～ 13・ 17、 第90図 16・ 20。 27、 第92図 18・ 19。 28～ 30、 第93図 16～ 18):晩期の

上器は岩田 4類、滋賀里 3a式、篠原式、谷尻式、前池式、沢田式、時期不明の粗製深鉢が出上し

ている。このうち粗製深鉢が最も多く出上しいる。また、粗製深鉢は川平 I遺跡のなかで最も多く

出上した遺物である。

滋賀里 3a式 としたものは第88図 38、 第89図 2である。第88図 38は波状口縁の波頭部分で、三角

形を呈し、内外面ともナデ、端部に幅の広い刻目を入れている。第89図 2は 口縁部で、突起部分の

縄文が窪み、日縁端部外面に刻目が入る。内外面ともナデ調整である。

篠原式としたものは第88図 9である。内面には 2枚貝条痕を施す。外面は日縁端部に刻目を施し、

上半の内反する部分は丁寧なナデ調整を行い、屈曲部に竹管による長さ 2 cmの連続する凹線を施し、

下半は板状工具で粗 くナデつけている。

谷尻式としたものは第89図 17、 第92図 28である。第89図 17は内外両面とも研磨しており、外面に

はV字状の隆帯が付いている。第92図 28は 口縁端部に刻目を入れ、外面にはナデ調整の上に重弧文

を描いている。

孔列土器としたものは、第39図 1、 第88図 H・ 13・ 14・ 15・ 17である。板屋Ⅲ遺跡での分類 (2)

に従えば、第39図 1、 第88図 14はプライマリーな孔列土器に近い I類、第88図 H。 13は押し引き刺

突を行うI類、第88図 15・ 17は 口唇に接して施文するⅢ類となる。これらの孔列土器は谷尻式に併

行する土器で、奥出雲では頓原町の板屋Ⅲ遺跡と森遺跡から出上している。

精製浅鉢のうち、口縁部がくの字状に屈曲しないものは、岩田 4類～滋賀里 3a式に併行する土

器とした。第39図 6、 第86図 12、 第87図 7、 第89図 10・ 11・ 13、 第90図 16、 第93図 16。 17がそれに当

たる。第86図 12、 第89図 13は 口縁端部内外面に沈線入り段が付 く。第89図 12は 口縁端部内外面に強

いナデが入り段が付く。第89図 11は 口縁部外面に凹線が入り段が付 く。第90図 16は 口縁端部内側に
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押し引きの刺突を残す沈線を引いている。第93図 16は橿原文様を施文している。第93図 17は波状口

縁で、外面の口縁部上端下と屈曲部に沈線を引き、内面には上端に 2本の沈線を引き、屈曲部に 1

本の沈線を引いている。

篠原式～谷尻式としたものは第88図 4、 第92図 29・ 30である。いずれも口縁端部に刻目を入れて

いる。第88図 4、 第92図 29は 内外面ともにナデ調整で、第92図 30は外面を板状工具で粗くナデ調整

し、内面を丁寧にナデている。また、第88図 4は外面に沈線で施文をしている。

精製浅鉢のうち、日縁部がくの字に屈曲するものは前池式～突帯文土器終末に併行するものとし

た。第89図 3・ 4・ 12がそれに当たる。

沢田式～突帯文土器終末とした土器は、第87図 10は浅鉢の底部と思われる土器で、平底で内外面

ともに研磨している。

刻目突帯文土器のうち、日縁端部と口縁部突帯に刻目があるものと、口縁部突帯のみに刻目があ

るものを前池式～沢田式併行の上器とした。日縁端部と口縁部突帯に刻目があるものは第86図 15、

第88図 2・ 5、 第90図 27、 第92図 18、 第93図 18で、口縁部突帯のみに刻目があるものは第86図 14、

第88図 3、 第92図 19である。このうち第90図 27は刻目を貝殻の復縁で施文し、口縁端部と突帯端部

には貝殻の付け根の部分で施文している。

この他に晩期の精製土器としては、第89図 5～ 10'14、 第90図 20がある。

粗製深鉢 :後・晩期の粗製深鉢は外面の調整からA～ Dの 4種類に分類できる。

A類 (第39図 3・ 4、 第87図 4、 第89図 21、 第90図 11～ 13・ 15):外面を板状工具でナデ調整を行

うものである。最も出土数が多い種類である。また、A類にはクリームをナデつけた様な凹凸が激

しいタイプと、凹凸の少ないヘラケズリ状のタイプと、使用された工具の幅が狭 く粗いミガキに見

えるタイプがある。凹凸の激しいタイプの出土数が多い。

B類 (第39図 2、 第90図 14):外面に二枚貝条痕を施す粗製深鉢である。本遺跡では出土数の多い

種類である。

C類 (第39図 5、 第87図 4、 第88図 39、 第89図 18～20):外面にナデ調整を施すものである。本遺

跡では出土数の多い種類である。

特徴的な型式不明の縄文土器 (第 90図 21、 第92図 13、 第93図 19。 20):第 90図 21は刺突と凹線で装

飾された口縁部の破片である。内外面ともにナデ調整を行い、口縁端部には 2列の刺突を施し、や

や肥厚させた口縁部の外面に凹線で螺旋の 3重円を描き、日縁部下に山形文を描き、次に 2列の刺

突を施している。型式は不明で、時期も早期と中期の可能性が考えられる。第92図 13は 口縁部付近

の破片と思われる土器で、外面には 2列の刺突で装飾が行われている。文様、胎上、色調が第90図

21に近く同一の型式と思われる。第93図 19・ 20は同じ型式の上器と思われる。外面には粗い縄文を

押圧し内面をナデている。縄文の装飾を施すことから時期は中期と考えられる。

弥生土器 (3):弥生土器は前期から後期まで出上している。

前期 (第91図 1・ 2):第 91図 1・ 2は第 I様式の壷形土器と思われる。第91図 1は 5条以上の沈

線の下に 2条の沈線で重弧文を描いている。内面はナデ調整を行っている。第91図 2は 4条以上の

沈線の下に 3条以上の沈線で重弧文を描いている。内面はナデ調整を行っている。

前期もしくは中期 (第 39図 8・ 9、 第89図 22・ 23、 第91図 3):前期か中期かの判断がつかないも

のを前期もしくは中期の上器としてまとめた。第89図 22・ 23、 第91図 3は甕形土器である。 I-4
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第 6章 川平 I遺跡

様式かI-1様式と思われる。第89図22は頸部に10条のヘラ書き沈線を描きその下に2列の刺突文
を入れている。また、日縁端部に亥J目 を施し、口縁部内面に刺突文を巡らす。第89図23は頸部に 9

条以上の幅広のヘラ書き沈線を巡らせ、日縁端部に刻目を入れる。第91図 3は 8条以上のヘラ書き

沈線を巡らせ、口縁端部に刻目を入れる。第39図 8・ 9は土器の底郡で前期か中期か判らない。厚

めの平底となっている。

中期 (第 39図 7、 第87図 18、 第90図 22、 第91図 7～ 9・ 12、 第93図 21):第 91図 9'12、 第93図 21

は第Ⅲ様式の上器と思われる。第91図 9は壷形土器で、外面には上から順に、刻目のある頸部突帯、

7列の刺突文、横方向への強いナデ、縦方向のハケメ、横方向への強いナデ、縦方向のハケメと装

飾を施している。内面はナデ調整である。第91図 12は壷形土器の肩部と思われる。外面はハ打メの

地を沈線で区分し、斜めの刺突を行い、円形の粘土板を貼り付けている。第93図21は壷形土器の口

縁部で、端部と上面に凹線が施文されている。第39図 7と第91図 7は甕形土器でⅣ-1様式と思わ

れる。第39図 7は 日縁部に2条の凹線を巡らし、胴部外面にはハケメの上に刺突文を施し、内面は

ハ打メを施している。第91図 7は 日縁部に2条の凹線を巡らし、顕部には粘土帯を貼り付け刻目を

施し、内外面ともにハケメ調整を行っている。第87図 18は甕形土器でⅣ-2様式と思われる。日縁

部には 3条の凹線を巡らせ、顕部には粘土帯を貼り付け刻目を施す。外面はハケメ調整を行い、内

面は口縁部は頸部以下にケズリ調整を行っている。第91図 8は甕形もしくは壷形土器で、塩町式あ

るいは塩町式系の上器である。外面はナデ調整を行った地に 4条の沈線を引き、ヘラ状工具で刺突

を行っている。第Ⅳ様式に併行するものであろう。第90図 22は 5本以上の凹線と刺突文のある破片

で第Ⅳ様式の土器としか判らない。

中期～後期 (第39図 10、 第87図 12～ 14、 第89図32～ 36、 第91図 6・ 10・ 11・ 13):中期か後期かの

判断がつかないものをまとめた。第91図 10・ Hは高外で、第Ⅳ様式か第V様式と思われる。第91図

10は外部外面はミガキ調整をし、外部と脚部の境界には凹線を巡らしている。また内面には充填円

盤の剥離した痕跡が確認できる。第91図 11は 口縁端部を拡張し3条の凹線を巡らしている。また口

縁端部には刻目を持つ。調整は外面ではハケメの後にミガキを施し、内面はハケメの後ナデている。

第39図 10、 第87図 12～ 14、 第89図 32～ 36、 第91図 6・ 13は底部で中期か後期か判らない。器壁の薄

い平底である。

後期 :(第39図 H。 12、 第86図 25～ 27、 第87図 H・ 15～ 17、 第89図24～ 28・ 30・ 31、 第91図 4、 第

92図27):第 39図 12、 第86図 25。 26、 第87図 15～ 17、 第89図 24～ 28・ 31は V様式前半と思われる。

第39図 12、 第87図 16、 第89図 27、 第91図 4は 口縁部がほぼ垂直に拡張し、凹線文が施され、内面は

顕部以下にケズリ調整が施されている。第87図 17、 第89図 25は 日縁部がほぼ垂直に拡張し、凹線を

施さず、内面は顕部以下にケズリ調整が施されている。第89図 26・ 28は内傾した口縁部に凹線を施

し、内面は頸部以下にケズリ調整が施されている。第86図 25。 26は内傾した口縁部に凹線を施さず、

内面は頸部以下にケズリ調整が施されている。第89図 24はほぼ垂直に拡張し、口縁部外面と肩部に

施文している。第89図 31は壷形土器である。日縁部を垂直に拡張し、日縁部下方には焼成後に穿孔

を行っている。内外面ともナデ調整を施している。第39図 11、 第86図 27、 第87図 11、 第89図 30は大

木式と思われる。第39図 H、 第86図 27、 第89図 30、 第91図 4は 口縁部で、口縁端部が外側に折れ、

内面は頸部以下にケズリ調整が施されている。第87図 Hは底部で、平底と丸底の中間のいわゆるレ

ンズ状の底となっている。内面はハケメ調整が施されている。第92図 27は後期の甕形土器の口縁部
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と思われるが、型式は判らない。顕部に焼成後に穿孔を行っている。

土師器 (第 39図 14、 第87図 19'20、 第89図 29、 37、 第93図 22・ 23、 第94図 1):土師器は小谷式、

大東式、須恵器併行期の上師器が出土している。第87図 19・ 20は小谷式の器台である。どちらも内

面をヘラケズリの後にナデ調整を行っていることから、器受部と思われる。また外面もナデ調整を

行っている。第93図 22は小谷式の壷形土器である。口縁部外面には僅かに擬凹線の痕跡を残す。第

89図29は大東式と思われる。日縁部はやや外傾し内外面ともナデ調整を行っている。第39図 14、 第

89図 37、 第93図 23、 第94図 1は須恵器併行期の上師器と思われる。いずれも胴部の外面にはハケメ

を施し、内面は顕郡以下にケズリ調整が施されている。ハケメの幅から第89図 37と第94図 1が搬入

品で、第93図 23が在来の上器ではないかと考えられる。

須恵器 (第39図 13、 第91図 14、 第94図 2・ 3):第 94図 2は芥蓋で、時期は 7C前半と思われる。

第39図 13、 第91図 14、 第94図 3は外身で、時期は第91図 14は 6C後半、第37図 13と第94図 3が 7C

前半と思われる。この他にも甕片が出上している。

時期不明の遺物 (第 39図 15):第39図 15は土製品であるが時期 。種類ともに判らない。

石器 (第 94図):第 94図 5は縄文時代の磨製石斧である。淡緑色の推積岩製で刃部が斜めになって

いる。第94図 4は撥形の安山岩製扁平打製石斧である。小形の石斧で使用痕か装着による摩滅か、

あるいは土中での摩擦によるものかは不明であるが、腹・背両面に摩滅したか所がある。

第94図 6～ 22は石鏃で、安山岩製、黒曜石製、鉄石英製のものがある。基部は凹基式のものばか

りである。第94図 23は結晶片岩と思われる石材を使用した、局部異形磨製石器である。陵がなめら

かになる程度に軽 く全面が研磨されている。これは押型文土器に伴う石器として知られている。

第94図 24・ 25はスクレイパーで、第94図24は黒躍石製、第94図 25は安産岩製である。共に一辺の

みを一方向から刃部加工をしている。第94図26は安山岩製のスクレイパーである。縦長剥片を使用

しており、両側面に刃部加工を施し、先端部は研磨している。先端部が刃部加工の後に研磨された

ものか、刃部加工をせずに研磨されたものかは不明である。時期は、縄文時代の石器と思われるが

類例が無いため、不明である。

第94図27は結晶片岩様緑色岩製の勾玉である。翡翠と見まがう石材を使用している。両側穿子しの

勾玉で周辺からは縄文時代後・晩期の上器が多く出上しており、その時代の遺物の可能性が高い。

第10章で述べられているように、結晶片岩様緑色岩製品の島根県内での類例には、美濃郡匹見町の

ヨレ遺跡から出上した勾玉と管玉がある。

石錘 (第 95図～第97図 ):206点もの石錘が出上した。特にB5で 78点、C5で 48点 も出上してお

り崖垂斜面の平坦部西側から集中して出上したと言える。石錘の大半は両端を打ち欠くタイプで、

切れ込みを入れるタイプは3′ミしか確認できなかった。また、第 7章第 3節で述べるが、重量で大

きくS、 M、 L、 Oの 4種類に分かれる。

上記した石器の他にも川原石を利用した磨石、敲石が出上している。また、安山岩、黒曜石、鉄

石英のフレイクとチップも出土している。これらフレイクとチップは主に 1区のB5区に集中して

いる。時期は不明であるが付近に石器制作場が存在していたと思われる。
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第 6章 川平 I遺跡

第 9表 川平 I遺跡出土フレイク・チップの量
A5 B5 B6

黒躍石 79,49g 198.22g 5.71g

安山岩 45.80g 0.09g

鉄石英 2.44g

註

(1)縄文土器の分類には以下の文献を参考とした。

島根県教育委員会『板屋Ⅲ遺跡』志津見ダム建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書 5 1998

島根県教育委員会『下山遺跡 (2)』 志津見ダム建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書12 2002

小林達雄 編『縄文土器大観 1』 小学館 1989
小林達雄 編『縄文土器大観 2』 小学館 1988
小林達雄 編『縄文土器大観 3』 小学館 1988
小林達雄 編『縄文土器大観 4』 小学館 1989
戸沢充則 編『縄文時代研究辞典』東京堂出版 1994
大川清、鈴木公雄、工楽善通 編『日本土器辞典』雄山閣 1996
(2)片岡宏二「島根県出上の孔列土器について一板屋Ⅲ遺跡出上の孔列土器を中心にして」『板屋Ш遺跡』志津見ダム

建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告善 5 島根県荻育委員会 1998
(3)弥生土器の分類は以下の文献を参考とした。

松本岩雄「出雲 隠岐地域」『弥生土器の様式と編年 一山陽 山陰編―』木耳社 1992

第 6節 小結

縄文時代 :遺構は 1区で落とし穴 2個、土坑16基、 2区で土器溜まりを 1か所確認した。縄文土器

は早期～晩期まで確認でき、石器は石錘、石鏃、敲石、磨石、局部磨製異形石器などを確認した。

特に押型文土器の発見により、これまで木次町、仁多町で最古の土器型式とされてきた下鴨倉遺跡

出上の羽島下層 3式から大きく遡り、今後の尾原ダム予定地内の発掘調査において、どこまで時代

が遡る可能性があるかの目安ができたといえる。また、川平 I遺跡では羽島下層式が確認されてい

ないが、下鴨倉遺跡では羽島下層 3式が確認されている。今後、羽島下層式が発見されれば、この

地域での人間の動きを知る上で重要な発見となろう。

弥生時代 :2区では 2棟の建物跡を確認した。 SB04が 第Ⅲ様式、SB05が 第Ⅲ様式～第Ⅳ様

式となっている。特にSB04で は壁体溝の外側に垂木を差し込んだ小ビット群を確認した。これ

は奥出雲の建築史上重要な発見と言える。また付近の垣ノ内遺跡は斐伊川支流の下布施川に隣接す

る中期後葉の集落遺跡であるが、 SB04は 一つ古い集落の存在を証明し、斐伊川本流沿いにも集

落が展開する予察となった。現時点では斐伊川本流から垣ノ内遺跡への移動がなされたのか、本流

沿いに集落を存続させつつ垣ノ内遺跡へ拡張がなされたかは不明である。今後の調査に期待したい。

古墳時代 :遺構は 1区で建物跡を 3棟 と硬化面を 1か所確認した。時期はSB01が 6C前半、 S

B02が 大東式期、SB03が 小谷式期と異なる。硬化面は小谷式期である。これらのうち特に興

味深いのはSB02と SB03で ある。上層観察からも、出土遺物からも、SB02が 古 く、 SB

03が新しいと考えられる。型式は連続しており、 SB02を 廃棄してSB03を 築造したと考え

られる。遺構の形状はSB02が 円形で、 SB03が 方形である。時期と遺構の形状の関連性がど

こまで普遍できるかは不明だが、小谷式と円形加工段、大東式と方形加工段という関係を、一つの

データとして得ることができたといえる。川平 I遺跡で示された時期と加工段の形状との関連性が、

川平 I遺跡内で完結するものか、範囲を広げるものなのかは、今後の調査に期待したい。
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第 10表 川平 I遺跡出土土器類観察表
版
弓
図
番 出土地点 出上属位 種 類 器 極

率
ケ
存
％
残
く 法■ (c口 ) 調整 技法 色調 焼成 形式 備  考

39-1 トレンチ42 縄文土器 器高  35
デ
いア

ナ
ナ

面
面
外
内

画
面
成

外
内
焼

乳褐色
乳褐色
良好

孔列土器
I類

39-2 トレンチ42 縄文上器 器高  72 外面
:二枚只条戻

内面 :ナ デ ニ枚貝条痕
色
色
掲
褐
好

赤
淡
良

画
面
成

外
内
焼

粗製 B

39-3 トレンチ37 縄文土器 深鉢 ? 器高  75 外面 :ナ デ
内面 :ナ デ

色
色
好

褐
褐
良

面
面
成

外
内
脆

粗製A

39-4 トレンチ 9 縄文土器 器高  72 外面
:板状I具によるナデ

内面 :ナデ

面
面
成

外
内
焼

淡褐色
茨褐色
良好

粗製A

39-5 トレンチ9 縄文土器 器高  85 外面
:板状工兵によるナデ

内面 :ナ デ

色
色
褐
褐
好

黒
淡
良

面
面
成

外
内
焼

粗製 D

39-6 トレンチ42 灰褐色土
層

縄文土器 浅鉢 4
径
高
口
器

画
面
外
内
ナデ
ナデ

キ
キ
ガ
ガ

外面 :黒褐色
内面 :暗褐色
焼成 :良好

岩田 4類
～滋賀里
3a併行

39-7 トレンチ14 弥生土器 甕
口径  144
器高  102

外面 :ナデ 凧1毛 ロア1点文
内面 :ナ デ 刷毛 目

色
色
褐
白
好

淡
乳
良

面
面
成

外
内
焼

Ⅳ-1 外面に煤付着

39-8 トレンチ42 灰褐色土
層

弥生土器 黄or甕
径
高
底
器

外面 :ナデ
内面 :ナ デ

外面 :淡赤褐色
内面 :淡赤褐色
焼成 :良好

内面底部以外黒色化
している

39-9 トレンチ42 弥生土器 壷or甕
径
高
底
器

外面 :ナ デ 刷毛 日
内面 :ナ デ 刷毛 目

外面 :淡赤褐色
内面 :淡赤褐色
焼成 :良好

外面に煤付着

39-10 35 トレンチ28 黒色土層 弥生土器 重or甕
底径  58
器高  28

外面 :ナ デ ミガキ
内面 :摩滅のため不明

色
色
褐
褐
好

黒
黒
良

面
面
成

外
内
焼

39-■ トレンチ50 黒色土層 弥生土器 甕 8
径
高
口
器

面
面
外
内
ナデ
ナデ ケズリ

色
色
白
褐
好

乳
乳
良

面
面
成

外
内
焼

大木式

39-12 トレンチ23 黒色土層 土師器 甕
口径  171
器高  51

外面 :ナデ 刷毛目
内面 :ナ デ ケズリ

色
色
褐
褐
好

乳
淡
良

面
面
成

外
内
焼

V-1

39-13 トレンチ14 須恵器 不身
径
高
日
器

外面 回転ヨコナデ
転ヘラケズリ
回転ヨヨナデ

回

内面 ナデ

面
面
成

外
内
焼

背灰色
青灰色
良好

4期 外面に灰がかかった
様子

39-14 トレンチ14 土師器 変 14
口径  223
器高  95

外面 :ナデ 刷毛目
内面 :ナデ ケズリ

外面 〔乳白色
内面 :乳白色
焼成 :良好

須恵器併
行

39-15 トレンチ37 土製品
高さ
幅
長さ

外面 :淡赤褐色
焼成 :良好

43-1 S B01 床面 土師器 甕
頸部径 202
器高  25

外面 !ナデ 刷毛 目
内面 :ケ ズリ

外面 :淡褐色
内面 :淡赤褐色
焼成 :良好

黒斑あり

43-2 S B01 床面 土師器 密 13
胴部径 300
器高  162

外面 :刷毛目
内面 :ケ ズリ

外面 !淡褐色
内面 :淡褐色
焼成 :良好

内外面に煤付着

43-3 S B01 床面 土師器 獲 17 頸部径 309
器高  232

外面 :刷毛 目
内面 iケ ズリ

外面 :暗褐色
内面 :暗褐色
焼成 :良好

43-4 S B01 床面 須恵器 杯蓋 器高  16 外面
:回転ヘラケズリ

内面 :ナ デ

外面 :灰色
内面 :灰白色
焼成 :竪級

2  3期

43-5 S B01 床面 須恵器 杯 蓋 器高  15 外面
:回転ヘラケズリ

内面 :ナ デ

色
色
自
白
級

灰
灰
堅

面
面
成

外
内
焼

2期

47-1 S B02 16層 弥生土器 甕
径
高
口
器 偽圏:拝 ケズリ

面
面
成

外
内
焼

淡褐色
淡褐色
良好

九重式 外面に煤付着

47-2 S B02 床 面 土師器 甕
日径
器高

外面 :ナ デ 刷毛目
内面 :ナ デ ケズリ

外面 :淡赤褐色
内面 :淡赤褐色
焼成 :良好

草田 5

47-3 S B02 床 面 土師器 斐
径
高
口
器

面
面
外
内
ナデ 刷毛目
すデ ケズリ

外面 :淡褐色
内面 :淡褐色
焼成 :良好

小谷式 内外面に煤付着

47-4 S B02 床面 土師器 鼓形器台
径
高
口
器
20 8
76
外面 :ナ デ 刷毛 目
内面 :ナ デ ケズリ

外面 :乳褐色
内面 :淡褐色
焼成 :良好

小谷式

49-1 S B03 床面 土師器 甕
口径  162
器高  79

外面 :ナ デ 用1毛 目
内面 :刷毛 目 指頭圧痕

ケズリ

色
色
褐
褐
好

淡
乳
良

面
面
成

外
内
焼

大東式

49-2 S B03 床面 土師器 甕
径
高
口
器

外面 :ナデ
内面 :ナデ ケズリ

外面 :乳褐色
内面 :乳褐色
焼成 〔良好

大東式
外面にやや赤色がカ
ったところあり

51-1 S X01 床面 上師器 鍵
径
高
口
器

外面 :ナ デ 刷毛目
内面 :ナ デ ケズリ

外面 :▼し自色
内面 :乳白色
焼成 :良好

小谷式

51-2 S X01 黒色上層 土師器 空
径
高
口
器

外面 :ナ デ 吊1毛 目
内面 iナ デ ケズリ

外面 :乳白包
内面 :乳白色
焼成 :良好

小谷式 内面に絞 り痕あり
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挿図番号
放
号
凶
器 日I土地点 出土層位 種 類 器 種

残存率
(%) 法量 (釦 ) 調整 枝法 色調 脱成 形式 備  考

51-3 S X01 床面 土師器 高杯
径
高
底
器

ズケ
毛
デ
ロ

刷
ナ
毛

面
面
外
内

外面 :黄橙灰色
内面 :黄掻灰色
暁成 :良好

小谷式 内面に絞 り狼あ ,

51-4 S X01 床面 土師器 一霊
口径
器高

面
面
外
内
刷毛目
ナデ ケズリ

外面 :淡黄灰色
内面 :淡黄灰色
焼成 :良 好

小谷式

51-5 S X01 床面 土師器 甕
口径
器高

外面 :ナデ 刷毛目
内面 :ナデ 刷毛目

色
色
褐
褐
好

淡
灰
良

面
面
成

外
内
焼

小谷式 外面に煤付着

51-6 S X01
下層

1層 縄文土器 器高
外面 :精円押型文
内面 :ナデ

外面 :乳褐色
内面 :黄褐色
焼成 :良好

高山寺式

51-7 S X01
下層

1層 縄文土器 器高
外面 :捕円押型文
内面 :摩減のため不明

外面 :淡赤褐色
内面 :女褐色
焼成 :良 好

高山寺式

51-8 S X01
下層

1層 縄文土器 器高
外面 :橋円押型文
内面 :ナデ

外面 !淡赤褐色
内面 :黄褐色
焼成 :良好

高山寺式

51-9 S X01
下層

1層 縄文土器 器高  75 外面 :楕円押型文
内面 :摩滅のため不明

色
色
褐
褐
好

乳
黄
良

面
面
成

外
内
焼

高山寺式

51-10 37 S X01
下層

1層 縄文土器 器高  103 外面 :楕円押型文
内面 :ナデ

外面 :乳褐色
内面 :黄褐色
焼成 :良好

高山寺式

51-H 37 S X01
下層

1層 縄文土器 器高  51 外面 :楕円押型文
内面 :ナデ

色
色
褐
自
好

淡
乳
良

面
面
成

外
内
院

高山寺式

53-1 落とし穴 1 3層 縄文土器 鉢 器高  41 外面 :縄文 押引き
内面 :ナデ

外面 :淡褐色
内面 :淡褐色
娩成 :良好

船元系

53-2 落とし穴 1 [層 縄文土器 器高
外面 :縄文 突帯
内面 :ナ デ

外面 :乳褐色
内面 !黒褐色
焼成 :良好

船元系

53-3 落とし穴 1 と層 縄文土器 器高  27 外面 :縄文
内面 :ナ デ 縄文

外面 :暗褐色
内面 :乳褐色
焼成 :良 好

船元系

53-4 37 落とし穴 1 1層 縄文土器 器高  37
外面 :指頭圧痕 押引き

縄文
内面 :ナデ

外面 :淡褐色
内面 :黒褐色
焼成 :良好

船元系

53-5 37 落とし穴 1 1層 縄文土器 器高  33 外面 :縄文
内面 :ナデ 縄文

色
色
褐
褐
好

乳
黒
良

面
面
成

外
内
焼

船元系

53-6 落とし穴 1 1層 縄文土器 器高  51 文
デ
縄
ナ

面
面
外
内

色
色
褐
褐
好

乳
乳
良

面
面
成

外
内
焼

船元系

53-7 落とし穴 1 4層 縄文土器 器高  31 外面 :沈線
内面 :ナデ

色
色
褐
褐
好

乳
乳
良

画
面
成

外
内
焼

不 明

53-8 落とし穴 1 1層 縄文土器 器高  67
面
面
外
内
ナデ 条痕
ナデ

色
色
掲
褐
赤
好

乳
淡
良

面
面
成

外
内
焼

不 明

53-9 落とし穴 1 1層 縄文土器 器高  67 外面 :二枚貝条痕
内面 :二枚貝条痕

外面 :乳褐色
内面 :黒褐色
焼成 :良 好

前 期

53-10 落とし穴 1 t層 弥生土器 甕or重 器高  32 外面 〔ナデ 刷毛目
内面 :用1毛 目

外面 :乳褐色
内面 :乳白色
焼成 :良好

55-1 落とし穴 2 [層 縄文土器 器高  35 外面 :縄文
内面 :ナデ

外面 :乳褐色
内面 :黒褐色
院成 :良好

不 男

55-2 37 落とし穴 2 2層 縄文土器 器高  25 外面
:縄文

内面 :ナデ

外面 :乳褐色
内面 :淡褐色
暁成 :良好

不 明

55-3 37 落とし穴 2 2層 縄文土器 器高  28 外面 :条展
内面 :ナデ

色
色
褐
褐
好

里
〔塁
省
県

面
面
成

外
内
焼

不 明

55-4 37 落とし穴 2 2層 縄文土器 器高  57 外面 :板状正兵によるナデ
内面 :ナ デ

面
面
成

外
内
焼

黒褐色
淡褐色
良好

粗製A

57-1 S K01 1層 縄文土器 鉢 器高  51
痕
明
条
不

面
面
外
内

色
色
褐
褐
好

乳
乳
良

面
面
成

外
内
焼

船元 2式

57-2 S K01 1層 縄文土器 器高  52 外面 :縄文 貝殻圧痕
内面 :ナ デ

外面 :暗褐色
内面 :黒褐色
焼成 :良好

船元 2式

57-3 S K01 1層 縄文土器 器高  31 外面 :縄文
内面 :ナデ

色
色
褐
白
好

乳
灰
良

画
面
成

外
内
焼

船元 2式

59-1 S K02 1層 底径  31 外面 :ナデ
内面 :ナ デ

色
色
褐
自
好

乳
乳
良

画
面
成

外
内
焼

彦崎 Z併
行

59-2 S K02 1層 縄文土器 深鉢 器高  28 外面 :板状工兵によるナデ
内面 :ナ デ

色
色
褐
褐
好

星
里ヽ
省
民

面
面
成

外
内
焼

粗裂 A

61-1 S K04 1層 縄文土器 深鉢 ? 器高  41
外面 :乳褐色
内面 :乳褐色
焼成 :良好

不 明

―-110-―
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63-1 S K05A 3層 縄文土器 器高  30 ハ面
:縄文

内面 :ナ デ

色
色
褐
褐
好

黒
乳
良

面
面
成

外
内
焼

不 明

66-1 S K06 1層 縄文土器 深鉢 器高  51 外面
:条痕

内面 1不明

外面 :黒褐色
内面 :乳褐色
焼成 :良好

粗製 B 日縁部

66-2 S K06 1層 縄文土器 深鉢 器高  64 外面
:板状工具によるナデ

内面 :ナデ

色
色
褐
褐
好

淡
乳
良

面
面
成

外
内
焼

粗製 A 外面に媒付着 ?

66-3 S K06 1層 縄文土器 鉢 器高  29 外面
:縄文 条痕

内面 :ナ デ

色
色
褐
褐
好

乳
乳
良

面
面
成

外
内
焼

船元系

66-4 S K06 1層 縄文土器 深鉢 器高  60 外面
:押型文

内面 :ナデ

外面 :乳褐色
内面 :乳褐色
焼成 :良好

黄島式

66-5 S K06 1層 縄文土器 浅鉢 8
口径  138
器高  17

外面 :ナ デ ミガキ
内面 :ミ ガキ

色
色
褐
褐
好

乳
乳
良

面
面
成

外
内
焼

内面に黒斑あり

66-6 S K06 1層 縄文土器 器高  35
明
明
不
不

面
面
外
内

色
色
褐
褐
好

赤
赤
良

面
面
成

外
内
焼

不 明

口縁部から剥離した
ものか ?
外面に刺突文

66-7 S K06 1層 弥生土器 一更 器高  25 外面
:ナ デ

内面 :ナ デ ケズリ
色
色
褐
褐
好

淡
淡
良

面
面
成

外
内
焼

外面に煤付着

66-8 S K06 1層 弥生土器 一堕 器高  30 外面
:ミ ガキ

内面 :ミ ガキ

外面 :淡褐色
内面 :淡褐色
焼成 :良好

66-9 S K06 1層 弥生土器 甕 器高  32
デ
いア

ナ
ナ

面
面
外
内 ケズリ

色
色
褐
褐
好

淡
淡
良

面
面
成

外
内
焼

小谷式

66-10 S K06 t層 弥生土器 器 台 器高  28 外面
:ナ デ

内面 :ケ ズリ

色
色
褐
褐
好

乳
乳
良

面
面
成

外
内
焼

小谷式
外面に赤色顔料が塗
ってある

68-1 S K09A 1層 縄文土器 器高  48
外面 :ナデ ニ枚貝押圧
痕 縄文

内面 :ナデ

色
色
褐
褐
好

淡
黒
良

画
面
成

外
内
焼

船元系

68-2 S K09A 1層 縄文土器 深鉢 器高  49 外面
:縄文

内面 :不明

外面 :淡褐色
内面 :乳褐色
焼成 :良好

船元系
外面の所々赤褐色
石の下

68-3 S K09A と層 縄文土器 鉢 ? 器高  32 外面
:縄文

内面 :ナデ

外面 :淡褐色
内面 :淡褐色
焼成 :良好

68-4 S K09A 1層 縄文土器 粗製深鉢 器高  67 外面
:板状工具によるナデ

内面 :ナ デ

外面 :黒褐色
内面 :乳白色
暁成 :良好

粗製A

68-5 S K09A 1層 縄文土器 器高  37 外面
:ミ ガキ

内面 :ナ デ

外面 :黒褐色
内面 :淡褐色
焼成 :良好

穿孔

70-1 S K10 1層 縄文土器 鉢 器高  52 外面
:縄文

内面 :縄文 ナデ
外面 :暗褐色
内面 :暗褐色
焼成 :良好

船元 2式

70-2 S K10 1層 縄文土器 深鉢 器高  36
外面 :淡褐色
内面 :暗褐色
焼成 :良好

船元 2式

70-3 S K10 1層 縄文土器 器高  36 外面
:縄文

内面 :ナ デ

面
面
成

外
内
焼

暗褐色
汝褐色
良好

船元系

70-4 S K10 1層 縄文土器 深鉢 器高  43 外面
:条反

内面 :不明

面
面
成

外
内
焼

淡赤褐色
暗褐色
良好

70-5 S K10 1層 縄文土器 鉢 器高  35 外面
:条痕

内面 :不明

色
色
褐
褐
好

乳
乳
良

面
面
成

外
内
焼

船元式併
行

70-6 S K10 1屑 縄文土器 鉢 器高  32 外面
:条痕

内面 :ナデ

外面 :暗褐色
内面 :黒褐色
焼成 :良好

船元式併
行

70-7 S K10 1層 土師器 甕 器高  30
面
面
外
内
櫛掻き文
不明

外面 :

内面 :

燒成 :良好
小谷式

79-1 S B04 1層 弥生土器 甕 器高  54
いア
いア

ナ
ナ

面
面
外
内

外面 :淡褐色
内面 :淡褐色
焼成 :良好

Il 外面に煤付着

79-2 S B04 l層 弥生土器 甕or重 器高  57 外面
:ナ デ  ミガキ

内面 :刷毛 ロ ナデ
外面 :淡褐色
内面 :淡褐色
焼成 :良好

Il 外面に媒付着

79-3 S B04 1層 弥生土器 一霊 器高  32 外面
:不明 凸帯

内面 :不明

面
面
成

外
内
焼

乳褐色
乳褐色
不良

79-4 S B04 1層 弥生土器 甕 器高  33
デ
デ
ナ
ナ

面
面
外
内 刷毛 目

外面 :淡褐色
内面 :乳褐色
焼成 :良好

79-5 S B05 2層 弥生土器 甕
口径  190
器高  15

外面 :ナ デ 凹線
内面 :ナデ

外面 :淡褐色
内面 :淡褐色
脱成 :良好

Ⅲ-2

V-1

79-6 S B05 2層 弥生土器 甕or壷 5 器高  51 外面
:ナデ ミガキ

内面 :ナ デ

外面 :淡褐色
内面 :黒褐色
焼成 !良好

Ⅲ～Ⅳ
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版
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81-1 K5
土器溜まり

縄文土器 浅鉢
口径  220
器高  46

外面 :ミ ガキ
内面 :ミ ガキ

色
色
褐
褐
赤
好

乳
淡
良

面
面
成

外
内
焼

福田K2
併行

81-2 K5
土器溜まり 縄文土器 器高  52

いア
いア

ナ
ナ

面
面
外
内

外面 :赤褐色
内面 :赤褐色
焼成 :良好

81-3 K5
土器溜まり 縄文土器 浅鉢

胴部径 262
器高  80

外面 :ナ デ
内面 :ナ デ 貝殻条痕

外面 :淡褐色
内面 :淡褐色
ljt成 :不良

福田K2
併行

81-4 K5
上器召まり

縄文土器 鉢
底径  89
器高  37

外面 :ナ デ
内面 :ナ デ

外面 :黄褐色
内面 :乳褐色
焼成 :良好

福田K2
併行

81-5 K5
上器溜まり

縄文土器 浅鉢
径
高
口
器
20 0
118
外面 :ミ ガキ内面:晟君ぇ透栗訟∫

ま摩外面
:黄褐色

内面 :乳褐色
焼成 :不良

福田K2
併行

82-1 K5
土器溜まり

縄文土器 浅鉢
口径
器高

外面 :ミ ガキ
内面 tミ ガキ

面
面
成

外
内
院

淡赤褐色
淡赤褐色
良好

福田K2
併行

82-2 K5
土器溜まり 縄文土器 器高  40 デ

デ
ナ
ナ

面
面
外
内

色
色
褐
褐
好

淡
黒
良

面
面
成

外
内
暁

福田K2
併行

82-3 K5
土器溜まり

縄文土器 深鉢
口径
器高

面
面
外
内

キ
キ
ガ
ガ

画
面
成

外
内
焼

淡赤褐色
淡褐色
良好

福田K2
併行

82-4 K5
土器溜まり 縄文土器 浅鉢 器高  85

キ
キ
ガ
ガ

画
面
外
内

沈線
外面 :淡赤褐色
内面 :黒褐色
焼成 :良好

福田K2
併行

82-5 K5
土器溜まり 縄文土器 器高  53

いア
いア

ナ
ナ

面
面
外
内

外面 :淡 tFJ色
内面 :乳褐色
焼眸 良好

福田K2
併行

82-6 K5
土器溜まり

縄文土器 浅 鉢 器高  42 外面 :ナ デ 刻目
内面 :ナ デ

外面 :赤褐色
内面 :乳褐色
焼成 :良 好

82-7 K5
土器溜まり

縄文土器 器 高
外面 :ミ ガキ
内面 iナデ

外面 :暗褐色
内面 :淡褐色
焼成 :良好

83-1 K5
土器溜まり

縄文土器 粗製深鉢
口径  389
器高  212

外面 :板状工具によるナデ
内面 :ナ デ

色
色
褐
褐
好

暗
黄
良

面
面
成

外
内
焼

粗製A

83-2 K5
土器溜まり

縄文土器 深鉢 器高 157 外面
:ナ デ

内面 :ナ デ

色褐
色
赤
褐
好

淡
乳
良

面
面
成

外
内
焼

糧製 C

83-3 K5
土器溜まり 縄文土器 粗製深鉢 器高

一ア
デ
ナ
ナ

画
面
外
内

外面 :暗褐色
内面 :黄褐色
焼成 :良好

粗製 C

83-4 K5
土器溜まり

縄文土器 深鉢 器高 13 2
外面 :板状工具によるナデ
内面 :ナデ

面
面
成

外
内
焼

淡赤褐色
淡赤褐色
良好

粗製A

84-1 K5
■器溜まり 縄文土器 粗製深鉢

径
高
口
器

外面 :板状工具によるナデ
内面 :ナデ

色
色
褐
褐
好

乳
黄
良

面
面
成

外
内
焼

粗製A

84-2 K5
土器溜まり 縄文土器 深鉢 器高  122 外面

:板状工兵によるナデ
内面 :ナデ

色
色
褐
好

褐
淡
良

面
面
成

外
内
焼

粗製A

84-3 K5
土器溜まり 縄文土器 深 鉢

胴部径 342
器高  296

外面 :板状正具によるナデ
内面 :ナ デ

色
色
褐
褐
好

乳
乳
良

面
面
成

外
内
焼

粗製A

85-1 K5
土器溜まり

縄文土器 粗製深鉢
口径
器高

外面 :板状工兵によるナデ
内面 :板状工具によるナデ

外面 :暗 rB色
内面 :赤褐色
焼成 :不良

粗製A

85-2 K5
土器溜まり 縄文土器 粗製深鉢

日径
器高

外面 :板状正臭によるナデ
内面 :ナ デ

面
面
成

外
内
焼

乳褐色
乳褐色
良好

粗製 A

85-3 K5
土器溜まり

縄文土器 粗製深鉢
口径  283
器高  241

外面 :板状工具によるナデ
内面 :ナ デ

外面 :陪褐色
内面 !孔褐色
焼成 :良 好

粗製 A

86-1 A4 黒色土層 縄文土器 器高  78 外面 :精円押型文
内面 :ナデ

外面 :暗褐色
内面 :黄褐色
焼成 :良 好

高山寺式

86-2 A4 黒色土層 縄文土器 器高  39 外面 :桁円押型文
内面 :摩滅のため不明

外面 :淡赤褐色
内面 :淡褐色
焼成 :良 好

高山寺式

86-3 A4 黒色土層 縄文土器 器高  100 面
面
外
内
精円押型文
摩戒のため不明

外面 :淡赤FB色
内面 :淡褐色
暁成 :良好

高山寺式

86-4 A4 黒色土層 縄文土器 器高  65
面
面
外
内
稿円押型文
ナデ

色褐
色
赤
褐
好

淡
黄
良

面
面
成

外
内
焼

高山寺式

86-5 A4 黒色土層 縄文土器 器高  31 面
面
外
内
楕円押型文
ナデ 突帯

色
色
褐
褐
赤
赤
好

淡
淡
良

面
面
成

外
内
焼

高山寺式

86-6 A4 黒血土層 縄文土器 器高  58 外面 :精円押型文
内面 :ナ デ 沈線

色褐
色
好

暗
褐
良

面
面
成

外
内
焼

高山寺式

86-7 A4 黒色土層 縄文土器 器高  71
面
面
外
内
楕円押型文
ナデ

面
面
成

外
内
焼

淡赤褐色
黄褐色
良好

高山寺式

一 H2-



挿図番号
舷
号
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86-8 A4 黒色土睛 縄文土器 器高  48 外面 :楕円押型文
内面 iナデ 凹線

外面 :乳褐色
内面 :淡赤褐色
焼成 :良好

高山寺式

86-9 A4 黒色上層 縄文土器 器高  26 外面
:精円押型文

内面 :ナ デ 突帯
色
色
褐
好

褐
乳
良

面
面
成

外
内
慌

高山寺式

86-10 A5 黒色土層 縄文土器 浅鉢 器高  26 外面
:ミ ガキ

内面 :刻 目 沈線 ミガキ

色
色
褐
褐
好

黄
淡
良

面
面
成

外
内
院

彦崎 K2
式

86-1] 40 A4 黒色上屠 縄文土器 浅鉢 器高  28
外面 :ミ ガキ
内面 :亥J目  沈線 板状
工兵によるナデ

外面 :黒褐色
内面 :乳褐色
焼成 :良好

彦崎K2
式

86-12 A4 黒色土層 組文土器 浅鉢 器高  39 外面
:沈線  ミガキ

内面 :沈線  ミガキ
面
面
成

外
内
焼

暗褐色
暗褐色
良好

岩田 4類
～滋賀里
3a併行

86-13 40 A4 黒色土居 縄文土器 浅鉢
径
高
口
器 いアナ

キガ
線
ミ
沈

面
面
外
内

色
色
褐
褐
好

黄
乳
良

面
面
成

外
内
焼

彦崎K2
式

86-14 A5 黒色土層 縄文土器 深鉢 器高  27
帯突一ア

デ
ナ
ナ

画
面
外
内

色
色
白
褐
好

乳
乳
良

面
面
成

外
内
焼

前池～沢
田併行

86-15 A5 黒色土屡 縄文土器 深 鉢 器高  38 外面 :ナ デ 刻目突帯内面 :板状工具によるナデ

外面 :黒褐色
内面 :黒褐色
焼成 :良妬

前池～沢
田併行

86-16 A4 黒色土層 縄文土器 器高  51 外面
:ナデ 刺突文

内面 :ナデ

外面 :黒褐色
内面 :乳褐色
暁成 :良好

月崎下層
併行

86-17 A4 黒色土層 縄文土器 浅 鉢 器高  68 外面 :刻 日縄文 亥J日 突帯
内面 :縄文 ナデ

外面 :黄褐色
内面 :乳褐色
焼成 :不良

船元 2式

86-18 A4 黒色土層 縄文土器 器高  38 外面
:沈線 C宇 文

内面 :ナ デ

外面 :黒褐色
内面 :暗褐色
焼成 :良 好

践ノ森式

86-19 A4 黒色土層 縄文土器 器高  41 外面 :亥 J目 沈線 C字文
内面 :ナ デ

色
色
褐
褐
好

黒
暗
良

画
面
成

外
内
焼

磯ノ森式

86-20 A5 黒色土層 縄文土器 器高  26 外面
:縄文 突帯

内面 :ナデ

外面 :乳褐色
内面 :乳褐色
暁成 :良好

彦崎 Z2
式

86-21 A5 黒色土層 縄文土器 器高  44 外面
:縄文 条痕

内面 :ナデ

面
面
成

外
内
焼

乳自色
乳白色
良好

里木 3式

86-22 A5 黒色土層 縄文土器 器高  43 外面
:組文 押引きC字文

内両 :板状工具によるナデ

色
色
褐
褐
好

乳
淡
良

面
面
成

外
内
焼

船元系

86-23 A5 黒色土層 縄文土器 深鉢 器高  57 外面
:縄文 爪印

内面 :ナ デ

色
色
褐
褐
好

乳
黒
良

面
面
成

外
内
焼

船元 2式

86-24 A5 黒色土層 縄文土器 深鉢
径
高
底
器

外面 :縄文
内面 :ナ デ

外面 :乳握色
内面 :乳褐色
焼成 :良好

波子式

86-25 A5 黒色土層 弥生土器 甕
径
高
日
器 ズケ

いア
いア

ナ
ナ

面
面
外
内

色
色
褐
褐
好

赤
赤
良

画
面
成

外
内
焼

V-1

86-26 A4 黒色上層 弥生土器 甕 14
口径  150
器高  41 ズケ

デ
一ア

ナ
ナ

面
面
外
内

外面 :黒褐色
内面 :黒褐色
焼成 :良好

V-1

86-27 A4 黒色土層 弥生土器 甕
口径  162
器高  57

外面 :ナデ
内面 :ナデ ケズリ

面
面
成

外
内
焼

暗褐色
淡褐色
良好

大木式 黒斑あり

87-1 黒色土膳 縄文土器 器高  19 外面
:山形押型文

内面 :不明

色
色
褐
褐
良

暗
暗
不

面
面
成

外
内
焼

黄島式

87-2 黒色土層 縄文土器 器高  26
色
色
褐
褐
好

淡
乳
良

面
面
成

外
内
焼

中津式

87-3 黒色土層 縄文土器 浅鉢 器高  58 外面
:縄文 爪印

内面 :縄文 ナデ
外面 :▼ L褐色
内面 :淡褐色
焼成 :良好

船元 1式

87-4 黒色上層 縄文土器 粗製深鉢 器高  97 外面 :板状I共によるナデ
内面 :ナ デ

色
色
褐
褐
好

黒
淡
良

面
面
成

外
内
焼

粗製A

87-5 黒色土層 縄文土器 深然
径
高
口
器

面
面
外
内
磨消縄文 ミガキ
ミガキ

外面 :黒褐色
内面 :赤褐色
焼成 :良好

元住吉山
1式

87-6 黒色土層 縄文土器 深鉢 器高  76 外面
:縄文 沈線

内面 :板状工臭によるナデ

外面 :黒褐色
内面 :黒褐色
暁成 :良好

船元 4式 キャリ
パーロ縁か ?

深鉢の肩部

87-7 黒色土層 縄文土器 器高  53 外面 :ケ ズリ ナデ
内面 :板状工具によるナデ

色
色
褐
褐
好

黒
暗
良

面
面
成

外
内
焼

類
里
行

４
賀
併

田
滋

ａ

山石
一
３

87-8 黒色土層 縄文土器 器高  33 外面
:縄文 凹線 ナデ

内面 :不明

外面 :乳褐色
内面 !暗褐色
焼成 :良好

中津式

87-9 黒色土層 縄文土器 器高  43 外面
:縄文 凹線 ナデ

内面 :不 RJl
外面 :淡褐色
内面 :淡褐色
焼成 :良好

中津式
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第 6章 川平 I遺跡

挿国番号
版
号
図
番 出土地点 出土層位 種 類 器 種

■
，ヽ
Ｆ
％
娠
く 法量 (cm) 調整 技法 色調 焼戒 形式 備  考

87-10 黒色土層 縄文土器 器高  20
キ
キ
ガ
ガ

面
面
外
内

色
色
褐
褐
好

黒
黒
良

面
面
成

外
内
焼

沢田～突
帯文土器
終末

87-11 黒色土層 弥生土器 甕 or重
径
高
底
器

外面 :ナ デ 刷毛 目
内面 :ナ デ 刷毛 目 色

色
褐
褐
赤
好

淡
淡
良

面
面
成

外
内
焼

大木式

87-12 黒色土層 弥生土器 甕or重
径
高
底
器

いア
デ
ナ
ナ

面
面
外
内

色
色
褐
白
好

乳
乳
良

面
面
成

外
内
焼

87-13 黒色土層 弥生土器 甕
底径  52
器高  33

外面 :ナデ 刷毛 目
内面 :ナデ

色
色
褐
褐
好

乳
暗
良

面
面
成

外
内
焼

87-14 黒色土層 弥生土器 甕or壷
底径  75
器高  20

いア
いア

ナ
ナ

面
面
外
内

外面 :淡赤褐色
内面 :褐色
焼成 :良好

87-15 B4 黒色土層 弥生土器 高芥
底径  104
器高  27

外面 :ナデ 四線
内面 :ナ デ ケズリ

色
色
褐
褐
赤
赤
好

淡
淡
良

面
面
成

外
内
焼

V-1

87-16 B4 黒色土層 弥生土器 甕
口径  186
器高  44

外面 :ナ デ 凹線
内面 :ナ デ ケズリ

外面 :乳白色
内面 :乳白色
焼成 :良 好

V-1

87-17 B4 黒色土層 弥生土器 甕
口径  178
器高  47

外面 :ナ デ
内面 :ナ デ ケズリ

外面 :黒褐色
内面 :黒褐色
焼成 :良好

V-1

87-18 B4 黒色土層 弥生土器 甕 器高  53 外面
:ナ デ 凹線

内面 :ナデ ケズリ
面
面
成

外
内
焼

乳褐色
乳白色
良好

Ⅳ-2

87-19 黒色土層 土師器 器 台 器高  46 外面 :ナデ
内面 :ナデ

色
色
褐
褐
好

淡
淡
良

画
面
成

外
内
焼

小谷式

87-20 黒色土層 土師器 器 台
頸部径 76
器高  47

外面 :ナデ
内面 :ナデ ケズリ

色
色
褐
褐
好

淡
乳
良

面
面
成

外
内
焼

小谷式

88-1 縄文土器 器高  23 外面
:山形押型文

内面 :ナデ

外面 :乳褐色
内面 :乳褐色
焼成 :良好

黄島式

88-2 B5 縄文土器 深鉢 ? 器高  27
外面 :刻 目 刻 目突帯
二枚貝条痕

内面 :刻 ロ ナデ

色褐
色
赤
褐
好

淡
淡
良

面
面
成

外
内
焼

前池～沢
田併行

88-3 B5 黒色土層 縄文土器 深鉢 器高  26
外面 :ナ デ 刻 日突帯 板
状工具によるナデ

内面 :ナ デ

外面 :乳褐色
内面 :乳褐色
焼成 :不良

前池～沢
田併行

88-4 B5 黒色土層 縄文土器 器高  31
反条貝

突
枚
刺
一
一線
キ

目
沈
ガ

刻
　

ミヽ

面
　
面

外
　
内

外面 :赤褐色
内面 i淡赤褐色
焼成 :良好

l‐4原～谷
尻

88-5 B5 黒色土層 縄文土器 深鉢 器高  55
外面 :刻 目 亥」目突帯 板
状工臭によるナデ

内面 :二枚貝条痕

画
面
成

外
内
焼

乳褐色
暗褐色
良好

前池～沢
田併行

88-6 B5 黒色土層 縄文土器 深鉢 器高  57 外面
:縄文

内面 !ナ デ

外面 :淡赤褐色
内面 :黒褐色
焼成 :良好

船元系

88-7 B5 黒色土層 縄文土器 器高  29
外面 :ミ ガキ 擬似縄文

沈線
内面 :ミ ガキ

色
色
褐
褐
好

暗
暗
良

画
面
成

外
内
院

彦崎K2
式

88-8 41 B5 黒色土層 縄文土器 器高  42 外面 :凹線文 紐貼り付け
内面 :凹線文

外面 :乳褐色
内面 :乳褐色
焼成 :良好

月崎下層
併行

88-9 41 B5 黒色土層 縄文土器 深鉢 器高  157
外面 亥Jロ ナデ 沈線 板
状工具によるナデ
ニ枚貝条痕内面

色
色
褐
白
好

黒
灰
良

面
面
成

外
内
焼

篠原式

88-10 41 黒色土層 縄文土器 器高  43 外面
:ミ ガキ 凹線

内面 :二枚貝条痕

外面 :乳白色
内面 !淡褐色
焼成 :良好

宮滝式

88-11 41
47 黒色土層 縄文土器 深鉢 器高  17 外面 :二枚只条痕

内面 :不明

外面 :淡褐色
内面 :淡赤褐色
焼成 :良好

孔列土器
I類

88-12 41 黒色土層 縄文土器 器高  37
外面 突痕

痕

条
デ
条

只
ナ
貝

枚

枚

二
文
二内面

外面
内面
焼成

色
色
褐
褐
良

暗
暗
不

船元系

88-13 黒色土層 縄文土器 深鉢 器高  48
外面 :乳褐色
内面 :乳褐色
焼成 :良 好

孔列土器
I類

88-14 41
47
B5 黒色土層 縄文土器 深鉢 器高  25 外面

:二枚貝条痕
内面 :二枚只条痕

色
色
褐
白
好

乳
乳
良

面
面
成

外
内
焼

孔列土器
I類

88-15 41
47 黒色土層 縄文土器 器高  38 外面

:板状I具によるナデ
内面 :ナ デ

面
面
成

外
内
焼

暗褐色
淡赤褐色
良好

孔列土器
Ⅲ類

88-16 41 黒色土層 縄文土器 器高  46 外面
:縄文 押引状沈線

内面 :ナ デ

色
色
褐
褐
好

黒
淡
良

面
面
成

外
内
焼

大歳山樹
行

88-17 41
47 黒色土層 縄文土器 深鉢 器高  48

線沈一ア
一ア

ナ
ナ

面
面
外
内

色
色
褐
褐
好

乳
淡
良

面
面
成

外
内
焼

孔列土器
Ⅲ類

88-18 41 黒色土層 縄文土器 器高  40 面
面
外
内
ナデ C字文
ナデ

外面 :黒褐色
内面 :黒褐色
焼成 :良好

船元 1式

一 ■4-



朽図番号
版
号
図
碁 出土地点 出上層位 種 類 器 種

率
，
存
％
残
で 法笠 (c4) 調整 枝法 色調 焼成 形式 備  考

88-19 黒色土層 縄文土器 器高  50 外面
:C字文 縄文

内面 :板状工具によるナデ

外面 :乳褐色
内面 :淡褐色
焼成 :良 好

船元系

88-20 41 B5 黒色土層 縄文上器 器高  34 外面
:縄文

内面 :縄文 ナデ
外面 :暗褐色
内面 :淡褐色
焼成 :良好

船元 1式

88-21 41 B5 黒色土層 縄文土器 器高  44 画
面
外
内
縄文 C字文
亥1目  縄文 ナデ

色
色
褐
褐
好

乳
乳
良

面
面
成

外
内
焼

船元 2式

88-22 41 黒色土層 縄文土器 深鉢 器高  51
外面 :縄文 C字文 刻
目突帯

内面 !縄文 ナデ

色
色
褐
褐
好

孔
黒
良

面
面
成

外
内
院

船元 2式

88-23 41 黒色土lSI 縄文土器 深鉢 器高  35 外面
!斜行沈線 縄文

内面 :刻 目 縄文 ナデ
色
色
褐
褐
好

黒
暗
良

面
面
成

外
内
焼

船元 2式

88-24 黒色土層 縄文土器 器高  34 外面
:縫文 刺突文

内面 :ナ デ

外面 :淡赤褐色
内面 :黄褐色
焼成 :良好

船元系

88-25 黒色土層 縄文土器 器高   23 外面
:刻 目 縄文

内面 !刻 目 縄文 ナデ
外面 :乳褐色
内面 :乳褐色
焼成 :良好

船元 1式

88-26 B5 黒色土層 縄文土器 器高  43
外面 :黄褐色
内面 :黄褐色
焼成 :不良

船元 2式

88-27 B5 黒色土層 縄文土器 浅鉢 器高  31
外面 :亥」目 C字 亥」目突
帯 縄文

内面 :刻 目 縄文 ナデ

色
色
褐
褐
好

里
〔里
曾
民

面
面
成

外
内
焼

船元 1式

88-28 B5 黒色土層 縄文土器 器高  40
字

“ア

Ｃ
　
ナ

線
文
引

沈
縄
押

行
　
字

斜
目
Ｃ

面
　
面

外
　
内

外面 :黒褐色
内面 :黒褐色
焼成 :良好

船元 2式

88-29 B5 黒色土層 縄文土器 浅鉢 器高  31
色
色
褐
褐
好

乳
赤
良

面
面
成

外
内
焼

船元 1式

88-30 B5 黒色土層 縄文土器 器高  32 外面
:ナデ C刻突帯 縄文

内面 :ナ デ

外面 :黒褐色
内面 :乳褐色
焼成 :良好

船元系

88-31 黒色土層 縄文土器 器高  45
外面 ミガキ 擬似縄文

沈線
ミガキ内面

色
色
褐
褐
好

乳
乳
良

面
面
成

外
内
院

彦崎K2
式

巻貝による施文

88-32 黒色土層 縄文土器 器高  30 外面
:ミ ガキ 縄文 沈線

内面 :ナデ ミガキ
外面 :黒褐色
内面 :黒褐色
焼成 :良好

四元式

88-33 黒色土層 縄文土器 器高  36 外面 :ミ ガキ 沈線
内面 :ミ ガキ

外面 :乳褐色
内面 :黒褐色
焼成 :良好

縁帯文系

88-34 黒色土層 縄文土器 器高  41 外面
:ミ ガキ 亥J目 沈線

内面 :ナ デ

外面 :淡褐色
内面 :乳褐色
焼成 :良好

縁帯文系

88-35 黒色土層 縄文土器 器高  37 外面
:磨消縄文

内面 :不明

色褐
色
赤
褐
好

淡
乳
良

画
面
成

外
内
焼

中津式

88-36 黒色土層 縄文土器 器高  35 外面
:縄文 沈線 ナデ

内面 :ナデ

色
色
褐
褐
好

黄
乳
良

面
面
成

外
内
焼

元住苦山
1式

88-37 黒色土層 縄文土器 器高  24
外面 ミガキ 縄文 沈
線 刺突 凹線
ミガキ内面

色
色
褐
褐
好

乳
淡
良

面
面
成

外
内
焼

彦崎K2
式

88-38 黒色土層 縄文土器 器高  57
外 面 枚二

痕
デ
条
デ

ナ
貝
ナ内面

色
色
自
白
良

乳
乳
不

面
面
成

外
内
焼

滋賀里 3
a式

38-39 B5 黒色土層 縄文土器 粗製深鉢 器高  56 外面
:板状工具によるナデ

内面 :板状工具によるナデ

外面 :黒褐色
内面 :乳褐色
焼成 :良好

粗製 D

89-1 B5 黒色土層 縄文土器 器高  40 外面
:ナ デ 凹線 縄文

内面 :ケズリ

外面 !暗褐色
内面 :淡褐色
焼成 :良好

彦崎Kl
式

89-2 黒色土層 縄文土器 器高  31
外面 :乳褐色
内面 :暗褐色
娩成 :不良

滋賀里 3
a式

89-3 黒色土層 縄文土器 浅鉢
径
高
口
器

外面 :ミ ガキ
内面 :ミ ガキ 沈線

外面 :黒褐色
内面 :黒褐色
院成 :良好

前池～突
帯文土器
終末併行

89-4 B5 黒色土層 縄文土器 浅 鉢 器高  25 外面
:ミ ガキ

内面 :ミ ガキ

外面 :黒褐色
内面 :暗褐色
焼成 :良 好

前池～突
帯文土器
終末併行

89-5 B5 黒色土層 縄文土器 器高  40 外面
:ミ ガキ

内面 :ミ ガキ 沈線
面
面
成

外
内
焼

乳褐色
乳褐色
良好

黒色磨研
穿孔

89-6 B5 黒色土層 縄文土器 浅鉢 器高  36 外面
:ミ ガキ 沈線

内面 :板状I具によるナデ

外面 :黄褐色
内面 :乳褐色
焼成 二良好

西日本磨
研系

89-7 42 黒色土層 縄文土器 器高  47 外面
:ナ デ 亥」目

内面 :ナ デ

色
色
褐
褐
好

乳
乳
良

面
面
成

外
内
焼

黒土 Bl
式

89-8 42 B5 黒色土層 縄文土器 器高  22 外面
:

内面 :

キ
キ
ガ
ガ

外面 :暗褐色
内面 :黒褐色
焼成 :良 好

西日本暦
研系
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第 6章 川平 I遺跡

挿国番号 出土地点 出■層位 紅 穎 器 種
茂存率

秩量 (ca) 調整 技法 色調 焼成
'レ

式 備  考

89-9 B5 黒色土層 純文土器 器高 55
外面 :ミ ガキ 沈線 刺
突刻 目

内面 :ミ ガキ

外面 :黒褐色
内面 :乳褐色
焼成 :良好

黒色磨研

89-10 B5 黒色土層 縄文土器 浅 鉢 器高  33 外面 :ミ ガキ内面 :ミ ガキ

外面 :黒褐色
内面 :黒褐色
焼成 :良好

岩田 4類
～滋賀里
3a併行

89-11 B5 黒色土層 縄文土器 浅鉢 器高  23 外面 :ミ ガキ 沈線
内面 :ミ ガキ

色
色
掲
白
良

乳
乳
不

面
面
成

外
内
焼

類
里
行

４
賀
併

田
滋

ａ

岩

一
３

89-12 B5 黒色土層 縄文土器 浅鉢 器高  24 外面 :ミ ガキ
内面 :ミ ガキ

外面 :乳白色
内面 :乳褐色
焼成 :良 好

前池～突
帯文土器
終末併行

89-13 B5 黒色土層 縄文土器 浅鉢 器高  40 面
面
外
内
ナデ
ナデ

色
色
褐
褐
好

里
（里
ど
民

面
面
成

外
内
焼

岩田 4類
～滋賀里
3a併行

板状工具によるナデ

89-14 黒色土層 縄文土器 器高  32 外面
:ミ ガキ 突帯

内面 :ミ ガキ

外面 :7L褐色
内面 :黒褐色
焼成 :良好

黒色磨研

89-15 B5 黒色土層 縄文土器
外面 :乳褐色
内面 :乳褐色
焼成 〔良好

89-16 B5 黒色土層 縄文土器 深鉢 ?
径
高
底
器

外面 :縄文 ナデ
内面 :ナ デ

外面 :乳褐色
内面 :乳褐色
焼成 :良 好

船元系

89-17 B5 黒色土層 縄文土器
径
高
底
器

外面 :ミ ガキ
内面 :ミ ガキ

外面 :淡褐色
内面 :黒褐色
院成 :良好

谷尻式

89-18 B5 黒色土層 縄文土器
底径  66
器高  20

外面 :ナ デ
内面 :ナ デ

色
色
褐
褐
好

淡
乳
良

面
面
成

外
内
焼

粗製 D

89-19 B5 黒色土層 縄文土器
底径  102
器高  25

デ
やア

ナ
ナ

画
面
外
内

色
色
褐
褐
好

淡
黒
良

面
面
成

外
内
焼

粗製 D

89-20 B5 黒色土層 縄文土器 器高
面
面
外
内
ナデ
ナデ

外面 :暗褐色
内面 :暗褐色
焼成 :良好

粗製 D

89-21 B5 黒色土層 縄文土器
底径  120
器高  20

外面 板状工具によるナ
デ ナデ
ナデ内面

外面 〔乳褐色
内面 :暗褐色
焼成 :良好

粗製A

89-22 B5 黒色土層 弥生土器 甕
口径  267
器高  73

外面 :ナ デ 凹線 刺安
内面 :ナ デ 刺突

外面 :乳褐色
内面 :淡褐色
焼成 :良好

I-4

1-1

外面に煤付着

89-23 B5 黒色土層 弥生土器 甕or壺 器高
外面 :刻ロ ナデ 凹線
内面 :ナ デ

外面 :乳褐色
内面 :乳白色
焼成 :良好

I-4

■-1

89-24 B5 黒色土層 弥生土器 甕 器高
面
面
外
内
ナデ 綾杉文
ナデ

外面 :暗褐色
内面 :暗褐色
暁成 〔不良

V一 〕

89-25 B5 黒色土層 弥生土器 甕
径
高
口
器

外面 :ナ デ 刷毛目
内面 :ナ デ ケズリ

面
面
成

外
内
焼

乳白色
乳自色
良好

V― J

89-26 B5 黒色土層 弥生土器 甕 14
口径
器高

外面 :ナ デ 凹線
内面 :ナ デ ケズリ 色

色
褐
好

褐
淡
良

面
面
成

外
内
焼

V-1

89-27 B5 黒色土層 弥生土器 甕
日径  H2
器高  33

外面 :ナ デ 凹線
内面 :ミ ガキ ナデ ケ
ズリ

色
色
褐
褐
好

赤
赤
良

面
面
成

外
内
焼

V-1
内外面 ともに赤色顔
料
外面に煤付着

89-28 B5 黒色土層 弥生土器 甕 13
日径
器高

外面 :ナ デ 凹線
内面 :ナデ ケズリ

色
色
褐
褐
好

淡
淡
良

面
面
成

外
内
焼

V― 〕

89-29 B5 黒色土層 弥生土器 甕 8
口径
器高

外面 :ナ デ
内面 :ナ デ ケズリ

色
色
褐
褐
好

淡
淡
良

面
面
成

外
内
焼

大東式

89-30 B5 黒色土層 弥生土器 甕 8
日径  210
器高  46

いア
いア

ナ
ナ

面
面
外
内

外面 :淡赤褐色
内面 :淡赤褐色
焼成 :良好

大木式

89-31 B5 黒色土層 弥生土器 甕or壷 10
口径  166
器高  35

外面 :ナデ
内面 :ナデ

外面 :階褐色
内面 :乳褐色
焼成 :良好

V― ] 銭周
に燦付着、赤色

子Lあ り

89-32 黒色土層 弥生土器
底径  56
器高  23

一ア
いア

ナ
ナ

面
面
外
内

色
色
褐
褐
好

赤
黒
良

面
面
成

外
内
焼

底部に焼成前に穿孔

89-33 黒色土層 弥生土器 養or重
径
高
底
器

面
面
外
内

デ

い
ア

ナ

ナ

外面 :掲色
内面 :黒褐色
焼成 :良 好

89-34 黒色土層 弥生土器 甕or豆 器高  20
いア
デ
ナ
ナ

面
面
外
内

面
面
成

外
内
焼

淡赤褐色
淡赤褐色
良好

89-35 黒色土層 弥生土器 甕or正 17
底径  H4
器高  35

外面 :ナデ 刷毛 目
内面 :ナデ

面
面
成

外
内
焼

色
色
褐
褐
好

淡
淡
良

89-36 黒色土層 弥生土器 餐or黄
底径  64
器高  11

いア
いア

ナ
ナ

面
面
外
内 色

色
褐
褐
黒
好

淡
灰
良

面
面
成

外
内
焼

89-37 黒色土層 土師器 斐
口径  206
器高  49

外面 :ナデ 刷毛 目
内面 :ナデ 刷毛ロ ケズリ

面
面
成

外
内
焼

黒掲色
乳褐色
良呼

須恵器併
イ子

-116-



挿図番号
版
弓
図
番 出土層位 種 類 器 種

華
，
存
％
残
で 法登 (cI) 調整 技法 色調 焼成 形式 備  考

90-1 黒色土層 縄文土器 器高  79 外面 :脩円押型文
内面 :ナデ

色
色
褐
褐
好

淡
淡
良

面
面
成

外
内
焼

黄島式

90-2 黒色土層 縄文土器 器高  53 外面
:精円押型文

内面 :摩減のため不明

面
面
成

外
内
焼

淡赤褐色
淡褐色
良好

高山寺式

90-3 黒色土層 縄文土器 器高  47 外面
:楕円押型文

内面 :ナ デ

面
面
成

外
内
焼

暗褐色
灰褐色
良好

高山寺式

90-4 黒色土層 縄文土器 深鉢 器高  74 外面
:楕円押型文

内面 :ナデ

色
色
褐
褐
好

乳
乳
良

画
面
成

外
内
焼

黄島式

90-5 黒色土層 縄文土器 器高  59 外面
:椅円押型文

内面 :ナデ

外面 :乳褐色
内面 :淡褐色
焼成 :良好

高山寺式

90-6 黒色土層 縄文土器 器高  66 外面 :精円押型文
内面 :ナ デ

外面 :淡褐色
内面 :灰褐色
焼成 :良好

高山寺式

90-7 黒色土層 縄文土器 器高  38 外面
:精円押型文

内面 :ナ デ

外面 :淡赤褐色
内面 :黄褐色
焼成 :良好

高山寺式

90-8 黒色土層 縄文土器 器高  65 外面 :楕円押型文
内面 :ナデ

外面 :淡褐色
内面 :灰褐色
焼成 :良好

高山寺式

90-9 黒色土層 縄文上器 器高  32
面
面
外
内
精円押型文
ナデ

色
色
褐
褐
好

黒
灰
良

面
面
成

外
内
焼

高山寺式

90-10 B6 黒色土層 縄文土器 器高  51 外面 :楕円押型文
内面 :ナ デ

色
色
褐
褐
赤
赤
好

淡
淡
良

面
面
成

外
内
焼

高山寺式

90-11 B6 黒色土層 縄文土器 粗製深鉢 器高  58
外面 :ナ デ 板状工具に
よるナデ

内面 :ナ デ 板状工具に
よるナデ

面
面
成

外
内
焼

黒褐色
黒褐色
良好

粗製 C

90-12 B6 黒色土層 縄文土器 粗製深鉢 器高  57 外面
:板状工具によるナデ

内面 :板状工具によるナデ

色
色
褐
褐
好

黒
赤
良

面
面
成

外
内
焼

粗製 C

90-13 黒色土層 縄文土器 粗製深鉢 器高  46 外面
:板状工具によるナデ

内面 :ナデ

色
色
褐
褐
好

乳
乳
良

面
面
成

外
内
院

粗製A

90-14 B6 黒色土層 縄文土器 粗製深鉢 器高  44 外面 :二枚貝条・
FR

内面 :二枚貝条痕

外面 :淡褐色
内面 :淡褐色
焼成 :良好

粗製 B

90-15 44 B6 黒色土層 縄文土器 粗製深鉢 器高  69 外面 :板状工兵によるナデ
内面 :板状I央によるナデ

外面 :暗褐色
内面 :赤褐色
焼成 :良好

粗製A

90-16 44 B6 黒色土層 縄文土器 器高  48
押キ

キ
ガ
ガ

面
面
外
内

色
色
褐
褐
好

里
（里
誉
県

面
面
成

外
内
娩

岩田 4類
～滋賀里
3a併行

90-17 44 黒色土層 縄文上器 器高  29 外面
:縄文 爪形

内面 :ナデ
色
色
褐
褐
赤
好

淡
淡
良

画
面
成

外
内
焼

船元 2式

90-18 B6 黒色土層 縄文土器 器高  25 外面
:縄文 爪形

内面 :爪形 縄文 ナデ
外面 :乳褐色
内面 :乳褐色
焼成 :良好

船元 1式

90-19 44 黒色土層 縄文土器 器高  22 外面
:縄文 凹線

内面 :ナ デ

色
色
自
白
好

灰
乳
良

面
面
成

外
内
焼

船元 3式

90-20 44 黒色土層 縄文土器 器高  29
キガ
デ
ミ
ナ

面
面
外
内

外面 :黒褐色
内面 :乳褐色
娩成 :良 好

西日本磨
研系

焼成後に穿孔

90-21 44 黒色土層 縄文土器 器高  78 面
面
外
内
凹線 声」突 波状文
ナデ

画
面
成

外
内
焼

色
色
褐
褐
好

淡
淡
良

90-22 黒色土層 弥生土器 器高  48 外面
:ナデ 凹線 刺突

内面 :ナデ

外面 :乳褐色
内面 :淡褐色
焼成 :良好

Ⅳ

90-23 黒色土層 縄文土器 器高  32 外面
:ナデ 貝殻押印 縄文

内面 :縄文 ナデ
外面 :淡赤褐色
内面 :淡赤褐色
院成 :良好

船元 1式

90-24 黒色土層 縄文土器 器高  38 外面
:縄文 爪形

内面 :縄文 ナデ
外面 :淡赤褐色
内面 :乳褐色
焼成 :良好

船元 2式

90-25 黒色土層 縄文土器 器高  57 外面
:突帯 縄文 爪形

内面 :ナ デ

画
面
成

外
内
焼

暗褐色
暗褐色
良懸

大歳山式

90-26 黒色土層 縄文土器 器高  37 外面
:縄文 爪形 ナデ

内面 :ナ デ

色
色
掲
褐
好

暗
暗
良

面
面
成

外
内
焼

大歳山式

90-27 黒色土層 縄文土器 器高  32 外面
:ナ デ 貝殻押印

内面 :ナ デ

色
色
褐
褐
好

乳
黒
良

面
面
成

外
内
焼

前池～沢
田併行

90-28 黒色土層 縄文土器 器高  51 外面
:縄文 爪形

内面 :縄文 ナデ
色
色
褐
褐
好

黒
淡
良

画
面
成

外
内
焼

船元 1式

90-29 B6 黒色土層 縄文土器 器高   31
外面 ナデ 板状工具に
よるナデ
ナデ内面

外面 :淡褐色
内面 :乳褐色
暁成 :良好

西日本磨
研系


